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　──少年は囚とらわれていた。




　彼の名を咎とが野の辰たつ巳みという。

　一見して普ふ通つうの少年。

　だがその正体は、最悪の災さい厄やく者──万人殺しミリオン・キルズの二つ名を持つ伝説の半吸きゆう血けつ鬼きである。

　それがいまや、指先一つ動かせない。

　見み渡わたす限りどこもどこまでも黒という距きよ離り感かんの喪そう失しつした異様な空間の中に膝ひざをつき、周囲から触しよく手しゆのように伸のびる『黒』に両手両足を締しめ上げられて、固く拘こう束そくされていた。

　その全身には無数の傷。本来であればその身体からだを流れる吸血鬼の血によってたちまちのうちに回復するはずのその怪け我がは、しかし一向に塞ふさがることなく、赤い血を流しながら痛々しい傷口をのぞかせたままでいる。

　そんな辰巳に、声がかけられる。




『──妹の血を吸い尽つくせ』




　頭の中を反響するようにして聞こえるその言葉。

　眼前に立つ黒いシルエットが、満まん身しん創そう痍いの辰巳に命令する。

『妹の命を奪うばえ。かつてのお前なら雑作の無いことだ』

　そしてまた、逆方向からは当の妹──綺き理り恵えの声。

『兄様……私の血を吸ってください』

『全すべてを失うか、妹一人の犠ぎ牲せいで全てを救うかだ』

『……そのままでは兄様、死んでしまいます！』

　──血にまみれ、瀕ひん死しの状態で、辰巳はそれらの言葉に囲まれていた。

　いくつもの記き憶おくを呼び覚ます言葉たち。後こう悔かいと苦痛が蘇よみがえってくる。

　辰巳は……懺ざん悔げをするような思いで、胸の底から絞しぼり出すようにして、告げた。

「……違ちがう」

『なにが違う』

　聞き返されて、果ての見えない黒い世界の中、辰巳は静かに答えた。

「……綺理恵は僕の、妹などではない」




　事態は、三十六時間前に遡さかのぼる。







　一　日々の積立

　　　　fighting funding







「──おかえりなさいませ、兄様兄様兄様」

「ただいま、キリ。……え、っと」

　三人兄きよう妹だいでも手て狭ぜまなボロアパートの一室。

　そんな自宅に帰った辰たつ巳みは、出で迎むかえた中学生の妹、綺き理り恵えの言葉に思わず聞き返した。

「……なんで、三回？」

「それは最近いつも帰りが遅おそい兄様を、呼び足りない分を補ほ充じゆうしているのですよ、兄様、兄様──兄様ッ！」

「な、なにかその呼ばれ方、ちょっと怖こわいんだけど……」

「そのニュアンスが伝わっているのなら何よりです、兄様、兄様！　兄様ッ!!」

「う、ううう……」

　……どうやら、怒おこっているらしい。

　いつものようなストレートな説教ではない分、逆に怖い。

「あの……ごめん、キリ。取立人の仕事が忙いそがしくて、その、どうしても時間が……」

　しどろもどろに弁解するも、綺理恵の視線は厳しく冷たいままである。

　どうしたものか……その場で悩なやみ込む辰巳の袖そでが、くいと引かれた。

　見ると、小学生の妹である陽ひ良らがやさしく微笑ほほえみながら辰巳を見上げていた。

「おにーいちゃん♪」

「ひい？」

「おにいちゃん、おねえちゃんを『なでなで』してあげるといいと思うよ♪」

「キリを、なで……？　でも、そんなことで──」

　──そんなことでいいの？　なんて疑問を口にするよりも前に、綺理恵が不ふ機き嫌げんそうな口調で会話に割って入ってきた。

「なんですか兄様、そんな、ひいの入れ知ぢ恵えなどで安易に機嫌を取るつもりなのですか」

「いや、その──」

「ではやってみたらいいんじゃないでしょうか。どこをどう『なでなで』するつもりだというのですか。さあ、はやくしたらいいんじゃないですか、まったく」

　厳しい口調と表情はそのままに、綺理恵は辰巳の隣となりにひょいと寄り添そってきた。

「いや、どこをどうって──まあ、うん」

　綺理恵の頭に、ぽんと手を置くと、

「っ……」

　ぴくりと小さく、綺理恵が反応した。

　なんだか背中がむずがゆい。懐なつかしい感覚だな、これ。

　そう思ったら、自然に口から言葉が出ていた。

「……寂さびしい思いをさせてすまない。お前たちのことは気にかけているのだけど、ひいもキリもしっかりしているから、つい甘えてしまって……いつもありがとう、キリ」

「に、兄様……」

　言われた綺理恵は潤うるんだ瞳ひとみで辰巳を見上げ──

「……その言葉、プロポーズと受け取ってよろしいですね？」

「あはは、どう受け取ったらそうなるのかな。というかキリ、いくら腹違いとはいえ僕らは兄妹、それに年ねん齢れいだって十六歳と十五歳だよ？」

「ですが『事じ実じつ婚こん』においては年齢も、近親さえも関係ないという判例が前世紀に於おいてすでに出ています。そもそもにこの街では、法律よりも契けい約やくのほうが重要だというのは兄様もご存じの通りでしょう」

「いや、それはまあそうだけど」
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　確かに、この街の──というより吸血鬼の婚こん姻いんである『血グのラ婚ハ姻ナ』であれば、年齢や近親さえも関係無く結婚できるに違いない。吸血鬼や半吸血鬼が婚姻契約を結んだ相手と知覚や血の力を共有する『血グのラ婚ハ姻ナ』は、史上初めて世に吸血鬼の生態を明らかにした十九世紀の出版物『吸血鬼ドラキュラ』にも記き載さいされているような伝統的な行こう為いだった。

　とはいえ、そんな話とは関係なく。

　辰巳は綺理恵に答えた。

「なんにしろ、キリ。僕にはお前のそばにいる資格なんてないんだから。本当は、いまこのときでさえも」

「兄様──」

　表情を曇くもらせる綺理恵から視線をそらす。

　それから隣でその様子を見つめていたひいの頭に片手を伸ばした。

「ひい」

「はーい♪」

　手の平に自らすり寄ってくる陽良の頭を撫なでながら、辰巳は言った。

「僕は駄だ目めだな、いつも助けられてばかりいる。ありがとう、ひい」

「えへへー♪」

　そうして兄妹三人、仲むつまじく立っているところに──




「……ねー、落ち着いた？　じゃあ早くごはんにしよーよごはん、おなかすいたー」

　そんな、なんともダラダラした感じの言葉が投げかけられた。




　言葉の主は、辰巳と一いつ緒しよに部屋に入ってきてそのまま居間の座ざ卓たくの前にあぐらをかいてぐでーっと仰あお向むけに寝ねっ転がって、長い髪かみを床ゆかに放ほうり出すようにして不作法にくつろいでいた血液取立人の女子高生、伴ばんアキラだった。その寝っ転がった状態のまま、のどもとを見せつけるように首を反らして上下逆さまの表情を辰巳たちに向けている。

　綺理恵が、呆あきれとも嫌けん悪おともつかない表情をアキラに向けた。

「……人のうちで、しかもこの状じよう況きようでよくもそこまでくつろげますね、あなたは」

「まあね。なんかもー、自分のうちより落ち着くわー」

「もはや言い訳する気も無いとは……だから野生動物の餌え付づけには反対だったのです、まったく。……兄様、いま夕飯の用意をいたしますから待っていてくださいませ」

「いつもありがとう、キリ」

「……兄様のその一言のためならば家事程度、死ぬまでお任せくださいませ」

　なでなでの効果が続いているのか、珍めずらしく綺理恵が素す直なおに嬉うれしそうな笑顔を見せた。

　そこに、アキラも一言。

「いやーほんとありがとねー、キリちゃん」

「斬ざん新しんな喧けん嘩かの売り方ですね」

「なんでよ!?　普通にお礼言ってるだけじゃない！」

「あ、そういえば。盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいの『たけだけしい』って、どういう字でしたっけ？」

「うん、なんでいまそれを訊きくのかしら……？」

　相変わらずの喧嘩腰ごしな二人の会話。

　でもいつものことなので、辰巳も陽良も大して反応せずに「まあまあ」などと軽く仲ちゆう裁さいするだけだった。もはや当人たち含ふくめ四人、すっかり馴な染じんだ家族の風景だった。




　そんなこんなで、綺理恵があらかじめ下した拵ごしらえをしていた料理を作り始め──三分後。

「ねー、ごはんまだー？」

　待ちきれなくなったらしい様子のアキラが、背後から綺理恵の手元をのぞき込み始めた。

「あなたには高度すぎて見てもわからないとは思いますが、いま作ってるところです」

「んー……どれどれ」

「ちょっと、つまみ食いはやめてください！」

「痛ッ」

　ぺしん、と菜さい箸ばしの一いち撃げきが、鍋なべに伸のばされたアキラの手の甲こうに炸さく裂れつした。

「まったく……人の邪じや魔まをすることだけはお上手ですね。ところで『待つ』という行為はご存じですか？　近所に『待て』が得意な犬がいるので、その子に習ってくるのをお勧すすめしますよ」

「犬って……ちぇー、しょうがないなー」

　アキラがしぶしぶ引き下がって居間に戻もどり、座卓にぐでーっと突つっ伏ぷすと。

「あ、アキラ。食器を並べるから、ちょっとどいていてもらえるかな？」

「えー？　もー……」

　辰巳に言われ、しぶしぶ横に退どいた。

　そのまま部屋の隅すみで所在なさげにぼーっとする。

　と、辰巳の手伝いをしていた陽良が見かねた様子で近づいてきた。

「ねー、あきらちゃん。やることないなら、ひいと遊んでよっか～？」

「あ、そうね！　じゃあ、なにしてあそぼうかしら？」

　アキラが嬉しそうに、陽良の誘さそいに応じる。

　……綺理恵は完成した料理を手に、呆れと怒いかりの入り混じった表情でそれを見下ろしていた。

　もう我が慢まんできない、といった様子でアキラに向かって言い放つ。

「この邪魔者の、駄目人間ッ──おまけにいい歳としをして幼いひいにまで気を遣つかわせるなど、自分の姿に疑問はないのですか、あなたは！」

「う……いや、そう言われると、多少は申し訳ないとは思うけど……」

「ま、まあまあ、アキラは仕事で疲つかれてるから」

「そうだよー、あきらちゃんは働いてきて、大変なんだよー？」

　意外と素直にうなだれてしまったアキラとそれを庇かばう二人の兄妹を前に、それ以上の文句を言う気を失ったらしい綺理恵は苦々しい表情でじっと黙だまったあと──大きなため息を吐ついて、つぶやいた。

「はぁ～……まったく、街中の誰だれも想像できないでしょうね。まさか──」

　ちらりとアキラを見て、言う。

「──まさか、黄よ泉も津つで最も恐おそれられている最強の取立人が、こんな女だなんて」







「あ、あああ、あなたがあの最強の取立人、聖女様……!?」

「そう、しかもお腹いっぱいのね。つまり、あなたは逃にげられない──オーケー？」

　黄泉津第六節・外周区、うらぶれたスラム街の裏通り。

　取り立てに現れたアキラを前に、がらの悪い吸きゆう血けつ鬼きがはっきりと怯おびえ、震ふるえていた。

　この街、地下都市黄泉津には世界中から吸血鬼が集まっている。

　彼らは人間との共存という名目の下もと、吸血行為を禁止され、代わりに人間から血を借り受け利子をつけて返済するという血液銀行制度に縛しばり付けられていた。

　それは吸血鬼の増長を防ぐと同時に、吸血鬼に人間社会への適合を強制する制度。

　かつて誇ほこり高く生きていた吸血鬼たちは、日々の返済に追われ情けなく生きていた。

　アキラの前に居るのもそんな吸血鬼の一人だった。血液銀行から血を借りながら、自らの血や金銭による返済ができなくて追い詰つめられている。

　アキラはそんな吸血鬼をさらに追い込むかのごとく、血を取り立てに来ていた。

　背後からその様子を見て……いろいろと変わったものだなあ、と辰巳は思った。




　辰巳がアキラの右みぎ腕うでとなってから、約三か月が経過していた。

　地上の季節は秋から冬になっている。黄泉津には季節などまるで関係なかったが、それでも三か月は三か月。

　この間に、血液銀行の取立人としてのアキラの評判は一変していた。

　かつて一部であざけりの意味を持っていた聖女のあだ名はいまや、常に大きな畏おそれを持って口にされるようになっていた。

「──『偽ぎ装そう血液事件』を解決し、『路頭に迷った吸血鬼二百人』を無事に片付け、不当な取立を行う『国営血液銀行』を区画ごと黄泉津から消し去ったという、あの……!!」

「なんかいろいろ尾おひれがついてるけど……まあその通りよ。で、どう？　破産する前に、話し合う気になったかしら？」

「う、うぐぐぐ……そうですね、なら……」

　怯えていた吸血鬼の目に、光が宿る。

　ここ最近で、アキラも見慣れるようになったそれは──反逆の覚かく悟ご。

「……なら、ここであんたを始末すりゃあ、俺は英えい雄ゆうってわけだ！」

　吸血鬼の足下、地に落ちる影かげが形を変え、実体を伴ともなって蠢うごめいた。その影こそが吸血鬼の持つ最大の能力にして最強の武装、取り込んだ血によって作り出される変へん幻げん自じ在ざいな魂たましいの分身──影身アヴアターラ。人間大のトラバサミと化したそれが、アキラを嚙かみ砕くだこうと牙きばを剝むいてきた。

　反射的にアキラは後方に跳とび退のいた。腰から抜ぬき放った警棒で影身アヴアターラの軌き道どうを塞ふさぎ、十分にして最低限の距きよ離りを取り、そして──

　背筋に激しい鳥とり肌はだ。振ふり向こうとするが間に合わない。

　──相手は、二人組だったのか。

　一人がアキラの前に姿をさらし、もう一人が背後から隙すきをうかがっていたのだ。姿を消して──影身アヴアターラで自らを覆おおっての透明化インビジブル。数百歳の老ろう齢れい吸血鬼でなければ実現しえない高度な能力。背後の吸血鬼は間ま違ちがい無く、最強に近い部類の相手である。

　決着がつくまでは、一いつ瞬しゆん。

　背後の吸血鬼の手に黒い刺し突とつ剣けんが形作られると同時、その剣先がアキラの急所に向かって最短距離を進んで──




「──失礼」

　ぐしゃり




「……はへ？」

　前に立っていた囮おとり役の吸血鬼が、目を丸くしてきょとんとしている。

　彼の目の前では、それまで何の気なしにそばに控ひかえていた男の取立人──辰巳が、背後に現れた吸血鬼を無造作に摑つかんで振り回すようにして地面に叩たたきつけていた。

　むきだしの床──地下都市黄泉津の基部構造にひびを入れるレベルで衝しよう突とつした吸血鬼は、その首から上を出で来き損そこないの麻婆マーボー豆どう腐ふのようにして地面にぶちまけている。

　吸血鬼の出現とほぼ同時、先読みしていたのでなければあり得ない反応。

「な、なんで……バレて……」

「ああ、鼻がいいもので」

　平然と言ってのける辰巳に、吸血鬼が愕がく然ぜんとした様子で膝ひざを着く。

　そこにアキラが、反論を許さぬ口調で語りかけた。

「さて。脅おどしか暗殺か、なにをするつもりだったのかはわかんないけど──諦あきらめなさい。交こう渉しように暴力を持ち込んで、損をするのはそっちのほうよ？」

　──ゾクリ

　恐ろしい何かに睨にらまれたという実感。

　聖女。その慈じ愛あいに満ちたあだ名が、恐きよう怖ふの対象として呼ばれる意味を理解する。

「というわけで……冷静に利益を取りなさい。絶対、悪いようにはしないから。後ろの彼だってこんなんなって、再生するにはかなりの血を消費するでしょう？　補ほ塡てんするなら、うちから追加で貸してあげるわよ。返済計画も込こみで、じっくり話し合おうじゃないの」

「……は……う……く……はい」

　呼吸もままならない様子で、ぱくぱくと口を開け閉めしながら吸血鬼が力無く頷うなずく。

　結局、彼はその後すべてにたどたどしく「はい」とだけ答え、その身の無事を得る代わりにアキラに対して新たな借血を背負うこととなった。

　辰巳はそれを横に見ながら、複雑な思いを抱いだいた。

　自分たちは、どう見てもひどいことをしている。だが……アキラがこれだけ強権的に振る舞まって、その結果この街において破産する──その血を最後の一滴まで取り立てられて消滅する吸血鬼は激減している。その分、貧困にあえぐ吸血鬼が増えているわけだが──それでも街全体はアキラの理想とする方向、『誰も不幸にならない世界』へと近づいていっている。辰巳の武力を背景に、アキラの覚悟を根こん拠きよとして。

「──さて、じゃあ次の取り立て先に向かうわよ！」

　取引を終えたアキラは、凜り々りしく宣言した。

　その力強い足取りはまるで、この街の未来に向かっているかのように感じられた。







「眠ねむい……」

　アキラはなめくじのごとく脱だつ力りよくしきっただらしない状態で、辰巳の首に腕を回ししがみつくようにしながらずるずると引きずられていた。

「はいはい、もうすぐ教室だから」

「眠い……」

　夜から朝方にかけてめまぐるしい忙いそがしさでいくつもの取り立てを成し遂とげた後、アキラはいつもこうだった。基本的に、眠いとしか発言しなくなる。

　そうしてそのまま自律行動を起こさなくなるので、しかたなく引きずるようにして学校まで連れて行くのが辰巳の日課になっていた。

「ほら、アキラ教室だよ」

「眠い……」

　ほとんど目を瞑つぶったままのアキラの手を引き、彼女の席へと座らせてやる。

　こんな状態で、ほとんど寝ねるためだけに学校に来ることに意味があるのかは怪あやしいが──しかし、アキラは学校に来たがっていた。曰いわく、

『最近あたしたちって敵が多いし、一いつ般ぱん人が集まってるとこにいたほうがむしろ安全でしょ？　それに……損得の絡からまない人たちに囲まれてると、ちょっと安心するしね』

　……他人に囲まれているだけで感じるかすかな癒いやし。それを求めている。

　それはつまり──アキラは疲れている、ということだった。

　心身共に、とんでもなく。

　スイッチが切れたアキラが辰巳の家や学校でぐーだぐだぐーでぐでとしているのは、その英雄的な活かつ躍やくの反動なのだろう。

「……お疲れさま、アキラ」

　呟つぶやくように声をかけ、辰巳はアキラの席を離はなれた。

　……などという一部始終を、周囲の生徒達は平静を装よそおいながら眺ながめていた。

　当然、実際に平静でいられるわけがない。

　毎日毎日、寝不足な少女を背負って連れてきて、席に置いて去って行く男子──誰もが気後れして直接質問できない分、そこにはあらぬ推測が目に見えるほどの濃こさでもんもんと渦うずを巻いていた。

　その証しよう拠こに最近、辰巳は陰かげで妙みようなあだ名をつけられていた。

　すなわち──絶ぜつ倫りん王子。

　毎晩女を寝かせないことがその由来とかそんなことは、辰巳の知ったことではない。しかし最近、不幸の手紙をよく貰もらう。下げ駄た箱ばこに藁わら人にん形ぎようが打ち付けられていることもあった。あと、なぜかラブレターを貰うように──いや、『あなたの××を私にも体験させてください！』とかいうそれは、ラブレターと呼ぶには語ご弊へいがあるか。

　今のところ隠かくし通せてはいるものの、あんな手紙を受け取っているとアキラに知られたらどんな顔をされることか……まあ、向けられているのが悪意じゃない分、マシではあるんだろうけれど。

　しかし、辰巳は空き時間を使ってそれらの手紙一通一通に馬ば鹿か丁てい寧ねいにお断りの連れん絡らくを返しているので正直、かなりの負担になっている。なんとかできないものだろうか……

「……あれ？」

　ふと気付く。廊ろう下かの窓から見える向かいの教室に、見知った人影があった。

　いつも遅ち刻こくしている男が、今日は珍めずらしく朝から学校に来ているらしい。

　なにをしているんだろう？　辰巳は、彼の居る教室の方へと足を向けた。







「──はい。詳しよう細さいは報告したとおりです。辰巳様の動向は常にチェックしています。はい、はい──はい」

　……辰巳たちのいる高校の一角、人気の無い特別教室に勝手に入り込み、誰だれかと電話をする男が一人。

　芝しば原はら山さん河が。辰巳の幼なじみにして同級生、変態の評判をほしいままにする男。だがいまは真しん剣けんな口調で淡たん々たんと電話の向こうに報告を伝えていた。

「──ええ、まったく問題ありません。辰巳様の動きは、すべて計画の範はん囲い内です。はい──はい、了りよう解かいしました。では」

　……画面を操作し、通話を終える。

　ふう、と息を吐はきドアのほうへと振り返る。と……

「……いつからそこに？」

「山河、いまの電話は？」

　教室の壁かべ際ぎわ──そこに辰巳が立っていた。

　山河は小さく笑うと、やれやれといった様子で両手を広げてみせた。

「無論、本家への報告だとも。昔からずっと、俺はお前のお目付役だからな。ちゃんと報告しておいたぞ、いつも通りに」

「そう」

　辰巳が壁際を離れ、山河の前に立つ。そして言った。

「……いつも申し訳ない、山河」

　労ねぎらう辰巳に対し、山河は明るく笑って答えた。

「なーに、お前が派手に活躍していることがそのまま伝われば不ふ穏おんなことになるからな。デタラメな報告で本家の目を欺あざむく程度、親友であるお前のためなら朝飯前の朝ボッキだとも」

「それ、僕が卑ひ猥わいなことをされてる気がしてくるからやめてくれない？　……でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　取立人としての僕の活動を隠してくれるのはありがたいけど──本家にバレたら、身の危険だってあるかもしれないのに」

「心配するな、バレはしない。こちらには内部協力者がいるしな。……ああ、そうそう」

　──カシャ。

　山河が不意に、携けい帯たいのカメラで辰巳のことを撮さつ影えいしてきた。

「……なに？」

「いや、その内部協力者にな。お前の写真を送ってやると喜ぶのだ」

「え、なにそれ？　協力者って、僕の知ってる人なの？」

「まあ気にするな。俺と同じ、玖く曜ようの分家の一人だよ」

　はぐらかしたまま、その写真をどこかへと送信する。

　──気にするな、と山河に言われたら追つい及きゆうするのも気が引ける。

　辰巳は肩かたをすくめて見せてから、思い出したように山河に言った。

「そういえば山河、もし放課後の予定が空いていたら、たまにはうちで一いつ緒しよに食事でもどうだろう？　綺理恵は相変わらずだろうけど……君たちには、仲直りして欲しいし」

「仲直り、か。わざわざお前の妹と仲なか違たがいをした覚えも無いのだがな。まあ、気が向いたら行くとしよう。……ちなみに、その食事に伴ばんアキラはくるのか？」

「あーいや、来るというか、いるというか……最近、食事はいつもうちでとってるから」

「ほほう？　半同どう棲せいとはやるなタッツィー！　さすがは絶倫王子！」

「ど、同棲!?　い、いや、その方が、仕事の都合がいいからであって……っていうか、そのあだ名はちょと……あぶぶぶ」

　思わず照れながら反論する辰巳の口元を、山河が右手で強く握にぎってきた。

　口が縦につぶれて間ま抜ぬけになった辰巳の顔を、山河が間近で見つめてくる。

「な……ないふんのは（なにするのさ）？」

「いや──人間らしい表情をするようになったものだ、と思ってな。むかしのお前は、それはもうゴウリ的な男だったのに」

　そんな山河の言葉に触しよく発はつされ──




『──ゴウリ的』

　……耳によみがえるのは、父の口くち癖ぐせ。おぞましい、非人間的な考え方。




　思わず、顔を摑つかむ山河の手を激しく振ふり払はらう。

「……あの男のような言い方は、やめてくれ」

「すまない、ついうっかりだ。許せタッツィー」

　それだけ言うと、山河は教室を出て行ってしまった。

　辰巳はなんともいえない居い心地ごこちの悪さを感じながら、山河の後を追おうとして──

　……そういえば、僕の写真の送り相手って誰だったんだろう？　と思った。







「──へっくょん」

　不思議な発声でくしゃみをして、厚生労働省の吸きゆう血けつ鬼き関連部署である特課、その係長である為ため田た功こう也やは鼻をこすった。

　誰かボクの噂うわさしてるのかなあ──ってまさか、ボクの正体がバレたりとか……!?

　思わずきょろきょろし、オフィスの背後を振り返る。と、そこを通り過ぎるところだった女性課員と目が合った。緊きん迫ぱくした為田の様子に彼女は不ふ審しんそうな顔で訊きいてきた。

「あ、あの、為田係長……なにか？」

「へ？　え、あ、いやー全然、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫……さっき、くしゃみが出たんだよ？」

「は？」

　思い切り、きょとん、とされた。

　……うう、なんでこう僕は、咄とつ嗟さにうまく受け答えができないんだろう……

　女性課員は曖あい昧まいに頭を下げながら、そそくさと離れていってしまった。それから、オフィスの向こうで同どう僚りようたちとこそこそ何かを話し始めた。

　……僕のことを話しているのだろうか？　やっぱりなんか、悪口を……いやいや。

　もしかしたら意外と、僕と話せて嬉うれしかったとか、そういう話をしてるんじゃなかろうか？　だってだって、さっき僕が振り向く前から彼女、完全にこっちを見てたじゃないか。後ろからこっちを見てたってことは、もしかして僕に気があるんじゃ……あり得るな。




　──実際には背後の女性課員たちは「……為田係長の携帯の壁かべ紙がみ、盗とう撮さつっぽい男子高校生だったんだけど……なにあれ？」「男子高校生って……なよなよしてると思ったら、そういう趣しゆ味みだったの!?」「うわ、最悪！」「あ……でもあたしは意外とそれ、アリかも」「え」などという会話をしていたのだが。

　そんなことを知りようのない為田は、彼女が自分に気があるということに勝手に確信を持ってしまった。




　……むふふ、まいったな。いや、だけどそれだとますますさっきの受け答えが悔くやまれる。あそこで上う手まく会話できてたら、彼女とつきあえてたかもしれないのに……ああ、あの子のことはぜんぜん好みじゃないしまったく意識もしてなかったけど、なんか急に好きになって来た！

　……っと、違ちがった。そんなことを考えてる場合じゃなかった。

　早いところ、玖曜本家に送られる咎とが野の辰巳の資料を、偽ぎ装そうデータに入れ替かえなければならない。それが山河の協力者である、為田の役割だった。

　そう、為田はちょっとした二重スパイなのである。政府、および政府を牛ぎゆう耳じる存在である玖曜グループの下で国家公務員として働きつつ、とある事件に巻き込まれたときに知り合った──というか一方的に憧あこがれを抱いだくようになった辰巳を助けるために情報を操作しているのだ。

　日ひ頃ごろから仕事のできないことで有名な為田だったが、失敗すれば命がけの上に憧れの辰巳のためとなると、自分でも意外なほどに上手くやることができていた。

　そんな立場だからこそ、自分に関する噂話や突然のくしゃみに対してもついつい敏びん感かんになってしまうのだ。……その敏感さが、実際に役に立っているかどうかはともかくとして。

「……あれ？」

　データベースのアクセスログを消そうとしたところで、為田はあることに気がついた。

　偽装工作のために為田が不正にバックアップしていたログと、現状のログ──いくつかのタイムスタンプに不ふ一いつ致ちが見られる。要するに、辰巳に関するデータに為田以外の誰かが不正にアクセスをした形けい跡せきがあるということだ。

　……辰巳の件に関して、嗅かぎ回っている者がいる？　それも、堂々とデータにアクセスできる玖曜や政府の関係者ではなく、別の──




「……ッぅ!?」




　直感、としか言いようがない。

　激しい悪お寒かんに、背後を振り向いた。

　……また、あの娘こと目が合った。笑いかけたら目をそらされた。あれー……じゃなくて。

　身体からだに残る、ぴりぴりした感覚には覚えがあった。

　──吸血鬼。

　まさか、吸血鬼が辰巳に興味を持っている？　省内に潜せん入にゆうし、危険なハッキングをしかけるほどに？

　ああ……ついに、きたか。辰巳たちが危ない。状じよう況きようはおそらく、一刻を争う。

　連れん絡らくをし、準備をし、開始しなければ。

　為田は──緊きん張ちようしてきたなあ、おなか痛いなあ、と思いながら、行動を始めた。







「いただきます」

　五人分のいただきますが重なり合う。六ろく畳じよう半はん一間で五人が食しよく卓たくを囲む。窮きゆう屈くつだ。

　綺理恵の提案により、今日は鍋なべ料理になっていた。大量の仕込みを終えて一段落した綺理恵は食卓で、それはそれは不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。

「……私とて、来客は必ずしも嫌きらいではありません。きちんとしたおもてなしをしたいとも思います。そう──相手が女取立人や、あるいは兄様の幼友達でない限りは」

「キリ」

　綺理恵の失礼な発言を制するように辰巳が声をかける。

　だが、当の嫌われている連中はまったく意に介かいしていなかった。

「うわ、美お味いしー。正規の検けん疫えき通ってない闇やみ肉のわりに、質がいいわよね」

　とアキラは料理に夢中だし、

「はっはっは、実に嫌われているな、俺は」

　と山河は妙みように楽しげだった。

「はぁ……でも、来てくれてありがとう、山河」

「まあ、たまにはな」

　辰巳の隣となりに座る山河が、微び笑しようを浮うかべ目を細める。

　一方、山河の反対側に座る綺理恵はますますもって不機嫌さを増している。

「……兄様、わかっているのですか？　彼は、本家に仕える人間なのですよ？」

「でも、友達だよ」

「そうなるべく生まれ、育てられてきたというだけのことです」

「ふむ、正しい分ぶん析せきだ」

「キリ。……山河も」

　辰巳が短く制止するが、ニヤニヤする山河と彼を睨にらむ綺理恵の間の空気は剣けん吞のんさの度合いを増すばかり。

　綺理恵はなんだかんだで、アキラという来訪者を家の中に迎むかえ入れている。だからその流れで山河のこともそろそろ受け入れてくれるかも、と思ったのだが……残念ながら、最後に綺理恵と山河が会った数年前からさらに関係は悪化しているように見えた。来客に対しては常に友好的な陽良も、なぜか山河に対してだけは明確な壁かべを作って、いまもアキラの陰かげに隠かくれるようにして黙だまっているし。

　なんでだろうなあ……短く嘆たん息そくして落ち込んでいると、横で話を聞いていたアキラが口をもぐもぐさせて箸はしを揺ゆらしながら、行ぎよう儀ぎ悪く言ってきた。

「なーんか相変わらず、辰巳くんの実家──玖曜関係の話はネジがぶっとんでるわね」

　玖曜──吸血鬼関連技術を一手に押さえることで戦後急速に発展し、いまや陰に日向ひなたに世界を牛耳る大黒幕である。黄よ泉も津つを建設し、血液銀行制度を編み出して、何重もの搾さく取しゆの構図を作り出した張本人でもある。あの戦争を起こしたとかその街を消したとかいった陰いん謀ぼう論めいた大げさな噂が絶えないが、玖曜家の次期当主であった辰巳を万人殺しミリオン・キルズという存在に作り上げたことを考えると全すべてが単なる噂話とも思えなかった。

　この三か月、辰巳と一緒に働くうちに断片的ながらもそれらの実情を耳にしていたアキラは、軽く呆れた様子で言葉を続けた。

「要するに山河くんは、辰巳くんの友達になることを生まれる前から玖曜に決められてた、ってこと？」

「その通り、もはや俺はタッツィーの一部として生まれてきたと言っていい。すなわち、俺とタッツィーは二人で一つ──つまりタッツィーと同様、俺のこともお兄ちゃんと呼んで罵ののしってくれていいのだぞ、妹たちよ」

「うぶ……結構です、二度とそんな言い方をしないでくださいませ……」

　綺理恵は本気で鳥とり肌はだを立て、表情を青くしている。陽良も、まったく我関せずの様子でアキラの横にひっついている。

　本当に、不自然な迄までに山河は綺理恵たちに嫌われていた。辰巳には理解しがたいほどに。

　だが山河はそんな彼女たちの様子をまったく気にしていない様子で、なおも楽しげに語り始めた。

「ふむ、思い出すなあ。昔々……タッツィーはよく俺に相談をしてきたものだ。妹になにをしてあげたら喜ぶだろう。妹になにを贈おくればうれしがるだろう、と……」

「ああ、そんなこともあったっけ」

「兄様が……？　初耳です。それは、本家にいた頃ころのことですか？」

「そうだよ。本当に、最初の頃。ほら、庭で会ったとき」

「ああ、あの頃の」

「ひい、覚えてないよ？」

「だろうね、まだ小さかったから。……ちょうどいいや、山河もいることだし、少し昔話をしようか。アキラにも一度、ちゃんと話さないといけないとは思っていたし」

　思いがけない方向から話を振ふられたアキラが、目を丸くして見返してきた。

「あたしにも？」

「そう。僕の実家──玖曜で、なにが起こったのか。僕が、どうして玖曜の家を出たのか。そういう話」







「──山河。妹って知ってる？」

　黄泉津第七節・中央区──玖曜本家の巨きよ大だいな屋や敷しき。古城にも似たその建物のテラスの一つ、曲状面照明スカイ・パネルの明かりに煌きらめく噴ふん水すいのほとりで、十歳の辰巳は山河にそんなことを訊きいた。

　当時、変態の片へん鱗りんも見せぬまま辰巳に対して家臣の態度を貫つらぬいていた山河は、恭うやうやしく答えた。

「親を同じくする、若年女性の近親者のことですか？　当然知っていますが……って、ああ。辰巳様の妹君、ということですか？」

「そう……まあ、そういうことになるね」

「お話だけは伺うかがっております。そういうものが用意されている、と」

「そうか。……一つだけ聞く。妹とは、なにをしてやれば喜ぶのだろう？」

「……は？」

「昨日、初めて会ったんだ。離り宮きゆうに暮らしている妹に、庭で偶ぐう然ぜん。彼女は僕に会ったら、笑って言ったよ。ごきげんよう、と。そして僕にこれをくれたんだ」

　手にしていたのは、小さな花束。茎くきで結ばれ、丁てい寧ねいに飾かざられている。

「……何か、返礼がしたい。妹とは、なにをしてやればいいものなのだろう？　残念ながら僕は、彼女に与あたえるべきものを持っていない。地位や財産は父の管理で、自由に振る舞まえるのは殺さつ戮りく能力ばかりだ」

「なるほど、その妹君に殺したい相手がいればいいのですが……しかし彼女に当面の敵がいなかった場合、喜ばせるとなると……うーん」

　二人してうーんうーんと唸うなりながら悩なやみこむ。

　辰巳も山河も、同じように世間知らずでバカだった。

　そのうちに山河が、自信なさげに言い出した。

「……実は私も、人から聞いたことではあるのですが」

「うん？」

「『自分がされて嬉うれしいことをする』、という施ほどこしのセオリーがあるそうです」

「自分がされて嬉しいこと？　うーん……世界に安定と平和をもたらして貰もらう、とか？」

「ああ、素す晴ばらしい。世界を我がことと等しく感じる、さすがは辰巳様です」

「だろう？　でも、世界平和は急には実現できないしなあ……うーん」

　などと、二人が改めて悩んでいると。

「──なにか残念かつ、かわいそうな話をしているわねぇ、あなたたち」

「うぎゅ」

　背後から伸のびてきた手が、辰巳の口元を引っ張りあげた。

　見上げると、和服を着た幼い少女──のように見える吸きゆう血けつ鬼き。辰巳は彼女のことを知っていた。

「……おばあさま」

　そう、おばあさま。血の繫つながりはないが、彼女は辰巳の母を吸血鬼へと転化させた吸血鬼、いわゆる血親カドウルー。一応、義理の祖母とでも言うべきものだった。

　彼女は自分のことをまったく語らないので、どんな経歴でここにいて玖曜に協力しているのか、といったことを辰巳はまったく知らなかったが、ただ──かなりの年数を生きてきた最強クラスの一人である、ということだけは感覚として理解していた。

　辰巳が『殺すのに苦労しそうだ』と思う、数少ない相手の一人である。

「まったく辰巳ちゃんったら、すっかり感情を飼い殺されて──妹を喜ばせたい？　自分がされて嬉しいことをする？　それは素晴らしいことだけど、根本的なとこが駄だ目めねえ」

　どうやら祖母はこれまでの話をあらかた聞いていたらしい。どれだけ地じ獄ごく耳みみ──あるいは気配を消すのが上う手まいのか。

「で、ですがおばあさま、僕がされて嬉しいことと言ったら、やはり世界平和のゴウリ的な実現とか──」

「おーばーか」

　むぎゅーっと再び口を引っ張られた。それから、ぐにゅりと曲げられた。

「いい？　あなたの口がこーんな形になったのは、いつのこと？」

「うにゅう？」

「そのときの気持ちが、嬉しいってやつよ。ほーらほら、思い出してごらんなさいな」

「む、むみみみ……」

　口が、ぐにいっとなった瞬しゆん間かん……？　口がぐにいっと……

　──ふと思い浮かぶ、一つの記き憶おく。




『計画は前まえ倒だおしに進行している。予算に対して十分な成果だ。よくやった、辰巳』

『……はい、父上』




　父に褒ほめられ、応こたえたとき──自分の口は、こんな風に歪ゆがんでいなかっただろうか？

「おばあさま……僕は父に褒められたとき、たぶん、嬉しかったような気がします。ということは……妹のことも、褒めてやればいいのでしょうか？」

「うんうん、いい線ね。あとはそう……大事な言葉があるわ」

「言葉？」

「そう──『ありがとう』、っていうの」







「綺理恵……あの花を、ありがとう。あれは、そう、十分な成果だ」

　翌日、前の日と同じ庭園で再会した綺理恵を、辰巳は実にぎこちなくそう褒めた。

　綺理恵は初対面のときと同じように、水すい彩さい画がの中に立っているかのような非現実さをまとってそこに立っていた。

　透すき通った視線。重力を感じさせない静しずやかな立ち居い振ふる舞い。何の色もついていない、無む垢くの笑え顔がお。

　綺理恵は小さく頭を下げ、辰巳に応えた。

「恐おそれ入ります、辰巳様」

　その反応に、辰巳はほっと肩かたの力を抜ぬいた。

　それと同時に、自分の口が『嬉しい』を描えがいていることに気づいた。

「……辰巳様？」

「ああ、いや。それで綺理恵、君は──」

「キリ、と──」

「ん？」

「キリと、母はそう呼びます」

「母とは……咎野の女か」

「はい」

　咎野──代々吸血鬼研究を行ってきた一族、その現当主である女性が父の後妻であり、綺理恵の母だった。辰巳にとっては義理の母ということになる。

　どうやら彼女はそれなりに母親らしく振る舞っているらしい。息子むすこを生んですぐに姿を消した、辰巳の母とは違ちがって。

「……では、キリ」

「はい」

　……キリという、特別な呼び方。

　それはなんだか、とても価値のあるもののように感じられた。

　だから思わず、辰巳も言っていた。

「じゃあ、僕のことも……そうだな……まあ……兄として、何か適当に呼んでくれ」

「では…………兄様、とお呼びさせていただきます」

　生まれて初めて、兄と呼ばれた。

　それだけのことで、辰巳の口はますます『嬉しい』の形になっていく。

「……うん。それで、キリ。君はいつもここにいるの？」

「この時間には、大たい抵てい」

「そうか。じゃあ……また、くるよ」

「はい」

　簡潔な会話を終えて、その場を立ち去る。

　それでもまだ、ずっと、辰巳の口は『嬉しい』の形を取ったままだった。







「山河。君の助言は十分な効果を上げた。──よくやった、ありがとう」

　機き嫌げん良く自室へ戻もどる際、途と中ちゆうで待っていた山河に辰巳はそう告げた。

　山河はきょとん、としてから──

「は…………はい、もったいない、お言葉で……」

　肩を震ふるわせ、目め頭がしらをぬぐった。びっくりするほどの感激ぶりだが、妹のことを考えている辰巳はそんな山河の様子に気づいていない。

「ああ、妹をもっと喜ばせるにはどうしたらいいだろう？　より強く褒めるには……勲くん章しようや役職でも与えればいいのかな？　山河は、なにが欲ほしい？」

「欲しいもの──辰巳様が世界の王になられることだけが、私の望みですが」

「うーん……実現に時間がかかるな。できればすぐに与えられるものがいいのだけど」

「では、これも伝え聞いた話なのですが……女性には装身具を贈おくるのが定番のようです」

「装身具──武器とか、防具とか？」

「いえ、恐らくは装そう飾しよく品ひん──アクセサリーのことだと思います」

「アクセサリー？　アクセサリー……いまのいままで、意識したことがなかったな。どんなものを贈ればいいのだろう？」

「さあ、それは私にも、なんとも……」

「前回のセオリーに則のつとれば、『自分が貰って嬉しいもの』を贈ればいいのだろうけど……自分が貰って嬉しいもの、か……」

　ふと目の端はしに、先日、綺理恵に貰った小さな花束が目についた。







「ありがとうございます、兄様」

　花を模した髪かみ飾かざり。それは玖曜の出入りの業者に、綺理恵から貰った花に似たものをリクエストして手に入れたものだった。当然、料金など払はらっていないし価格も知らない。親のカネどころかほとんど脅おどし取ったようなものだったが、幼い辰巳は得意げだった。

「……明日あしたは、ひいを連れてきますね」

「ひい？」

「はい、陽良という私の妹で、当然ながら兄様の妹でもあります。二歳になって最近、よく言葉を話すようになりました」

「そうか。では、また明日」

「はい、また明日、兄様」







　それから、辰巳と綺理恵──そしてたまに綺理恵につれられてくる陽良は、何度もその庭で会話をした。

「また明日、キリ、ひい」

「はい、また明日、兄様」

「またねー♪」

　何度も、明日の約束を繰くり返した。

　気がつくと、辰巳の口はいつも『嬉うれしい』の形になっていた。

　こんな日々が、いつまでも続けばいいと思っていた。

　だが本当は、辰巳も知っていたはずなのだ。

　その日々がいつまでも続くことはなく──

　残ざん酷こくな結末が、いずれ目の前に訪おとずれるのだということを。







「ひい、やっぱり覚えてないよー」

　──所々で山河の補足を受けながら語られる辰巳の昔話が一段落すると、陽良が不思議そうな表情でそう言った。

「しょうがないよ、ひいはまだ小さかったから」

　そう説明する辰巳の隣となりで、アキラがなんとも呆あきれた表情を見せていた。

「にしても子どもの頃ころの辰巳くんたちってば、馬ば鹿かだったのねー。お礼をしたいからって、殺したい奴やつがいるかとか、役職がどうとか武器や防具がどうとか……あ、そのとき辰巳くんがあげた髪飾りって、もしかして？」

「ええ、金具部分は少し手直ししましたが」

　綺理恵が珍めずらしくアキラの言葉に素す直なおに答えた。微笑ほほえみを浮うかべ、自分の髪に差し込まれた髪飾りにそっと手で触ふれる。

「元々は脅し取ったようなもので、いま思い返すと申し訳ない。あのときは、それを当然だと思っていただなんて」

　五年越ごしで落ち込む辰巳に、山河が言った。

「なに、お前に施ほどこしをした業者は、いっそう玖曜に懇こん意いにされていた。取り引きは十分、成立していたのだ」

「けど……」

「気にしないでくださいませ、兄様。どのような方法で手に入れたにしても、これが二人の──婚こん約やくの証あかしであることに、変わりはないのですから」

「そんな、婚約指輪的なものじゃなかったと思うけど……」

　辰巳が否定しても、綺理恵は構うことなくうっとりしている。

　そんな綺理恵に、アキラが言った。

「前から思ってたけどさ、キリちゃんはなんで兄きよう妹だいで結婚したがるのよ？」

「は？　それはだって……兄様に、自ら私を家族と認めて欲しいというか……」

「え？」

　綺理恵がふと漏もらした小さな呟つぶやきに、アキラが思わず聞き返す。

　それに対して綺理恵は、誤ご魔ま化かすようにはっきりと言い直した。

「とにかく──愛の証を求めるのは自然なことなのです。俗ぞく世せにスレた貴女あなたには、愛の誓ちかいの崇すう高こうさなどはわからないとは思いますが」

「あら、あたしだって女の子なんだから、お嫁よめさん憧あこがれくらいはあるわよ？」

　それを横で聞いていた辰巳はなんとなく意外で、

「へー」

　と思わず声が出た。それに気づいたアキラがにやりと笑う。

「あら……辰巳くん、あたしのお嫁さん話に興味ある？　興味ある？　興味あるの？」

「そ、そう強めに来られると、なぜだか肯こう定ていしづらいけど……まあ、うん」

　辰巳が頷うなずくと、アキラは得意げに微笑み、語りだした。

「ふふん。……あのね、あたしのお父さんは吸きゆう血けつ鬼きで、お母さんは人間で──孤こ児じだったあたしを拾って育ててくれた義理の両親だけど、二人は婚こん姻いん契けい約やくを交かわしてたの。いわゆる『血グのラ婚ハ姻ナ』、契ミ約ト術ラが一いつ般ぱん化するより前の呪じゆ術じゆつ式しきの一つ。それってね──相手とすべての損得を共にするって契約なのよ。相手の得が自分の得ってだけじゃなくて、自分の損をも相手に押しつけるっていう。それってもう、相手を想うとかそういう次元じゃなくて、二人で一つになりたい、みたいな……感情っていうより、一つの世界観だと思うのよ」

「世界観？」

「そう。二人の関係性だけじゃなくて、目に映る世界ぜんぶの有り様を一変させちゃうような、そんな誓い──そんな結婚ができたら、素敵じゃない？」

「…………」

　皆みんなが感心した様子で息を吐はきながら、瞳ひとみを輝かがやかせるアキラを見つめていた。

　やがて、綺理恵が言った。

「驚おどろきました。あなた、実は──日本語がしゃべれたんですね」

「え、そのレベル!?　いままで何語でしゃべってると思ってたのよ!?」

　次に陽良が、にこにこと笑いながらアキラの手を取った。

「あきらちゃんは、ロマンチックだねー♪」

「ねー、でしょー？　ひいちゃんなら分かってくれると思ったわよー」

「うん♪　じゃああきらちゃんも、ひいやおねえちゃんと一いつ緒しよに、おにいちゃんのお嫁さんになろうよ！」

「え？　えーっと……一緒にっていうのは、ちょっと無理かなぁ？」

「そうですよ、ひい。兄様の妻になれるのは──同時に二人まで、アキラさんの席はありません」

「どこの法律よそれ？」

「もちろん、マイルールです」

「よくそんな自信満々に言えるわね!?」

「まあまあ、キリも冗じよう談だんが──ッ」

「……辰巳くん？」

　声をかけようとして唐とう突とつに動きを止めた辰巳に、アキラが首を傾かしげる。

　……まずい。

「──アキラ、ちょっと一緒に来てくれ。あと、キリは大家さんに連れん絡らくを」

「え、いったいどうしたの？」

　問われて辰巳は、自分の知覚が感じ取った事実を、淡たん々たんと口にした。

「……家を囲まれた。相手は吸血鬼だ。どこの誰だれかはわからないけど……」

　唾つばを飲み、もしかして冗談と思われはしないかと心配しながら、告げる。

「……相手の数は、百人以上だ」







　二　過去の債務

　　　　dead debt







「吸血鬼百人って……黄よ泉も津つで確かく認にんされてる吸血鬼人口の、一パーセント以上じゃない」

　綺き理り恵えたちを居間に残し、辰たつ巳みとアキラは玄げん関かんの前で向き合っていた。

「地下に潜せん在ざいする未確認の吸血鬼──教団関係者かも知れないね」

　教団──それは、吸血鬼原理主義者の集まりの一つ。血液銀行とは隔かく絶ぜつした血液市場を持ち、玖く曜ようにも把は握あくされないまま生きていると言われる一団。ドラキュラ──十九世紀の書物に記しるされた人物から三代を数える第三竜子ドラキユラを教祖とし、吸血鬼本位の社会の実現を目指しているとかなんとか。

　辰巳はかつての血銀強ごう盗とう未み遂すい事件──三分の二兄姉トウー・サードから、教団という存在のことを朧おぼろ気げに聞いたことがあった。だがそれ以降、教団の影かげには遭そう遇ぐうせずに来た。

　それがいま唐突に、大隊規模の吸血鬼に取り囲まれるとは──

「……以前キリたちが誘ゆう拐かいされて以来、大家さんにも警けい戒かいを強めて貰もらってるから、家の近くであまり目立ったことは起こらないと思ってたんだけど……」

「ま、何事にも例外はあるわよ。最近のあたしたち目立ってたしねー、意図的にだけど」

「とりあえず、戦いにならないに越したことはないけど──手持ちの血は？」

「んー、三単位くらい」

「わかった、ぜんぶ借りるよ」

　アキラが取り出した血液パックを受け取り、用意された借用書に記入する。

　これで、この血液は辰巳のものとなる。

　辰巳の能力は、『接せつ触しよくによる』血液と影身アヴアターラの強制支配。だが、力ある契約──契ミ約ト術ラによって所有権を保証された血液に関しては、触れずとも操あやつることが可能だった。接触支配よりもなお強固な結びつき。体外の血が、肉体の延長のようにして感じられる。

「で、あと……アキラ」

「ん……いいわよ。はい」

　遠えん慮りよがちな辰巳の視線に応じて、アキラが胸もな元もとをはだけ首筋を晒さらす。

　ごくり、と──はしたなくも、本能的に辰巳の喉のどが鳴る。

「前に吸ったのは一週間前だっけ？　じゃあ……六口くらい、吸っていいよ」

「え、でも六口って結構……」

　吸血鬼にいくら血を吸われようとも、先天的な転化適性を持たない人間が吸血鬼になることはない。吸血鬼が人間に対して常に少数派であり、吸血鬼のみの社会を築くことができない理由がそれである。アキラに転化適性はないのでいくら血を吸われても人間のまま──だからといって、血を吸われることに問題が無いわけではない。血を抜ぬかれるというのは間ま違ちがいなく負傷の一種であり、体調を損そこねる行こう為いなのだ。
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　血をねだる立場ながら心配を口にする辰巳に、アキラは笑って応こたえた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。こういうときのために美お味いしいキリちゃんの料理をお腹いっぱい食べて、日ひ頃ごろからぐーたらしてるんだから」

「あ、ぐーたらの自覚はあったんだ」

「……辰巳くんに言われると傷つくわね。まあ、子どもの頃に造血強化の体質改造も受けてるし、それに──女の子の身体からだって、意外と丈夫なのよ？」

　そう言って、アキラがなんともいえず艶つやっぽく笑う。

　……特にどうという台詞せりふでもないはずなのに、直視した辰巳は思わず照れて、表情を隠かくすように口元を手で覆おおった。顔の火ほ照てりが冷めるよう、咳せき払ばらいをしてしばし誤魔化す。

「ごほんごほん……じゃ、じゃあ──失礼」

　そっと肩かたに手を添そえて。

　その首筋に、唇くちびるを這はわせる。

「……ッ」

　瞳を閉じて、その他の五感に集中し。

　牙きばを、皮ひ膚ふの下へと優やさしく潜もぐり込ませる。

　アキラは辰巳の肩に体重を預け、それが徐じよ々じよに重たくなっていき──

　……結局、辰巳はいまだアキラの血しか、拒きよ絶ぜつ反応なしに吸うことができなかった。

　その理由は言葉では説明できない。しかし感覚としては当然のことのように思われた。

　辰巳の中には奪うばうことに対する嫌けん悪おがあり、しかしアキラからの吸血は奪うのではなく、貰うというか、そう──分け合うという感覚に近かった。

　一体感と、それに伴ともなう幸福感……名残なごり惜おしくも、口を離はなす。

「……大丈夫？　アキラ」

「ん……問題なし」

　アキラはそう言って笑ったが、顔からは明らかに血の気が引いている。

　そんなアキラの顔色を前にして、吸血の幸福感から一転、どうしようもない罪悪感を抱いだき──やはり自分は悪なのだと、いつものように自覚する。

　だが、必要悪だ。アキラのために戦う限りにおいては。




「じゃあ辰巳くん、今回は規模が規模だけど、基本的にはいつもと同じだから」

「はいはい。常に交こう渉しようには応じる。悪意には理解を試み、敵意には打算で返す。可能な限り殺さず、可能な限り僕らが得をし、願わくば誰もが得をする結果を目指す」

「よろしい。じゃあ──エスコート、よろしくね」

　冗談めかしたアキラの言葉に、笑え顔がおで応じて扉とびらを開く。

　そのまま、外へ。通りに人気が無いのは、偶ぐう然ぜんでは無いだろう。

　見える範はん囲いには誰もいない。そんな中で、アキラが言った。

「とりあえず、言葉がわかるんなら出てきて要求を言いなさい」

　無視される可能性もあるとは思っていたが、果たして、影の中から浮うかび上がるようにして、細身のスーツを着こなす短たん髪ぱつ美人の女性が──女性吸血鬼が姿を現した。

　彼女は凜りんとした口調で、アキラではなく辰巳に向かって言ってきた。

「咎とが野の辰巳──万人殺しミリオン・キルズ。我々に、ついてきて貰いたい」

　言われたのは辰巳だが、答えるのはあくまでアキラ。

　ここ三か月ですっかり板に付いたふてぶてしい態度で応じる。

「迎むかえの人数の割に、殊しゆ勝しような要求じゃない。で、ただついていけばいいの？」

「無論、万人殺しミリオン・キルズをそのまま連れ歩くつもりはない。無力化させて貰う」

「へー、無力化。具体的には？」

「血けつ封ぷう契けい約やくを結むすんで血の力を封じ、人質も差し出して貰う」

　──ピリリ、と空気が急速に乾かわいて尖とがる。

　肌はだに痛い、緊きん張ちよう感かん。

「ハッ、そんなの命を握にぎられるようなもんじゃないの。拒きよ否ひする場合は？」

「力ちから尽ずく」

「あ、そう。こちらとしては話があるんなら無力化とか言わないで、穏おん便びんに場を設けて欲しいんだけど……駄だ目め？　そう、駄目なの。じゃあ残念──交渉決けつ裂れつね」

「そのようだ」

　…………沈ちん黙もくが一秒、二秒──三秒には、届かなかった。




　すべてが同時。




　アキラが警棒を抜き放ち、女吸きゆう血けつ鬼きが影身アヴアターラを手てつ甲こう足甲として身に纏まとい、辰巳の髪かみの一筋が赤く輝かがやきポーチから血液が這いだして、無数の影が暗くら闇やみの中から飛びかかってきた。

　瞬しゆん間かん、理解できたことが二つ。

　まず、敵は辰巳の性格や行動基準を理解しているらしい。周囲から襲おそいかかる敵たちの狙ねらいは、すべてがすべて──辰巳を無視するようにしてアキラと、背後の自宅──妹たちへと向けられていた。もとより防衛戦の心づもりではあったにしても、ここまで徹てつ底ていされては行動の選せん択たく肢しは限りなく狭せばめられてしまう。

　そして、敵は辰巳の能力も把握しているようだった。触ふれれば支配できる影身アヴアターラでは攻こう撃げきすることなく、なんらかの質量の塊かたまり──周囲の建材やブロックを引きはがしたらしきものを、あるいは投げ、あるいは握り、物理的な攻撃に徹てつしていた。

　──感じ取った厄やつ介かいさに、思わず奥歯を嚙かみしめる。

　それでも足は迷うことなく動き、最適な位置取りを考える。

　手元の血をフック付きのネットのような形状にして、無数の飛礫つぶてを受け止める。

　──重い。慣性を殺しきれず、引きずられる。このままでは、血が破れる。

　咄とつ嗟さに横方向への力を働かせる。真横に振ふり回すようにして、せめて飛礫の進行方向を家から逸そらそうと試みる。

　必然、辰巳の足は止まる。それを待っていたかのように一人の吸血鬼が辰巳に襲いかかってきた。万人殺しミリオン・キルズに対しては触れることすら危険と承知しているのだろう、手にした多層ナノカーボン製の超ちよう硬こう鉄骨を辰巳に向かって振り下ろす。

　──飛礫を抑おさえるこの手を離せば、家とアキラに被ひ害がいが及およぶ。といって、こうして踏ふん張ったまま動かなければ頭上からの鉄骨に叩たたきつぶされる。

　どうするか──もとより答えは一択たく。

　辰巳は頭上を睨にらみ上げ、そのまま──鉄骨を顔面で受け止めた。敢あえて躱かわさず、むしろ自分から飛ぶ込むようにして勢いを付ける。結果、辰巳の顔面の四半分がキレイに削けずれ落ち、左ひだり腕うでが吹ふき飛んだ。

　絶ぜつ妙みよう──絶妙なのはタイミング、そして位置。辰巳は狙った通りの部位を削り落とされ、身体の断面が剝むき出しの状態で、しかし残りの胴どう体たいで血のネットを手た繰ぐりきり見事に飛礫を振り飛ばした。

　同時に、反撃。身体の断面から流れる自らの血を操り、シンプルな直ちよく槍そうと化して頭上の、たったいま辰巳に一撃を浴びせたばかりの吸血鬼を貫つらぬくべく鋭するどく伸のばす。

　が……相手の吸血鬼は、辰巳の脳や心臓に有効打を与あたえられなかった──スカされたと認にん識しきした瞬間、迷うことなく逃にげの姿勢に移っている。鉄骨を手放し、影身アヴアターラに自分を引っ張らせるようにして物理を超こえたバックステップで距きよ離りを取る。

　血の槍やりが、外れる──外れたように見えた、その瞬間。

　槍の先せん端たんが折れ曲がり、枝分かれ、稲いな妻ずまのようなシルエットとなって吸血鬼に追いすがる。結果、その先せん端たんが相手の右腕を刺さし貫いた。

　──摑つかんだ。

　辰巳は手応えを感じた。相手の血──体内の血を摑んだという感かん触しよく。あとは無理矢理に引きずり倒たおし、そのまま彼の血を武器として連れん鎖さ的な攻撃を──そう、身体に染みついた戦せん闘とう行動を続けようとする辰巳はしかし、踏みとどまった。

　辰巳に血を支配された吸血鬼は、影身アヴアターラで作った湾わん曲きよく刀とうによって迷うことなく自らの右肩を断ち落として見せたのだ。辰巳の支配は中ちゆう枢すうにまでは及ばず、ただ彼の右腕を構成していたわずかな血ち影かげを手元に残しただけだった。




　戦闘開始から、この時点で二秒未満。

　辰巳の半身は、いまだ再生しきっていない。




　一方で、アキラも戦闘に移っている。

　アキラの身体能力は高くはないが、それでも血液銀行の取立人。並の吸血鬼を単身制圧できるだけの戦闘能力は有している。

　一部の取立人のように、吸血鬼狩りデイブレイカーの古代闘法に通じているわけではない。その戦闘スタイルは、天性の目の良さと反射速度を活いかしたトリックプレー。

　吸血鬼は超人的な身体能力を有する。が、影身アヴアターラを使った超能力に比べれば、その純じゆん粋すいな身体能力はまだ控ひかえ目と言っていい。

　アキラの前に立つ、交渉に応じた女吸血鬼。その一歩──五メートル以上を一気に詰つめる一歩から繰くり出された蹴けりの一撃を、地に這うように伏ふせって躱す。同時に身体を落とす勢いを回転運動に転てん換かんし、相手の足元を横薙なぐように注射警棒を繰り出そうとした。

　が、途と中ちゆうで変へん更こう。警棒を握ったままの右手を地面について、攻撃の勢いを反転──ギリギリで、頭上から踏みつけてくる女吸血鬼のかかとを回かい避ひした。

　そのまま立ち上がると同時に距離を取り、周囲に気を配りながら──顔面スレスレを、辰巳が軌き道どう修正した飛礫が通り過ぎていくのを横目に──辰巳のそばに移動する。

　背中合わせ。

　アキラの力では、破産状態に──契ミ約ト術ラの呪のろいによりあらゆる特性を劣れつ化かさせている状態になっていない吸血鬼に、大きなダメージを与えるのは難しい。なので辰巳との協力は不可欠。相手の攻撃を誘ゆう導どうし、あるいは相手を叩き伏せ、辰巳に血を支配させるしか手は無いのだが──

　アキラと辰巳が背中合わせになったのを見た吸血鬼達は、いったん距離を置いた。

　……慎しん重ちようで、忌いま々いましい。

　例えば、もしあの女吸血鬼がそのままアキラを追いかけてきていたら、上う手まいこと辰巳と立ち位置を切り替かえて、カタにハメるつもりだったのに……

　これまで辰巳が隣となりにいる限り、荒あら事ごとはこっちの有利にしか働かないから大だい歓かん迎げいだったのだが──この危機感は、久しぶりだった。

　──どうしよう？




　解決の糸口の見えないまま、しかしギリギリで相手の攻撃を躱して戦闘が続く。

　何度かの飛礫の放ほう擲てきを辰巳がかわし、アキラが敵の動きを分断し、わずかずつ敵の血影を取り込んだりはしたものの──有効打は皆かい無む。一方でアキラの身体からだは傷だらけになり疲ひ労ろうの色いろ濃こく、更さらに辰巳の怪け我がの治りもどんどん遅おそくなっている。

　もともと辰巳は先の血銀強ごう盗とう未み遂すい事件以降、定期的にアキラの血を吸っていたとは言え、慢まん性せい的に貧血気味だった。あらゆる能力、特に身体能力はかつてと比べようもないほどに低下している。

　この状じよう況きよう下かで唯ゆい一いつの頼たのみの綱つなは、大家さん──実は大規模戦闘能力を有する伝説級の女吸血鬼、『炎髪三千丈エンド・レツドサン』などという二つ名を持つ彼女の助力なのだが。このタイミングで現れないところを見ると彼女の方に対してもなにかが仕し掛かけられているに違ちがいない。万全な状態の辰巳と互ご角かくに戦える彼女がどう抑えられているのか想像はつかないが……

　……実際、まずい。

　辰巳一人が生き残るだけであればいくらでもやりようはある。あるいは、周囲の被害を無視して力任せに敵を一いつ掃そうすることも不可能では無いだろう。だが、アキラと家を守りつつ、相手を可能な限り殺さずに立ち回るとなると──

「ぐ……」

　何度目かの攻撃の波。血を鎖くさりにして足元を這はい回らせ、相手を捕とらえようとするが届かない。じりじりと体力が削られていく。

　取り立ての最中に暴力と相対したことは何度もあるが、今回は種類が違う。

　暴力ではなく、武力。

　統率された一軍との優位の取り合い。

　戦ってみて理解する。彼らは生きつ粋すいの吸血鬼──血液銀行制度によって飼い殺される以前の、古い時代の魂たましいを残した吸血鬼たちだった。

　他人から奪うばうことを当然として、強さによって人間を支配する、生来の略りやく奪だつ者。

　……辰巳には、彼らとの戦いに臨む準備がまるで足りていなかった。




　──ガッ!!




「うぁっ……！」

　正面から高速で飛んできた百キロ越ごえのブロックを躱しきれずに胸に受ける。

　瞬間的に血を武器化、追い打ちをかけようとしてきた吸きゆう血けつ鬼きを牽けん制せいし──代わりに思い切り吹き飛ばされる。

　激しい衝しよう撃げき、音──背後に庇かばう自宅の壁かべにぶち当たる。

　建材が崩くずれ、内部に向かって倒れ込む。辰巳は瓦が礫れきごと家の中に倒れ込んでしまった。

「辰巳くん！」

　アキラの声。

　まずい──身体が、うまく動かない。

　……首を動かすと吸血鬼たちが、家を、辰巳を、アキラを……それぞれに狙える位置に立っている。相手の何人かを容よう赦しやなく叩き潰つぶすシミュレーションをしてみるが、どうしても全すべてを守る方法が見当たらない。

　……詰みだった。生まれて初めて、正面から戦って負けた気がする。

　一いつ瞬しゆん、なにも考えられなくなった辰巳の耳に女吸血鬼の声が届いた。

「よし、押さえろ。万人殺しミリオン・キルズには血けつ封ぷう六道を打ち込み、他ほかの者は可能な限り血を抜ぬいた上で拘こう束そく。抵てい抗こうすれば、容赦はするな」

　それは朦もう朧ろうとした辰巳の意識にも、到とう底てい聞き逃のがせない内容だった。

　──血を抜く、容赦するな……アキラや、キリたちに？　何を言っているんだ、こいつは……ああ。しょうがない……しょうがないから──

　辰巳は混こん濁だくした意識のまま、ふと思う。

　──皆みな殺ごろすか。

　その怜れい悧りな判断はしごく妥だ当とうなものに思われた。

　だから、すべてを台無しにするべく力を練り上げ始める。

　膨ふくらんだ力を、制せい御ぎよ可能なぎりぎりの形に落とし込むようにして──

「創造詩詠えい唱しよう……《天に蛇へびありて首を断──」




　──ごっ




　……痛い。脳天に、鈍どん器きがぶつかった。完全に、警けい戒かいの範はん囲い外がいから飛んできた。

　見てみると、辰巳に向かってたったいま警棒を投げつけ命中させたアキラが、こちらにぐぃっと人差し指を突つき出して、

「めっ」

　と短く戒いましめてきた。

　辰巳は一瞬、あっけにとられ──それから、小さく笑った。

　危あやうく、愚おろかな真ま似ねをするところだった。

　吸血鬼たちと同じ原理に則のつとり、相手の命を奪い去る。それは根本的な解決にはほど遠い。

　──敵対者には理解を、そして妥だ協きようを。願わくば利益を、それも相そう互ご利益を。

　アキラの理想にとって、勝敗そのものは問題ではないのだ。

　いま辰巳のすべきことは、すべてを台無しにするような力ちから尽ずくでの勝ち方をするのではなく、より良い負け方に至れるよう全力でアキラをサポートすることに違いない。

　倒れたままで改めて決意を固めた、そのとき。




「──嘆なげかわしいな、タッツィー」




「……山さん河が？」

　気付けば山河が、倒れた辰巳の隣に立っていた。

　片手に小さなナイフを握にぎり、もう片方の手には──綺理恵の腕うでを引いて。

「に、兄様、大だい丈じよう夫ぶですか!?　ちょっと……お離はなしください！」

　逃れようとする綺理恵の腕を強く摑んだまま、山河は──心底悲しそうな表情で、辰巳を見下ろしていた。

「咎野辰巳。……そんな姿を、俺に見せるな。そんな──有様を」

「山……河？」

「ちょっと、なにを──ッ」

　山河は表情を変えないまま、手にしたナイフで綺理恵の指先をわずかに傷つけた。




　……ぽつり。




　血が、一ひと滴しずく。

　綺理恵の指から流れる血が、辰巳の口の中へ、




　──落ちた。




「──ア……ガ、ァ…………ッッッッッアアアア!!」

　口にした血は、赤熱した金属のように感じられた。

　痛みにも似たエネルギーの塊かたまりが一瞬で心臓にまで到とう達たつする。

　全身に炎ほのおが灯ともされたかのようだった。

　振しん動どうというべき痙けい攣れんが全身に起こり。

　眼前の世界が一変して見える。




　辰巳の髪かみの、赤い輝かがやきが失うせる。

　代わりに──それは光学的には矛む盾じゆんを孕はらんだ、しかし間違いようも無く──黒い輝きを帯び始める。

　辰巳の手元に残っていた血で作られた赤い武装。それらが黒く塗ぬりつぶされていく。

　──異質。

　血を操る能力も唯一無二のものだった。それでも吸血鬼の力の範はん疇ちゆうに見えた。

　だがいま黒く染まり、より吸血鬼的な見た目になったそれは、しかし──これまで以上にはるかに異質なものに感じられた。

　そう、辰巳の身に纏まとうこれは影かげではない──黒い、血だ。

　吸血鬼ですらない、もっと悍おぞましくも禍まが々まがしい──何者かの血と化していた。

「グッ……ゥ、ア、アアアッ!!」

　辰巳が──腕を振ふった。

　それだけ。

　少なくとも本人の認にん識しきでは、ただそれだけだった。

　だが、起こった事象は劇的だった。

　辰巳の腕から伸のびた黒い血は、まず目にもとまらぬ、認識すら追いつかぬスピードで眼前の吸血鬼を貫つらぬき──その全身の血を支配すると同時に膨ぼう張ちよう。その吸血鬼の全身から無数の黒い茨いばらとなって飛び出して全方位に拡ひろがった。

　周囲の黄よ泉も津つの基き礎そ構造をも切断するその茨は、まるで無む軌き道どうに伸びている様に見えて、しかし確実に周囲の吸血鬼を刺さし貫いていった。後衛に構えていた一人一人に至るまで。

　瞬間的に現出したそれは、吸血鬼を繫つなぎ合わせて作られた異様なオブジェとなっていた。

「──ァア…………め……駄、目だ……あぁッ!!」

　辰巳が呻うめき、振るった右手を──そこから伸びる黒い血を、左手で押さえ込む。

　その血は、暴走しつつも確かに辰巳の制御下にあった。アキラや綺理恵には向かわず、確実に吸血鬼のみを貫いていた。その制御を懸けん命めいに強める。

　──敵を、殺さないために。

「ぐぅぅ……ぶぅ、ぐ……あああ、げほっ、が、がはっ、ぐ……ごほ」

　……辰巳が身体からだを折り曲げるようにして激しく血を吐はき出す。

　同時に、吸血鬼達を貫いていた黒い血は影のように溶とけて消えた。

　全身に穴を開け、あるいは五体の一部が千切れ飛んだ吸血鬼達がその場に倒たおれ──遅ち々ちとした再生を開始する。全員、死んではいない。

　辰巳はその結果を認めてから、再び激しく血を吐き出した。

「う……がはっ、げほっ、あ、ァアア、あぐ、ぐ……」

　痙攣する身体。肩かたと膝ひざを床ゆかにつく。

　霞かすむ視界の中で、辰巳は眼前に立つ山河を見た。

　その表情は、読み取れない。

「山河……なぜ……こんな……あんなこと……」

「──お前の嫌きらいな、ゴウリ的、という奴やつだ」

「……ぐぅッ」

　激しい頭痛──あるいは全身がばらばらになるような痛み。

　体液の全てが絞しぼりつくされるような反応。

　アキラや綺理恵、陽ひ良らが心配している声がはるか遠くに感じられた。

　それは、あまりにも激しい──特別に激しい拒きよ絶ぜつの反応。

　そう、それは当然のことだった。

　なぜなら、辰巳が血が吸えなくなったのは、そもそもに──他ならぬ、綺理恵の血を吸わないためだったのだから。







「ぐ……これが……万人殺しミリオン・キルズ……!?」

　女吸血鬼が、苦痛の表情を浮うかべながら立ち上がった。

　大したものだ、とアキラは思わず彼女を褒ほめたくなった。

　あの状じよう況きよう下か、咄とつ嗟さに影身アヴアターラを壁として構えることで辰巳の攻こう撃げきに晒さらされる時間を僅わずかに短縮し、こうしてギリギリで回復して立ち上がることが出来るようになっている。

　が──他の吸血鬼は全員、紙一ひと重えで消しよう滅めつを免まぬかれているというだけに過ぎなかった。見ていてかわいそうになるレベルである。

　辰巳の唐とう突とつな変容と暴走。それがなんなのかアキラにはわからなかったし、目の前に現れた惨さん状じように対する戸と惑まどいもあった。だがそれらの動どう揺ようはぐっと飲み込み、アキラは敢あえて不ふ遜そんに言葉を発した。

「さ、形勢逆転ね。そっちは全ぜん滅めつ、こっちはまあ……取立人とその他一名、戦える人間が残ってる」

「うん？　それは俺のことか？　買いかぶられても困る」

「いいから、黙だまってなさい」

　余計なことを言う山河を視線で制し、女吸きゆう血けつ鬼きに向き直る。

「それに、辰巳くんだっていま休んでるけど、怪け我がはすっかり回復して五体満足みたいだしね。ということで──交こう渉しように入るわよ。決裁権のある人間を呼びなさい」

　そう言ってニッコリ笑う。

　その笑え顔がおを前に、女吸血鬼がぞっとしたような表情を見せた。

　吸血鬼になって以来、初めて抱いだく感覚──敗北感。

　馬ば鹿かな……認められない。たかが人間相手に、自分がまさか、そんなこと……ッ!!

「……ちょっと、聞いてる？」

「わ、私は……私は、決して──」

　必死に抗あらがおうとする女吸血鬼を、背後からの声が遮さえぎった。

「結構です、永春エイシユン。私たちの負けです。諦あきらめましょう」

「ん？」

　見ると、向こうから和装に身を包んだ十歳程度の小こ柄がらな少女が歩いてきていた。

　当然吸血鬼なのだろうが、いましがた戦った連中に比べたら遥はるかに温和に見えた。

　その少女を見た女吸血鬼──永春と呼ばれた彼女は、悲痛な表情を見せた。

「で、ですが、第三竜子ドラキユラ様……！」

「……第三竜子ドラキユラ？　あの子が!?」

　驚おどろくアキラに対して、少女──第三竜子ドラキユラが困ったように微笑ほほえんだ。

「これでも現在の辰巳ちゃんの能力をじっくり調べた上で準備を整え、『炎髪三千丈エンド・レツドサン』を抑おさえるために私が直じき々じきに出張ってきたのだけどねえ。やっぱり──玖曜が絡からむと、上う手まくいかないものだわ」

「……ふふん」

　どうやら相手が本物の教祖様であるらしいと確信したアキラは、不敵に笑って名乗りを上げた。

「どうも、あたしは伴ばんアキラと申します、教祖様。で……なんでこんなことをしたのか、教えて貰もらおうかしら？」

「き、貴様、第三竜子ドラキユラ様に対して、無礼な──！」

「いいのです、無礼はあなたよ、永春。もう一度言います──我々は負けたのです。降こう伏ふく条件を取り決める必要があります」

「ぐっ……」

　歯がみする永春を一いち瞥べつし、第三竜子ドラキユラはアキラに向きなおった。

「さて、アキラちゃん？　こーんな状態になっちゃったら、私たちはここに長居はできないわ。質問には答えるし、みんなそのままでいいから、一いつ緒しよに来て貰えるかしら？」

「ええ、望むところよ。っていうか、最初っから平和的に来てくれれば助かったのに……お互たがいに」

「ほんとにねえ」

　アキラと第三竜子ドラキユラは、お互いに見つめ合ったまま苦く笑しようし合った。

　……二人はどことなく、雰ふん囲い気きが似て見えた。

「さて。それじゃ行きましょうか？　ああ、隠いん蔽ぺい班はんを呼ぶから、あなたたちは後から回収して貰いなさい」

「お……お一人で彼らを連れて行くつもりですか!?　拘こう束そくもせずに……！」

「ええ、来客として持てなします」

　永春にそう告げると、第三竜子ドラキユラはそのまま辰巳のもとへと歩み寄った。

　そして、意識を失っている辰巳を抱だきかかえた。

「よいしょ、っと……あら、重たくなって」

「ちょ、ちょっと、なに辰巳くんを──っていうかなんで止めないのよ！」

　平然とした様子で第三竜子ドラキユラに辰巳を任せている山河が、実につまらなそうに応こたえた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「は？」

　混乱するアキラに対して、小さな身体ながら辰巳を抱かかえた第三竜子ドラキユラは穏おだやかな笑顔で言ってきた。

「ただ抱っこするだけよ、なにもしないわ。契けい約やくしてもいい──って言ったら、むしろ噓うそ臭くさいかしら？　まあ、信じてちょうだい。辰巳ちゃんは久しぶりに会った、かわいいかわいい──孫息子むすこですもの」







　──辰巳は、懐なつかしい腕うでの感かん触しよくに包まれた。

　夢うつつの中、その感覚を頼たよりに過去の思い出が夢として蘇よみがえってくる。

　山河と話していた昔話の続き。

　まず思い出したのは、祖母との別れの日のことだった。




「辰巳ちゃん。私たちは玖曜から離り脱だつします」

「おばあさま、なぜ……それはヒゴウリです」

　自覚は無いながら、それなりに祖母を好んでいた辰巳はそう問いかけた。と……

「……えい」

「むぎゅー」

　口を思い切りつままれた。

「私も、あなたが大きくなるのを見届けたかったのだけどねえ。──玖曜は、あなたを使って『蛇へび』を目覚めさせようとしている。私たちにとって、それは許しがたいことだわ」

「へひ（蛇）……？　ははひはひ（私たち）……？」

「いずれ、知るときが来るでしょう。──本当は、私はあなたを殺して行くべきなのだろうけどね」

　殺す。その単語が認識できたのに、なぜ防ぼう御ぎよ反応に出なかったのか……

　この時点で、辰巳は自分でそれが分からなかった。

「……じゃ、辰巳ちゃん。妹を大事にして、笑って暮らしなさい。それが私の願いよ」

「妹は、大事にします。笑って暮らせるかは、わかりません」

「あらあら。ま、いいわ。きっとその二つは、結果的には一つの同じことだから」

「はあ……？」

「それじゃあね、辰巳ちゃん」

　祖母はそれきり、姿を消した。

　父に聞いても、彼女は計画から離脱した、ということしか説明はなかった。

　それから程ほどなくして、辰巳自身が玖曜を離れる時が来た。

　その日のことを、思い出す。







　実験場、闘とう技ぎ場、処刑場。どんな呼び方が正しいかはわからない、直方体の人工的な空間。そこで辰巳は、何度となく吸血鬼を殺していた。

　今日も、目の前に一人。中年の男性吸血鬼。その背後に立ち上る影身アヴアターラの巨きよ大だいさは、そのまま彼が取り込んできた血液の大量さを物語っている。

　彼は辰巳に、聞き慣れた台詞せりふを投げかけてきた。

「……貴様が、万人殺しミリオン・キルズか。貴様を殺せばあらゆる願いを叶かなえてもらうという契約になっている。貴様に恨うらみは無いが、しかし俺は必ずやきさ──」

「あー、ちょっと」

「ぬん？」

　普ふ段だんなら、喋しやべる内容くらいは聞いてやるのだが……

「いや、遮って失礼。申し訳ないけど……妹を待たせてるんだ」

「は？　なにを──」




　──ゴッ




「……辰巳様、お召めし物を」

　相手の血が染みたシャツを脱ぬぎ、山河が用意していた普段着に着き替がえる。

　汚よごれたのはほんのわずか。残りの血は全すべて、辰巳の体内に取り込まれた。

　その血の感触で実感する。彼もまた、ここに来るまでに数多あまたの血を奪うばってきた強つわ者ものの一人だったのだろう。

「……なかなかの血の持ち主だったよ。彼に報むくいるためにも、この血を使って世界を導く王にならないとね。そうなれば、彼も本望だろう」

　何の気なしに言った、その言葉。

　それを聞いた山河は、なぜか目を見開き──感動とでもいうような表情で、辰巳を凝ぎよう視ししていた。

「……さすがです。その感覚……さすが、辰巳様です」

「山河？」

「いえ……本日もお見事でした」

「ありがとう。じゃあ、キリたちのところへ行くから。今日も約束をしてるんだ」

　──また明日あした。また明日。また明日。

　綺理恵たちとの約束を反はん芻すうしている辰巳に、山河が言った。

「……最近はいつも機き嫌げんがいいですね、辰巳様」

「そう？　そうかな。機嫌なんて意識したことがなかったけど、言われてみれば、そうか。これが機嫌がいいということなのかな」

「…………」

　思わず微笑む辰巳を、山河がじっと見つめてきた。

「──僕の顔が、どうかした？」

「いえ……なんでもありませせん」

「そう？　なら、いいけど」

　……なぜだろうか。

　辰巳が初めて見る、激しい不安を湛たたえたような山河の表情。

　それはまるで──世界の崩ほう壊かいを予感でもしているかのような、そんな表情に見えた。







「──兄様？　兄様」

「……え？」

　ぼーっとしていた辰巳は、綺理恵の言葉に顔を上げた。

「兄様、それではまた明日、です」

「またねー♪」

「うん……また、明日」

　辰巳の言葉は、どことなく力ないものだった。

　気がつけば、今日は綺理恵と会っても自分の口が『嬉うれしい』の形になっていない。

　どうも昼間の山河の表情を見てからずっと──辰巳の胸にも不安が根付いていた。

　そしてその不安は、たやすく現実となった。







「近親者の血は混血にとって無二の覚かく醒せい因子となる。十分な力を蓄たくわえたお前が偉い大だいなる王となるために、妹の最後の一いつ滴てきは必要不可欠だ。──今こ宵よい、妹の命を吸い上げよ」

　幼い辰巳には巨大に見えた、分厚く直線的な輪りん郭かくの父の言葉。

　唐とう突とつな、しかしそれは計画されていた命令だった。

　そう……辰巳とて、知っていた。

　綺理恵と陽良が、自分に捧ささげられる供く物もつとして育てられていることを。

　ただ忘れようとしていたのだ。無意識に──懸けん命めいに。

　そんな辰巳に、父の命令は現実を直視させた。

　背筋が凍こおり、しかしそれでも──

「……はい、父上」

　そう答えた。

　そう答えるしかなかった。

　なぜなら辰巳は、父に対してそれ以外の答え方を知らなかったのだから。







　祖母が居たら相談したかった。だが、彼女は既すでに辰巳の前から去っている。

　奇き妙みような話だが辰巳はその日、自分が数多の吸きゆう血けつ鬼きを狩かってきた狩り場の正式な名前を初めて知った。

　屋や敷しきの奥まった一室、黄金比で定められた直方体の非現実的な空間。

　偶ぐう然ぜん知ったその部屋の名を──墓所と言った。




　定刻の真夜中となり、墓所に入る。

　すべては既に用意されていた。

　部屋の中央には、昼に庭で別れたばかりの綺理恵が着き飾かざった姿で座っていた。いつもの淡たん色しよくのドレスではない──紅くれないの衣ころも。辰巳にはその色が、なぜだかひどく忌いま々いましく見えた。

　彼女の髪かみには、いつか渡わたした花の髪飾り。

　……辰巳はそれを直視することができない。

「兄様、お待ちしておりました」

「……うん」
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　今日の儀ぎ式しきが、辰巳のこれまでのカリキュラムに比べても特別なものであるのはその場の様子からも明らかだった。

　まず、父が見に来ていた。

　そして、山河も。この部屋、墓所の中にまで彼が入ることは珍めずらしい。なにか心配ごとがあるのか、その顔色は昼間見たときもよりなお悪い。なにかを必死に堪こらえているかのような厳しい表情で、辰巳のことをじっと見つめていた。

　あとは近衛七聖サプタルシ──吸血鬼狩りデイブレイカーから選よりすぐられた玖曜の人兵が、辰巳の覚醒に伴ともなう暴走などに備えるために勢せい揃ぞろいしていた。七人ながら一国と戦える規模の戦力である。

「…………」

　全てがお膳ぜん立だてされている。

　ただただ辰巳が、玖曜の──父の望む理想的な独裁者となるために。

　最強と永遠を以もつて、いまだ成し遂とげられたことのない世界の王となるために。

　……辰巳は、重い足取りで綺理恵のもとへと歩み寄る。

　綺理恵は──なぜ、と辰巳が疑問に思うほどに──いつも通りの透すき通った、色のない笑え顔がおで、辰巳を迎むかえた。

「兄様、どうぞ私の血を受け取ってくださいませ。私はそのために生きてきました」

「……うん」

　……全ては、初めから決められていたことなのだ。

　選せん択たく肢しは無かった。この場の全員が、辰巳にそうすることを望んでいる。

　辰巳は、綺理恵の首に手を添そえた。

「ッ……」

　綺理恵がぴくりと反応する。それは痛みによるもの。

　辰巳は──触ふれただけで、相手が人間であれば皮ひ膚ふからでも血を吸ってしまう。

　触れ合いなど不可能。その孤こ高こうは王の務め。

　当然のこととして理解していた自分の性質が──いま、胸に突つき刺ささる。

　近親者の血は覚醒因子である──確かに、指先から流れ込む綺理恵の血は、他ほかの血とはまるで違ちがって感じられた。その血が体内に入ると、まるで世界が色を変えていくかのようだった。いまなら吐と息いき一つで世界を消し飛ばせそうな、異様なエネルギーを体内に感じる。やがて肉体の輪郭が曖あい昧まいになっていくかのような、知覚の無限拡張に襲おそわれた。

　見えないものが見え、聞こえないものが聞こえてくる感覚。

　これは……地の底から、黄よ泉も津つの底から聞こえる、何者かの声──？

　覚醒に伴い、薄うすまる自我。目の前で、希き薄はくになっていく世界。

　その中で辰巳はゆっくりと、妹の命そのものを吸い上げるべく、彼女の首筋に唇くちびるを寄せていき──肌はだに牙きばが触れる、寸前。




「──さようなら、兄様」

　綺理恵が、そう呟つぶやいた。




　……辰巳の動きが、止まる。

　知っている、でも聞き覚えのない言葉。

　頭の端はしから端までを何度も反はん響きようし、次し第だいに耳に五う月る蠅さく強まっていくその言葉──




　──さようなら。




「……ッ!!」

　辰巳は思わず、突き飛ばすようにして綺理恵から身を離はなしていた。

「…………兄、様？」

　不思議そうな表情をする綺理恵の顔が見られない。

　動どう悸きが激しくなり、呼吸が乱れる。表情が引きつり、天地が崩くずれるようだった。

　自分の中の何者かが、自分に唱える。

　駄だ目めだ……駄目だ、駄目だ駄目だ駄目だ……




　駄目だ。




「……なにをしている」

　顔を上げる。父が厳しい表情で辰巳を見下ろしていた。

「早く、血を吸い上げろ」

　絶対的な、冷たい言葉。

　辰巳はそれに答えた。生まれて初めての──拒きよ絶ぜつの言葉で。

「……駄目です。駄目です、父上。キリの血を吸って──吸い殺してしまっては──明日あした、キリに会えなくなってしまう。僕はキリに明日また会うと、約束したのです」

　父の表情が歪ゆがむ。なにより恐おそろしかったその存在を前にして、しかし辰巳は止まらない。

「父上……キリを殺しては、明日の約束が果たせなくなってしまいます！」

「──ヒゴウリだ。多くの明日の犠ぎ牲せいの上に、未来を築き上げるのがお前の務め。いままで散々行ってきたことだ。今いま更さらに、なにを躊躇ためらう」

「そ……れは…………ッッッ」

　──記き憶おくがフラッシュバックする。

　これまで手にかけてきた多くの吸血鬼……無数の顔が脳のう裏りに浮うかんだ。

　想像もしたことが無かった。

　これまで辰巳に血を捧げてきた者たち。辰巳が血を奪うばって来た者たち。

　彼らにも、彼らの明日が──誰だれかと交かわした明日の約束があったかもしれない。

　辰巳はこれまでずっと、それら無数の明日を奪って来たのだ。

「ッぅ……が、ぐ、は、がは、ぁあ……ッ!!」

　膝ひざをついて、その場に崩れ落ちる。

　涙なみだと反へ吐どが溢あふれた。

　反吐は血だった。たったいま綺理恵から吸い取った血と、溜ため込んできた血も一いつ緒しよに。

「……見苦しい。妹の血を、無理矢理にでも辰巳に与あたえろ」

「ッ……ぁ、止やめ、ろ……キリに、触さわるな！」

　近づく近衛七聖サプタルシに対し、咄とつ嗟さに自分の吐はいた血を操あやつって反はん撃げきする。

　襲いかかる血の塊かたまりに対して、近衛七聖サプタルシが距きよ離りを取る。

　一方、力を使った辰巳は激しく痙けい攣れんし、尚なおも血を吐いてのたうち回っていた。

　涙と、涎よだれと、血にまみれて、床ゆかを転げ回る。

「ああ……！　が、げほ、ぉぇっぇ、うえ」

「兄様？　なぜ……なぜ？　私の血を、吸ってください」

　心配そうな表情の──ああ、こんな表情は初めて見た──綺理恵が、辰巳に近づいてきた。触れそうになるその手から、慌あわてて逃のがれる。

「だ、駄目だ、キリ……駄目だ……僕は、君に生きていて欲しい。そのことに……気付いてしまった。だから、もう殺せない。キリだけじゃない……誰も、もう殺したくはない。父上……父上、どうかもう、やめてください……ッ！」

　涙ながらに懇こん願がんする。

　そんな辰巳を見下ろす父の顔は──恐ろしい程ほどに、冷たいままだった。

「──いますぐ肉親の情を断ち、妹の命を食らえ。さもなくば妹共々すべてを葬ほうむり去って、新たにやりなおすのみだぞ」

「っ、ぐくぅ…………ああ、あぁ！」

　抑おさえきれぬ感情に、辰巳は足あし下もとの血を槍やりに変えて父に投げつけた。

　近衛七聖サプタルシの手が容易たやすくそれを止める。槍は血に還かえり、床に飛び散った。

　……父が、訊きく。

「なぜだ──理由を聞こう。お前にはまだ、その価値がある」

「父上……僕は、キリに生きていて欲しい。だから、キリのため……キリのためならば、僕は……ッ！」

　辰巳は改めて、綺理恵を庇かばってその場に立った。

　すると背後の綺理恵が──辰巳の服の裾すそを、小さく握にぎった。

「……兄様」

　……ちょっとした感かん触しよく。

　振ふり返る余よ裕ゆうもないから、綺理恵がどんな顔をしているのかもわからない。

　でも、それでも、ほんのちょっと背中に感じるその気配。

　それだけで──辰巳はあらゆる迷いを捨て、新しく生まれ変わることができた。

　ああ……辰巳はいま初めて、綺理恵と本当に出会えたような気がした。

　いま初めて、彼女と本当の兄きよう妹だいになれたような気がした。

　守らなければ。守らなければ──そう思う辰巳の言葉を、しかし父は無む慈じ悲ひに遮さえぎった。

「違う。問うたのは──いまの一撃が『俺を殺そうとしていなかった』、その理由だ」

「ッ…………それ、は……」

「説明できないのならば、いまのお前に対話の価値はない。──やれ」

「くっ……」

　父の言葉をきっかけに、近衛七聖サプタルシたちが再び辰巳に迫せまる。

　反撃──咄嗟のことに加減が出来ない。

　辰巳の手元から伸のびた刃はが近衛七聖サプタルシの一人の胸を貫つらぬいた。

　倒たおれる相手の表情が、操る血液越ごしの手て応ごたえが、辰巳の心に突き刺さる。

「父上……やめて……ください。僕は、もう……誰も、殺したくないんです……ッ！」

　泣きそうな表情で訴うつたえる辰巳に、父は答えた。

「ヒゴウリなことを言う。殺しているのはお前自身だ。いやならいつでも殺すのをやめ、死ねばいい」

「ッ…………ああ、確かに……そうか、僕は……死ぬべきなのか……」

　辰巳が俯うつむく。

　そう、確かにそれが正しいことのように思えた。

　祖母も言っていたじゃないか。

『私はあなたを殺して行くべきなのだろうけどね』

　……おばあさまは、わかっていたのだ。

　辰巳という存在の正体を。辰巳が生きていてはならないということを。

　心が折れそうになって──でも、支えるものがあった。

　背後から、辰巳の服を握る幼い手。

　重さにして数グラム程度の、小さな感触。

　それを頼たよりにして、立ち上がる。

「……僕は、たぶん死ぬべきなんだろう。でも、僕はまだ……妹を、守らなければならない。キリを……守らなければならない……ッ!!」

「ッ……!!」

　──一いつ瞬しゆん。

　ほんの一瞬。

　辰巳の操る血の色が、黒い輝かがやきを帯びた。

　それは吐き出してもなお体内にわずかに残っていた綺理恵の血が、辰巳の覚かく悟ごに応じて爆ばく発はつ的てきな力となって解放された瞬間だった。

　その力はこれまでどれだけ激しい戦いにも耐たえてきた墓所を貫き、床を砕くだき、天てん井じようを崩ほう壊かいさせた。

　激しい音と振しん動どうと共に、父を中心とした墓所の半分が瓦が礫れきに埋うまる。

　一瞬、近衛七聖サプタルシが父を守るのが見えた。無事ではあるだろう。が、あの瓦礫から抜け出すには多少の時間がかかるに違ちがいない。

「はぁ……はぁ…………キリ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……はい。大丈夫です、兄様」

　呆ぼう然ぜんとする綺理恵に手を伸ばしかけ──しかし触ふれれば傷つけてしまう。

　そのことが今更に、ひどく悲しく感じられた。

　それでもひとまず、服の上から腕うでをつかもうとすると──

「た……辰巳、様！」

「山河……？」

　部屋の端に近い位置にいたからだろう、瓦礫の落下に巻き込まれずに済んだらしい山河が、それでも所々傷だらけの状態で足を引きずりながら辰巳のほうに近づいてきた。

「辰巳様……なぜ！　あなたは、王となるために生きてきたはずだ！　王となり、世界を導くために──っ！」

「……申し訳ない、山河。父の考えは悪いことだと──いまの僕は、そう思う」

「ぐッ…………！　あなたは……あなたは、間違っている！」

「っ、やめろ、山河！」

　山河は、辰巳の隣となりに立つ綺理恵の腕を摑つかんだ。

　そのまま、怯おびえる綺理恵を手て荒あらく引き寄せる。

「できないなら、俺が──俺がお前に、こいつの血を捧ささげる！」

「山河──ッ!!」

　……肉を裂さく音。

　手に伝わる、嫌いやらしい感触。

　辰巳は──山河の腹部を、血で出来た赤い刀とう剣けんで刺さし貫いていた。

　自動的に、山河の血が辰巳の中へと刀剣越ごしに流れ込んでくる。

　その血の感触は──ひどく、悲しいものだった。

　一方、貫かれた山河は目を見開き、自らの腹部に突つき刺さる辰巳の刀剣に指先で触れ、その感触を確かめると──重油が光を七色に反射するかのような、ギラギラとした複雑な色合いで……笑った。口元をほころばせ、目を細め、笑えみを浮かべながら呟つぶやいた。

「ああ…………俺、は……っ」

　……最後までは、聞き取れなかった。

　たったいま垣かい間ま見みえた表情の理解に苦しみながら、辰巳が刀剣を引き抜ぬく。

　山河は目を瞑つぶり、傷口を押さえながら膝をついて倒れた。

　それと同時──辰巳が、口元を押さえる。

「う──げほっ、おえ……はぁ……はぁ」

　吐き出した血が床に飛び散る。

　……駄だ目めか。自分はもう、誰の血も吸えないらしい。

　綺理恵の血だけではない、辰巳の身体からだは山河の血もまた拒きよ絶ぜつしていた。

　口元の血をぬぐってから、足下に倒れる山河に向かって辰巳は言った。

「……急所は外した。安静にして救助を待ち、治ち療りようを受けてくれ」

「…………っ」

　歯を食いしばり、うめく山河を残して──

「……キリ。一緒に、来てくれる？」

「っ」

　辰巳の言葉に、綺理恵は驚おどろいた様子で目を見開いた。

　……それが、ゆっくりと。

　やわらかく解きほぐされていくかのように、ゆっくりと……笑顔に変わった。

「……はい、もちろんです、兄様」

　その微笑ほほえみ。無色透とう明めいではない、暖かい綺理恵の笑みを辰巳は初めて見た。

　そして辰巳の口も、初めての形で『嬉うれしい』を描えがいていた。

　わずかに躊躇ためらってから──服ごしに、綺理恵の手を取った。

　そのとき、辰巳たちの元に小さな足音が駆かけ寄ってきた。

「おにいちゃん、おねえちゃん♪」

「ひい？　どうしてここに……」

　崩ほう落らくの影えい響きようで倒れかけた扉とびらの隙すき間まから入り込んだらしい陽良が駆け寄り、辰巳の脚あしにぽふりとしがみついてきた。そして、にこにこ笑いながら言ってきた。

「ひいも行く」

「ひい……でも」

「行く♪」

　……事情が理解できているとは思えない。なのに、なぜこんな……躊躇う辰巳に、綺理恵が言った。

「兄様……ひいも連れて行きましょう。この子は私の予備として生まれました。もしこの家に残して行って……母はかばってくれるとは思いますが、それでもあの男が本気になれば……人質にされるか、あるいはもっと残ざん酷こくな……」

「…………」

　あの男──辰巳の父。確かに、彼ならばどんなことでもやって見せるに違いない。

　俯く辰巳に、綺理恵が続けて言ってきた。

「それに──ひいの純じゆん粋すいさは、私たちが間違えないために必要なものかもしれません」

「……そうだね」

　その一言で、思いは決まった。

「じゃあ、ひい、行こうか。君も、僕が守るよ」

「ありがとー、おにいちゃん♪」

　触れることのできない妹に笑いかける。

　そうして三人は、玖曜の墓所を後にした。







　……過去の思い出が遠のいていく。

　辰巳は目を覚ました。

「……ここは？」

　視界にはうすらぼんやりとした、もやのようなものがかかっていた。

　明るい、そして妙みように温かい……なんだろう、これは。

　不思議に思いながら、横たわっていた上体を起こすと──

「兄様……お、お目覚めですか？」

「キリ……？　って、ッ!?」

　声をかけてきた綺理恵を見て、驚きに言葉を失う。

　なぜならキリの、その格好。

　それは──胸から下を隠かくす、身体に巻かれたタオル一枚。

　一いつ緒しよに暮らしているとはいえ、基本的に慎つつしみ深い綺理恵のこんな無防備な格好は観みたことが無かった。

「キリ……その格好は？」

「こ、これは……」

　問われた綺理恵は白い肌はだを真っ赤に染めて、胸むな元もとのタオルにぐっと手をかけると──覚悟を決めた様子で言ってきた。

「に、兄様が脱ぬげと言うなら……脱ぎます！」

「いや、そんなことを言ったつもりはないけど。……というか、お風ふ呂ろ？」

　カポーン

　出所不明の桶おけの音が、情じよう緒ちよ豊かに響ひびき渡わたる。

　改めて見回した周囲は……露ろ天てん風呂？　いやいやまさか、よく見れば天井も壁かべもある、屋内風呂であることは間違いない。しかし広い。やたらと広い。湯気に霞かすんで向かいの壁がよく見えない。浴室全体が石造りで、周囲のそこここには飾かざりとしてなのだろう、大きな自然石がいくつも設置されている。思わず露天風呂と勘かん違ちがいしたのも無理は無い、見事な景観が作り出されていた。

「あ、おにいちゃーん♪」

「ひい、お前も……？」

　湯船に浸つかっていた陽良が立ち上がり、辰巳に向かって手を振ふってきた。

　……なにも隠すものの無い、すべてをさらけ出した姿で。

　辰巳は幼い頃ころから、陽良の世話の肝かん心じんな部分はすべて綺理恵に任せてきた。なので、陽良の裸はだかというのもあまり見覚えがない。少し気まずい。

　と、綺理恵が陽良のもとに駆け寄っていき、その幼い身体にタオルを巻き付けた。

「これ、ひい。いつも言っているでしょう、慎み深くあらねば──先々の楽しみが半減しますよ。兄様に裸を見せるのは、もっと大人になってからです」

「はーい」

「……大人になってから？」

　辰巳は思わず聞き返したが、それは綺理恵たちには届かなかった。

　それにしても……なぜ自分はこんなところに？

　自らの身体を見下ろすと──辰巳の格好もまた、腰こし元もとを隠すタオル一枚のみ。広々とした洗い場の床ゆかに敷しかれた、厚手のマットの上に横たえられていたらしい。なぜこんなことになっているのか……記き憶おくを手た繰ぐるが、吸きゆう血けつ鬼きの襲しゆう撃げきを受け、綺理恵の血を口にした辺りでそれは途と切ぎれている。こんな状じよう況きように繫つながる出来事は思い出せなかった。

「……まさか、僕は死んだのか？」

　思わずそんなことを呟くと、

「あら、意外と人並みなことを言うのねえ、辰巳ちゃんも」

　聞き覚えのある声。見ると──見た目の年ねん齢れいは十歳余り、陽良よりは年上に見える幼い少女が立っていた。白い肌に紅べに色の唇くちびる、長い黒くろ髪かみ……なぜか白スクール水着を着ている、という点を敢あえて無視すればそれは紛まぎれもない、辰巳のよく見知った吸血鬼──

「……おばあさま？」

「そう、おばあちゃんよぉ」

　祖母は辰巳に向かってにっこりと微笑んだ。

　記憶の中にある通りのイタズラっぽい、しかし大人びた笑みが懐なつかしい。

「んふふ、久しぶりねえ、辰巳ちゃん。すっかり大きくなって……何百年生きていようと、やっぱり五年は五年なのよねえ。実感するわぁ」

「はあ……いえ、なぜおばあさまが……というよりやはり、なぜお風呂……？」

「あら、交こう渉しようの場に水辺を選ぶのは吸血鬼の伝統よ？　影かげの形が定まらない流水の上では影身アヴアターラの反応も鈍にぶくなるから、まあ平和的な話し合いをするって意思表示よね」

「た、確かにそういう話も聞いたことはありますが……普ふ通つうは海辺とか湖こ畔はんでしょう!?　なんでお風呂なんですか！」

「裸のつきあいのほうがより平和的じゃない。だからほら、辰巳ちゃんも湯船に浸かってリラックスしなさいな──って、あら？」

「おばあ、さま……!?」

　辰巳の先に立って湯船に入った祖母の──白スク水が、みるみる紙のように溶とけ出した。

「やだ……間違ってお湯に溶けちゃう水着を着てきちゃったわぁ。うっかり～」

「そ──」

　そんなものは水着とは言わないし、それ絶対にうっかりじゃないでしょう!?　と辰巳がツッコもうとした瞬しゆん間かん──

「兄様、危ない！」

「目ッ!?」

　眼前に駆け寄ってきた綺理恵に、思い切り目つぶしを食らわされた。

　ッ──痛い、超ちよう痛い、涙なみだが出る。

「キ、キリ……突とつ然ぜん、何を……？」

　目元を押さえながら薄うす目めを開くと、綺理恵が祖母の身体にもタオルを巻き付けていた。

「ふぅ、まったく……兄様、気をつけてくださいませ」

「え、僕が怒おこられるの!?」

　そんな兄きよう妹だいのやりとりを、祖母はさもおもしろそうに眺ながめていた。

「んふふ、咎野の娘むすめも面おも白しろい子に育ったものねぇ。タオルを巻いて入浴するなんてマナー違い反はんだけど、まあ一種のコスプレと思えばなかなか……手の怪け我がは塞ふさがったかしら？」

「……お陰かげ様さまで」

　祖母に言われ、綺理恵が指先を押さえた。

　怪我……？　ああ、そうか、あれは山河にナイフで斬きりつけられたときの──

　──そこでようやく、辰巳は自分が倒たおれた瞬間の記憶をハッキリと思い出した。

　やはりあの襲撃があって、辰巳が倒れて、そしてそのままここに来たのか。

　ということは──

「……僕らを襲おそった連中は、おばあさまの関係者だったのですか」

　厳しい視線とともに問いかける。

　それに対して祖母は不敵に笑い、頷うなずいた。

「まぁね。改めまして、辰巳ちゃん。私が教団の盟主、いわゆる第三竜子ドラキユラよ」

「──ッ」

　衝しよう撃げき──だが同時にいくつかの納なつ得とくを覚えた。

「……玖曜と教団は、繫がっていたのですか」

「ま、昔はね。……そう、あくまで昔の話よ」

　遠い目をした祖母──第三竜子ドラキユラが、つまらなそうに答える。

　なんにしろ、ここは教団の施し設せつらしい。だとすると……様々な混乱が収まってくると同時に、すぐさま確かく認にんすべき事こと柄がらを思い出した。

「おばあさま。アキラと山河はどこに？」

「ああ、とりあえず芝しば原はらの坊ぼうやはね、単なる分家の子供とはいえあの場に放置しておくわけにもいかないし、かといって辰巳ちゃんの手前、始末するのも気まずいから──玖曜との連れん絡らく手段を絶った上で連れてきて、いま隣となりの男湯にいるわ」

「なるほど……え、男湯があるんですか？」

　なら自分はそっちに居るべきなんじゃ……と思ったところに、

『ふ、こっちはこっちで、一人風呂は快適だぞ、タッツィー』

「山河？」

　どう繫がっているのかわからないが、どこかの壁かべ越ごしに山河の声が響いてきた。

「山河、大だい丈じよう夫ぶなの？」

『ああ、心配は無用だ。なぜならそう──声だけ聞こえる状態で焦じらされる方が、むしろエロい！』

「そんなことは聞いてないから！」

『はっはっは！』

　虚こ空くうに向かって放たれた辰巳のツッコみに、山河の笑い声が応こたえた。

　……実のところ、意識を失う寸前に見たもの──辰巳に綺理恵の血を飲ませ、冷たい表情で見下ろしてくる山河の印象にかつてのことを思いだして不安もあったのだが……このいつも通りの様子に、ほっと安あん堵どした。




　思い返せば五年前、辰巳が妹たちを連れて家を出て、死し闘とうの末に玖曜との不ふ干かん渉しよう協定を勝ち取った後──辰巳の前に再び現れた山河は、すでにこんなキャラだった。

『これからは再び俺が、辰巳様のお目付役をすることになった。ああ、民衆の中に溶け込めるよう、丁てい寧ねいな言葉遣づかいは改めさせて貰もらう。呼び方も直した方がいいな──タッツィー、なんてどうだろう？　なかなか勃ぼつ起き力のありそうな響きだろう？』

　ぼ、勃起……？　啞あ然ぜんとしつつも、辰巳が気まずさを堪こらえて腹を刺さしたことを謝ると、

『ふっ、気にするな。あれはあれで自分の新たな一面を発見出来たしな。無力感と絶頂感とは紙一ひと重えだぞ、タッツィー！　ああ、どこかに俺を徹てつ底てい的てきに罵ののしり踏ふみつけてくれる俺好みの女王様はいやしないだろうか！　ハアハア』

　……残念イケメン誕生の瞬間だった。




「……まあ、山河も無事なら良いんだけど。……というか、おばあさま。男湯があるのなら、僕もそっちに入るべきなのでは？」

「あら、いいのよ別に。こっちは家族風呂みたいなものでしょう？」

「はあ……それはまあ、確かに」

　この場にいるのは、第三竜子ドラキユラも含ふくめ身内ばかり。だからこそ辰巳もある程度、恥はずかしがらずに済んでいる。もしここにアキラが居たら、いくら朴ぼく念ねん仁じんの辰巳とはいえ平静を保ってはいられなかったに違いないし……

「……ということはアキラも、どこかにある女湯に入っているのですか？」

　自然な流れでそんな質問を口にする。

　直後──辰巳は戦せん慄りつを覚えた。

「ああ──あの取立人？」

　そう答える第三竜子ドラキユラの眼光、そして口調は──先ほどまでとはまるで異なる、恐おそろしいまでに冷たく鋭するどい、策士を思わせるものだった。




　同時刻──アキラは追い詰つめられていた。

　騙だまされたのだ。あの狡こう猾かつな女吸血鬼に。

　中世以来の秘密組織を束ねる女が、こんな手段を使ってくるとは思わなかった。

　もはや身動き一つ取れはしない。一歩として動けはしない。

　ああ……頭が朦もう朧ろうとしてきた。

　いっそ、ひと思いに……自じ暴ぼう自じ棄きな衝しよう動どうに襲われるが、しかしそれではすべて第三竜子ドラキユラの思うつぼ。そんな屈くつ辱じよくは願い下げだった。

　とはいえ、どうすれば……状況は加速度的に悪化していっている。

　──最悪の可能性すらも一瞬、脳のう裏りをよぎった。

　アキラは、追い詰められていた。

　……お風ふ呂ろの、岩いわ陰かげで。




「あの取立人ならねぇ、ほら。あそこの岩の後ろにいるわよ」

「アキラが……？」

　瞳ひとみの色はそのままに、にんまり笑って第三竜子ドラキユラが指し示した先、湯船の中にある、人一人隠かくれるには十分な岩の向こう側。

　言われてみれば、確かに人の気配がある。しかしなぜあんな所に？

　疑問に思う辰巳の隣で、第三竜子ドラキユラが岩に向かって声をかけた。

「そんなとこに引き籠こもってないで出てくればいいのに、聖女様ってば」

　と、岩の向こうからアキラの答えが返ってきた。

「で、出ていくわけないでしょう!?　とりあえず、辰巳くんを追い出してよ！」

「あらひどい。混浴だってことは最初に言ったでしょう？　その上で『水着でならいい』ってあなたが言うから、わざわざ貸し出しまでしてあげたんじゃないの」

「だから、その水着！」

　岩の向こうから、アキラがちらりと横顔を見せる。

　後ろ髪を纏まとめているらしいアキラは、怒いかりを孕はらんだ声で言ってきた。

「これ──お湯に浸つかってたら、狙ねらったようなタイミングで溶け始めてんだけどッ!?」

「あらやだ、うっかり？」

「なにがうっかりか！　──って、きゃ！」

　怒ど鳴なりながら勢い余って岩陰から身を乗り出してしまったアキラが、辰巳の顔を見て慌あわてて身体からだを引っ込めた。

　そんなアキラの様子に、第三竜子ドラキユラがいっそうニヤニヤと笑ってみせた。

「んふふー、意外ねえ。暴れ聖女様は男勝まさりだって聞いてたんだけど」

「だからって、恥はじ知しらずじゃあないのよッ！」

「というか、辰巳ちゃんに見せるだけならいいでしょうに。ねえ、辰巳ちゃ──うん？」

「…………」

　第三竜子ドラキユラの視線の前で、辰巳はかんっぺきに硬こう直ちよくしていた。

　原因は……いまさっき、岩陰からチラリと覗のぞいた、アキラの姿……

　綺理恵たちのように大きなタオルを巻くわけではなく、小さなタオルをそのまま身体の前面に貼はり付けるようにして……でもそんな風に頼たよりなく隠された肢し体たいは余計にその、なんというかそう、敢あえて山河のように言うならば、つまり……『むしろエロい』。

「……辰巳ちゃん？　辰巳ちゃーん」

　小首を傾かしげた第三竜子ドラキユラにお腹をつつかれ、ハッ、と正気を取り戻もどす。

　……まずい。ここにいたら大変まずい。

「ぼ、僕はもう上がりますので、あとの話は、外で！」

　そう言い残し、辰巳は背後にあった入り口へと駆かけだした。

　邪じや念ねんを振ふり払はらうようにして決死で進む。そんな辰巳の背後から、

「んふふ、妹や私には大して反応しなかったくせに。あーあ、若い子をからかうのって楽しいわぁ」

　などという第三竜子ドラキユラの声が聞こえてきた。







「さあ、『一いつ緒しよにお風呂に入れ』っていう条件は飲んだんだから、ちゃーんと交こう渉しように応じて貰おうかしらッ!?」

　洗せん濯たくされた制服に袖そでを通したアキラはそう言って第三竜子ドラキユラに詰め寄った。

　その言葉で、あの入浴が交渉条件の一つであったことを辰巳は初めて知った。

　ここは、大浴場のあった教団施設の奥まった一室──第三竜子ドラキユラの間。

　幅はば三十メートル、奥行き八十メートルほどはある、陰かげの濃こい和室である。古城のような実家で育ち、おんぼろアパートで暮らしてきた辰巳にとっては馴な染じみのない雰ふん囲い気きだった。

　そんな広々とした和室の──隅すみっこに設置されたちっちゃな座ざ卓たくを、第三竜子ドラキユラと辰巳、アキラ、綺理恵、山河、そしてアキラの膝ひざ上うえに座るすっかり眠ねむたげな陽良の六人が囲んでいる。

　窮きゆう屈くつだ。

　スペースを完全に無む駄だにしているが、第三竜子ドラキユラはこの形式を譲ゆずらなかった。

　卓上に人数分用意されたお茶をすすりつつ、和服姿に戻った第三竜子ドラキユラは答えた。

「もちろん交渉には応じるわよ。私たちとしても、辰巳ちゃんには言っておかなきゃならないことがあるしねぇ」

「僕に？」

「ええ。今回の襲しゆう撃げき、そしてそれ以前に起きたことすべての原因──プロジェクト『黄金胎児ヒラニア・ガルバ』。人の世の王たる吸きゆう血けつ鬼きを作り出す計画。我々と玖曜の利害が一いつ致ちした大いなるプロジェクト。その発ほつ端たんと──終しゆう焉えんについて」

　第三竜子ドラキユラは冷静な視線で一同を見回してから、それについて語り始めた。




　黄金胎児ヒラニア・ガルバ──それは原初の海に生まれ出た天地の創造神にして、二足と四足の者たちの王たる神の名前だった。

　その名を冠かんする計画で玖曜が目指したものは、彼らが理想とするゴウリ的な社会構造の実現と維い持じ、そのために必要な人じん智ちを越こえた最強不ふ滅めつの独裁者──いわば、人造の神の創出だった。

　そんな玖曜に協力を求められた吸血鬼達は、考え抜ぬいた末にその求めに応じることにした。状じよう況きようや手段はどうであれ、『吸血鬼による社会支配』を目指す彼らにとって、玖曜の跡あと取とりが吸血鬼となって世界を支配するというのは望ましいことに思われたのだ。

　計画が実際に動き始めたのは、辰巳が生まれるより十年前。

　行われたのは王たる略りやく奪だつ者──万人殺しミリオン・キルズの創出。

　そしてそのための吸血鬼が集まる地下都市──黄よ泉も津つの建設。

　吸血鬼たちの力や知識、人脈が惜おしみなく発揮され、計画は急速に進められていった。

　黄泉津は急ペースで建設され、その内部に多くの人間と吸血鬼が住まわされた。

　やがて辰巳という半吸血鬼が生み出され、黄泉津に集まった血によって鍛きたえ上げられた。

　そして辰巳に覚かく醒せいをもたらす生いけ贄にえとして、妹たちが用意された。

　すべては順調に見えた。

　そう──教団が玖曜から離り反はんするに至る、あのときまでは。




　離反の理由について、第三竜子ドラキユラは──それまでの冷静な話し方とはまるで異なる、実に忌いま々いましげな表情で説明した。

「玖曜は密ひそかに『蛇へび』を復活させようとしていたのよ。それも、自分たちに都合のいい道具として──なんと許しがたい蛮ばん行こうなるか」

　そのプレッシャーに、座卓を囲む一同が息を吞のむ。

『蛇』──それが、事態の核かく心しんに通じる存在らしい。

　幼い日に、第三竜子ドラキユラの口からその名を聞いたのを覚えている。

　そして先日、その『蛇』の復活を目指すという強ごう盗とうの愚おろかな行こう為いに巻き込まれ、その際、蛇に似た姿となって強力な力を得た吸血鬼を目撃したりもした。

　だが、その言葉の指し示すものの正体はいまだ分からないまま。

「──おばあさま。『蛇』とはいったい、なんなのですか？」

「それはね……辰巳ちゃんも噂うわさ話ばなし、伝説くらいは聞いたことがあるでしょう？」

「……この世のどこかで眠りについている世界最初の吸血鬼、というやつですか？」

　誰だれが言い出したのかは知らない。昔から──それこそ数千年前の古代文明において既すでに、蛇信しん仰こうと吸血鬼を絡からめる形でこの物語は伝えられていたと言われている。

　いわば神話や昔話に近い。そう思って口にした言葉に、第三竜子ドラキユラが応こたえた。

「それが正解、まんま事実よ。『蛇』は吸血鬼の祖であり、いまだ生きたまま眠りについている。その発はつ掘くつは、プロジェクト『黄金胎児ヒラニア・ガルバ』の軸じくの一つだったわ」

　……あくまで、真しん剣けんな口調で言ってのける。

　プロジェクトの一軸というのであれば、玖曜も関かん与よをしていたわけで──教団のみが信じる虚きよ構こうというわけでもないらしい。

「……まさか、僕の知らないところでそんな計画が」

「あら？　あなたは知っているはずよ、辰巳ちゃん」

「は？」

　理解できない辰巳に対して、第三竜子ドラキユラが質問してきた。

「辰巳ちゃん。──この街の声を聞いたと思ったことはない？　あるいは街の意思を感じたと思ったことは？」

「……それは」

　──ある。綺理恵の血を吸ったときなどは、特にはっきりと。

　地の底から聞こえてくる声に、まるで黄泉津に呼ばれているようだと感じたが──

「……って、まさか!?」

「そう。この街は『蛇』の内部に作られているの。そもそも黄泉津は、吸血鬼の集まる街として作られた。その際、『蛇』の体内というのは最高の立地だったわ。ここでは吸血鬼の力が強まるから太陽の昇のぼる時間帯でも眠くなったり、再生能力が低下したりすることもない。ただ単に地下都市ってだけじゃあ、こうはいかないのよ？」

「な──」

　辰巳とアキラが息を吞む。

　綺理恵は鋭するどく目を細め、山河は平然としたままで、アキラの膝ひざの上でうとうとと半分眠りかけていた陽良が何事かと周囲を見回した。

「……この街が、生き物？　僕らは、吸血鬼の中に住んでいたのですか？」

　荒こう唐とう無む稽けいな話だが──辰巳にはそれが事実であるという確信があった。

　そして辰巳の確信は、間接的にアキラたちにも伝わっている。

　真剣な表情で見つめる彼らを前に、第三竜子ドラキユラは──いたずらっぽく笑った。

「んふふー、そんなに怖こわがることはないわよぉ。いまの『蛇』には心臓がないからねえ」

「心臓？」

「ほら、玖曜の屋や敷しきに墓所って呼ばれる部屋があったでしょう？　あれが、もともと『蛇』の心臓があった空間と言われているわ。いまは空っぽ──だから、『蛇』を目覚めさせるためにはどうしても新しい心臓が必要となる。血流を操作し、循じゆん環かんさせる能力を持った、生きた人工心肺──つまりはあなたね、辰巳ちゃん。私たちはただ吸血鬼の住まいとして黄泉津を作り、次代の統治者として万人殺しミリオン・キルズを作るというのが『黄金胎児ヒラニア・ガルバ』計画だと思っていた。ところが、玖曜の真の目的は違ちがった。彼らの目指す独裁者、彼らの作ろうとした真なる万人殺しミリオン・キルズとは──『蛇』を復活させ、その力をも操あやつる者だったのよ」

「…………」

「私たちだって、『蛇』の復活自体は望むところよ？　でも玖曜の計画は許しがたいものだったわ。この街の基部構造、そして無数に立ち並ぶ重層区画ビルの群、それらはすべて『蛇』の力を都合良く制せい御ぎよするためのものだった。我々が気づかぬうちに、ああ──無礼な真ま似ねを」

　ひゅ、と周囲の空気が縮むような感覚に襲おそわれる。

　やさしいおばあちゃんとは一線を画す第三竜子ドラキユラの迫はく力りよくに、わずかに息が苦しくなった。

「……そ、それで、教団は玖曜と対立を？」

「ま、ね。とりあえず五年前に、『蛇』復活に必要な鍵かぎの一つ、持ち主不明の体外臓アムシヤ──『蛇の心しん冠かん』を玖曜から奪うばい、私たちは姿を隠かくした。『蛇の心冠』は吸血鬼と『蛇』とを繫つなぐパイプのようなもので、これがなければいくら万人殺しミリオン・キルズでも『蛇』は復活させられない……ってまあ、実際に復活させた人がいるわけじゃないから、全部推測なんだけどねぇ」

「『蛇の心冠』……」

　体外臓アムシヤとは、吸血鬼の臓器を取り出して契ミ約ト術ラにより加工した特とく殊しゆなアイテムのことである。それは臓器の持ち主と深く結びついているのが普ふ通つうであって、持ち主が不明な体外臓アムシヤなどというのはまずあり得ないはずなのだが……それは、よほど特殊なものらしい。

「そう、見せてはあげられないけどね。芝原の坊ぼうやもいることだし」

　第三竜子ドラキユラが、ちらりと山河に視線を送る。

「ふむ、俺は紛まぎれもない玖曜の人間だからな。今回のことも、無事に解放された後に適度に報告させて貰もらうとも」

「ええ、いいわよ。もともとあなたまで連れ込むことになったのは、辰巳ちゃんへの接せつ触しよくの仕方をミスったこちらの責任だしねぇ。どうせこの施し設せつもすぐに破は棄きするから、事後報告くらいは好きになさいな」

　辰巳への接触の仕方……

　その言葉で、そもそもの疑問を思い出した。

「おばあさま。それで結局……なんで僕は、教団に襲われたんですか？」




「ああ、それはね──辰巳ちゃんって、しばらくは隠いん居きよしてたじゃない？　血液銀行から血を担保に借金することで能力を抑おさえる、っていうのは思いもかけない奇き策さくだったけど……それを上う手まく使って人間並に生活し、借りたお金は色々な慈じ善ぜん事業に注ぎ込んでいた。幼よう稚ち園えんへの寄付やらなんちゃら基金の設立やら、とても数え切れないくらいに」

「……はい」

　第三竜子ドラキユラはいつから調べていたのか、かつての──アキラと出会う以前の辰巳のことを正しく知っているようだった。

「ほんと、変われば変わるものよねぇ。俺のものは俺のもの、お前のものも俺のもの、って感じだったあの辰巳ちゃんが……」

「そ、そんな感じでしたっけ、僕？」

　思わず否定したくなるがしかし……思い返すと、確かにそんな感じだった気がする。

　……恥はずかしい。恥ずかしいついでに、辰巳はかつての自分の行為について補足した。

「まあ、あれは積極的に変わったというより、ただの逃とう避ひでしたから……誰とも戦わず、いいことだけをしようとして……どうしてみんなはいいことをしないんだろうと思いながら、悪いことをする人たちのことは視界の外に追いやって……そんなことじゃ、なにも変えられなかったのに」

　……それはかつて、辰巳がアキラに晒さらした自身の恥ち部ぶである。

　こだわりのない慈善事業の裏にあった、世界に対する諦あきらめと無力感。

　乗り越こえたいまだからこそ皆みんなの前で語れることだったが、しかしそれでも苦味を覚えた。

　そんな辰巳に、第三竜子ドラキユラは困ったように応えた。

「まあ残ざん酷こくなことを言わせてもらうと、その頃ころの辰巳ちゃんが人じん畜ちく無む害がいだったのは確かなのよねぇ。だから教団は辰巳ちゃんのことを意識すらしていなかった。それが最近──派手に活動し始めたでしょう？」

　ちらりと、いろいろなものを含ふくんだ視線を辰巳に、そしてアキラに向けてくる。

「……多くの吸きゆう血けつ鬼き事件にも関かかわって、しかも桁けた外はずれな実力行使を繰くり返して……教団としては味方に引き入れるか、拘こう束そくすべきだという意見に至ったのよ。もちろん私は穏おん便びんに招きたかったのだけど、教団内での体面というものがあるしねぇ。……それに辰巳ちゃん、お願いしたら教団の望む形で『蛇』を復活させてくれたかしら？　恐おそらく黄よ泉も津つ内部の人間はみんな『蛇』に吸収されるし、『蛇』の圧あつ倒とう的てきな能力で地上の人間も支配することになっちゃうけど」

「そ、それはまあ、断りますけど」

「でしょう？　だからやっぱり、拉ら致ちるしかなかったのよねぇ……まあ、済んだことは仕方ないわ。辰巳ちゃんのおかげで誰も死なずに済んだし。よかったよかった」

　明るく言うが、やはり彼女はやさしく見えても第三竜子ドラキユラ──辰巳を襲ったことを反省する様子は一いつ切さい無いし、吸血鬼のための社会作り、そのための戦いや犠ぎ牲せいを根本的に認めている。

　かつて教団が玖曜と手を組めたのは、やはりその考え方にどこか通じるところがあったからなのだろう。




「さて、話すべきことはすべて話したわ。そこで一つ相談なのだけど──辰巳ちゃん、私たちと一つだけ契約してくれないかしら？　つまりは、『玖曜には力を貸さない』という契約。ついでに、玖曜と敵対する場面においては私たち教団と協力してくれる、とまで言ってくれたら理想的なんだけどねえ」

「……それは、えっと」

　決断を求められ、辰巳は当然のようにアキラの方を見た。

　それを受け、おねむの陽良を抱だっこしたまま話を聞いていたアキラがニヤリと笑った。

「いいわよ。ただし代わりにおばあさま、こちらの条件も飲んで貰おうかしら？」

「あらあら……服さえ着てたら噂うわさ通りね、聖女様。……で、条件ってなにかしら？」

　その場の温度がわずかに変化する。

　交こう渉しようという名の静かな対決ムードが二人の間に立ちこめた。

　その空気を飲み込んで、アキラはまず質問をした。

「あなたたち教団は、血銀制度とは隔かく絶ぜつしたところで血を得て、生活してるのよね？」

「まあねぇ。だからこそ地下に潜もぐっていられるのよ」

「じゃあその組織の実態を全部、あたしに明らかにすること。そして貧困に苦しむ吸血鬼の救済に全面協力すること。それが条件よ」

「……ふむ」

　第三竜子ドラキユラの表情から笑え顔がおが消える。

　しばし考え、それから淡たん々たんとアキラに語りかけた。

「あのねぇ、教団は吸血鬼なら誰だれでも招き入れてるわけではないのよ？　うちはあくまで社会転てん覆ぷくを狙ねらう組織であって、慈善事業はお門かど違ちがいなの」

「わかってるわよ。だからこそいま条件として提示してるんじゃない。辰巳くんの協力が欲ほしいってんなら、もっと開かれた組織にして吸血鬼全体のために動きなさい」

「…………」

　第三竜子ドラキユラが、指先を顎あごに当てる。目を細めて何かを考え込むようにして、やがて言った。

「……本当におかしな子ねぇ。おちこぼれの吸血鬼を助けて、いったいあなたに何の得があるっていうの？」

「得？　それはもちろん──世界がまた一歩、あたしの理想に近づくじゃないの」

　なにを当たり前のことを、という態度でのアキラの返答。

　それはまるで理り屈くつになっていないのに第三竜子ドラキユラは一いつ瞬しゆん、納なつ得とくしかけてしまった。

「……なるほど。あなた、玖曜の当主に似てるわねぇ、ベクトルは真逆だけど。だからこそ、辰巳ちゃんもあなたを選んだのかしら」

「似…………」

　辰巳は一瞬、アキラが父に似ているという第三竜子ドラキユラの発言を否定しようとして──しかし、なぜか否定できなかった。どこがどうとはいえないが、もしかしたら似ているところがあるのかもしれない。

　第三竜子ドラキユラは、値ね踏ぶみするような視線とともにアキラに言った。

「……ねえ、聖女様。一つだけ聞かせてくれるかしら？　さっき、私が一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るように言ったとき──いくら水場とはいえ、武器もなしに吸血鬼の前に身体からだを晒すという危険な行こう為いをなぜ素す直なおに引き受けたのかしら？」

「そんなこと、決まってるでしょう？」

　アキラは何ら気負うこと無く、つまらなそうに言った。

「勝算があったからよ。戦いになったとしてもね」

「…………」

　……噓うそは感じられない。アキラはそれを、本気で言っている。

　それを聞いた第三竜子ドラキユラは……ふっと肩かたの力を抜ぬいて表情を緩ゆるめた。

「……いいわ、いいでしょう。アキラちゃん。細かいところは、もちろんこれから詰つめていくけれど──あなたの条件を飲むわ。辰巳ちゃんが玖曜への非協力を約束してくれるなら、教団はあなたの理想に力を貸しましょう」

　苦く笑しようしながらそう告げる第三竜子ドラキユラに対して、アキラは朗ほがらかな笑顔で応こたえた。

「結構」

　……考えてみれば、とんでもない。

　社会の転覆を謀はかる吸血鬼の最大組織、その協力を、幼い陽良を抱っこしたままたった一人で取り付けて──『結構』とは。

　第三竜子ドラキユラの困ったような笑いを見ながら、辰巳も自然と笑みを浮うかべていた。

　そのとき。




　──ピシッ




「ッ──アキラ！」

「へ？」

　まず最初に、辰巳が動いた。

　立ち上がり、陽良を抱いたままのアキラと隣となりの綺理恵を背後に庇かばう位置に立つ。

　次に、第三竜子ドラキユラも事態に気づく。




　──ミシミシミシ、パキ……




　かすかな音、はじめは何の音かわからなかったが──襖ふすまをよく見れば答えは知れた。

　襖に霜しもが降りている。

　黄泉津ではあり得ない極度の低温──この部屋の周りは、恐らく氷づけになっている。

「誰か！　誰かおりませんか！」

　第三竜子ドラキユラが大声で呼びかけるが、周囲からは何の反応も返ってこない。

　静かに跳はね返る残ざん響きようがこの場の異様な雰ふん囲い気きを浮き彫ぼりにする。

「……氷の属性変化の使い手は、知り合いにはいないんだけど。狙いはどっちかしらね」

　辰巳か、教団か──そんなことを匂におわせながら、第三竜子ドラキユラの影かげが膨ふくれあがるようにして立ち上がる。その影身アヴアターラは分ぶん裂れつしながら人型を形作り、無数の影人間を作り出した。これぞ第三竜子ドラキユラの能力『千影の軍団チエイン・ウオリアーズ』、大規模戦せん闘とう能力の発はつ露ろだった。

　それが一瞬にして──霧む散さんした。

「な……!?」

　どこから現れたのか──

　第三竜子ドラキユラの背後に立ち、発現した影身アヴアターラを手元に支配し、もてあそんでいるのは……

「ンー」

「……ナギ？」

　それを見たアキラが戸と惑まどいの声を上げる。

　髪かみも肌はだも、すべてが白い少女。

　それはアキラが勤める血液銀行の社長・黒髑髏どくろの秘書──ナギだった。

「チッ、いったい、どこから──!!」

　第三竜子ドラキユラが、再度影身アヴアターラから『千影の軍団チエイン・ウオリアーズ』を作り出そうとするが──ナギが触ふれただけで、すべての影が溶とけてつぶれた。

　それは、それはまるで辰巳の、万人殺しミリオン・キルズの能力、影身アヴアターラの強制支配のような──

「まさか……あなた、玖曜の人造蛇へび──」

「ンー……マ」

　マ。

　そう言って、ナギが口を開く。

　かわいらしくすら見えるその口で、思い切り──第三竜子ドラキユラの喉のど元もとに嚙かみ付き、嚙みちぎった。肉ごとに骨の砕くだかれる不快な音に続き、吹ふき出す赤い血しぶき。

「ぐ……ァ、っ……」

　第三竜子ドラキユラが喉元を押さえ、背を丸めながらナギを睨にらみ付ける。

　その視線の先でナギは血まみれの口をもごもごと動かし、やがて──

　カチャリ、と歯の間に挟はさんだ何かを、唇くちびるの隙すき間まに覗のぞかせた。

　それは、赤い宝石のような……しかし、有機的で異様な装そう飾しよくが施ほどこされた……




「──『蛇の心しん冠かん』、見つけたか」




　山河がそう呟つぶやいた後、

　カチャカチャ──ごっくん。

　ナギが喉を大きく上下させ、『蛇の心冠』を飲み込んだ。

「ぐ……」

　第三竜子ドラキユラがナギから距きよ離りを取る。

　それとほぼ同時に、ナギの影が爆ばく発はつ的てきにあり得ざる勢いで膨れあがり、部屋全体を飲み込んでいった。

　全方位を黒に覆おおわれた、黒の世界が現出する。

「ッ、これは……支配、できない!?」

　全方位に広がるナギの影。辰巳は自らに触れたそれを支配しようとしたが、できない。

　むしろ、その感かん触しよくから確信する。

　──戦ったら駄だ目めだ。

　決断は瞬時、反応は即そく座ざ。

「──おばあさま、借ります！」

「だ……づ巳ちゃん!?」

　再生した喉で声を上げる第三竜子ドラキユラのわずかに残った影に、そしてその喉から流れたままの血に辰巳が手を伸のばす。

　あらかたをナギに奪うばわれたはずなのに、さすがは第三竜子ドラキユラ。並の吸きゆう血けつ鬼き数十人分の力がその影かげ血ちの中には残されていた。

　それらをまとめて、人間大の穿せん孔こうドリルと化し全力で──ナギと反対方向の壁かべを貫つらぬく。




　ッッッギギギギギギギギギギギギギギ!!




　契ミ約ト術ラの施された超ちよう硬こう度ど建築を破は砕さいする激げき烈れつな破は壊かい音、後には人一人が通れそうな穴が空いていた。

　辰巳は──辰巳の片かた腕うでは、すでに『黒』に捕とらわれている。

　辰巳自身は逃のがれられない。であれば──

「アキラッッッ！」

「辰巳く──」

　残された片腕を伸ばし、祖母から借り受けた影身アヴアターラを使い、アキラを──それとアキラの膝ひざの上で狼狽うろたえている陽良を、穴の向こうへと押し飛ばす。

　最後の瞬間、目と目が合った。




　──アキラは唇を引き結び、コクンと頷うなずいた。




　アキラが見えなくなる。同時に背後から強い力に引っ張られる。

　取り込まれる──覚かく悟ごを決めたが、しかしふいに引っ張る力が消しよう滅めつした。

　見ると、第三竜子ドラキユラ。彼女がどこかに携たずさえていたらしい扇せん子すを武器に、辰巳の腕を叩たたき切っていた。

「おばあさま！」

「参ったわねぇ、玖曜の動きには十分な注意を払はらっていたのだけど──こっちの方は見過ごしてたわ。まさか玖曜とは無関係に、こんな手札を用意してたなんて」

　片腕を失った辰巳と背中合わせに、第三竜子ドラキユラが身構える。

　もはや周囲は全すべて黒一色。ナギの姿もなく……逃にがし損そこねた綺理恵も見失ってしまった。山河も見当たらない。もはや、戦い方すらもわからず……ああ、これまで万人殺しミリオン・キルズと戦ってきた相手たちはこんな状態だったのかと、他ひ人と事ごとのように理解する。

「……辰巳ちゃん。あのとき私がなぜ辰巳ちゃんを殺して行かなかったのか、わかる？」

　この状じよう況きよう下かで唐とう突とつに、第三竜子ドラキユラはそんなことを訊きいてきた。

　あのとき──それがいつを指すのかは辰巳にも理解できた。

　第三竜子ドラキユラが玖曜から消えた日──最後に辰巳に別れを告げた日。

　あの日、彼女は辰巳を殺すべきだといいながら、その気配さえ滲にじませはしなかった。

「……いいえ。なぜなのかはずっと、わかりませんでした」

「んふふ。私はね……あなたに、玖曜や吸血鬼の理屈とは別の可能性を見ていたのよ」

「別の……可能性？」

「そう。あなたは生まれたときから奪い殺すことのみを教えられ、それしかできないように育てられていた。そして実際、そういうものになっていたわ。奪うことこそが本質の、吸血鬼よりも吸血鬼らしい完全なる略りやく奪だつ者に。なのに──それなのに、よ」

　背後の第三竜子ドラキユラが、ふっ、と小さく息を吐はいた。

「──妹に花を摘つんで貰もらったあなたは、お返しをしようとしたわ。奪うことしか知らないはずのあなたが、誰だれに教わったわけでもないのに自分の意思で。それは……私には衝しよう撃げき的だった」

　その言葉にはっとさせられる。

　あの頃ころのやさしいおばあさま。

　辰巳に妹との触れ合い方を教えてくれた彼女が、内心では辰巳のことをそんな風に見ていたのか。

「略奪が吸血鬼の本質であり誇ほこりであると、私も他ほかの吸血鬼たちと同じように信じていた。けれど……それだけじゃあないのかも知れない、と思った。辰巳ちゃんの姿を見て、『ああもしかしたら愛は世界を救っちゃうのかも～』なんて、数百年ぶりに思ったわ」

「……僕は、そんな大それたものでは」

「可能性の問題よ。私にはそれが見えた。だから、今日はお話しができて良かったわ。一いつ緒しよにお風ふ呂ろにも入れたし。近くで見ていて、辰巳ちゃんは少なからず期待通りに育ってくれていると分かったわ。……まだ、妹たちに対しては壁があるみたいだけど」

「それは……」

「でも、アキラちゃん──あの聖女様があなたの隣に居て良かった。ええ、あなたはきっと大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫よ、辰巳ちゃん」

　優やさしく言い聞かせるような第三竜子ドラキユラの言葉。

　……ああ、そうか。

　我ながら愚おろかなことに、そこまで聞いてようやく気付いた。

　これは彼女の──遺ゆい言ごんに違ちがいない。

「おばあさま……ッ！」

「辰巳ちゃんは生き延びなさい。でもあたしはねぇ──『蛇』の力を、あんなガキのオモチャにさせるわけには、いかないのッ!!」

　第三竜子ドラキユラが吼ほえ、正面の黒に向かって飛びかかる。

　右手にすべての影身アヴアターラを集め、空間を削けずり取るかのような圧力を以もつて扇おうぎを振ふるう。

　それは文字通り、千人力の一撃。

　目にした辰巳が一いつ瞬しゆん、本能的に足を竦すくませるほどの力ちから業わざ。

　バチィッ──という異様な音を立てて、扇が黒を引き裂さいた。

　その向こうに、白い肌──ナギの上半身が覗く。

「ンー……？　ンー」

　ナギが喉を上げると──周囲の黒が盛り上がり、顎あぎととなって第三竜子ドラキユラに喰くらいかかる。

「おばあさまッ！」

　出で遅おくれていた辰巳が慌あわてて助けに駆かけ出すが……

　……間に合わない。

　最後の瞬間、第三竜子ドラキユラは──にやりと笑った。

「あまーいお薬、指ごとあげるわ」

　扇を手放し、その右手──五本の爪つめをナギの胸むな元もとに突つき立てる。肉を抉えぐり皮ひ膚ふを突き破り、五本の爪がずぐりと体内に沈しずみ込んだ。ナギの表情が苦しげに変化する。

　次の瞬間、黒い牙きばが勢いよく振り下ろされた。

　……ガリゴリガギッ

　いやらしい音を立て、黒の向こうに第三竜子ドラキユラが飲み込まれる。

「おばあさ──」

　辰巳は彼女を助け出そうと手を伸ばし──その手を黒に摑つかまれた。

　今度は助ける者もなく、そのまま黒の中へと引きずり込まれる。

　何も見えない中、全方位からの圧力に肉が弾はじけ、ひしゃげた骨が皮膚を突き破る。

　体中の血が絞しぼり出されていく。

　辰巳は、自分が残らずバラバラになっていくのを感じた。







　三　善意の払戻

　　　　reborn repayment







　地下都市黄よ泉も津つ第六節・外周区。

　もとは現代的な都市であったその景観は、いまや一変していた。

　その原因はただ一つ。立ち並ぶ重層区画ビルたちの倍はある高さ、十倍はある外周の──建築物とも言い切れない、曖あい昧まいに輪りん郭かくのぼやけた黒い塊かたまりが、街の一角にそびえ立っていた。黄泉津の昼度照明に照らされたその生物的な曲線は、巨きよ大だいな臓器を思わせた。

　その異様な黒は昨晩遅おそく、唐突に湧わき上がるようにして現れたものだった。

　誰が言い出すともなく、それは──神話に語られる生者と死者の世界を分かつ道の名を借りて、『岐クナト』と呼ばれた。

　そしてその『岐クナト』からは次々に人型の黒い化け物、魔物ヤクシヤが湧き出していた。影かげがそのまま固まったかのような顔も何も無い影かげ法ぼう師し。ぼやけた輪郭を不定形に歪ゆがめて背後に翼つばさを形作ると、宙を舞まい街中に飛び広がっていく。

　そんな魔物ヤクシヤのうちの一体が、街中にいる獲え物ものに狙ねらいを定めて降下し始めた。

　狙いは、二人連れの一いつ般ぱん市民。避ひ難なん所じよに向かっている最中らしい。

　魔物ヤクシヤの頭部が真一文字に大きく裂ける。それは、歪いびつな牙に覆おおわれた口だった。

　魔物ヤクシヤが、無防備な人間に嚙かみつこうと襲おそいかかる。

　その瞬間──全長二メートルはある黒いブーメランが大気を切り裂き、魔物ヤクシヤを狙って飛んできた。魔物ヤクシヤはどこに眼球があるのかも分からないながら、驚きよう異い的な反応速度で瞬時に上じよう昇しようしてブーメランを回かい避ひする。

　が、その動きは敵の狙い通り。

　ブーメランの飛んできたのとは反対方向から男の吸きゆう血けつ鬼きが飛び出して、手にした影身アヴアターラの刀で袈け裟さ懸がけに斬きりかかってきた。躱かわしようのない、背後からの容よう赦しやない一撃──だが、魔物ヤクシヤは腕を奇き妙みような角度に折り曲げると、刀を手の平で易やす々やすと受け止めてみせた。

「く──」

　襲しゆう撃げきに失敗した吸血鬼が反応するより前に、魔物ヤクシヤは身体からだを仰のけ反ぞらせるようにしてほぼ百八十度折り曲げると、逆さになった頭部で吸血鬼の腕に食らいついてきた。深々と突き刺ささった牙が吸血鬼の血を吸い上げる。一瞬にして吸血鬼の顔色は青白く染まっていき──塵ちりとなり消滅する、その寸前。

　はるか上空から高速で落下してきたスーツ姿の女吸血鬼が、影身アヴアターラに覆われた鋭するどい蹴けりに落下の勢いを乗せ──一いつ閃せん、魔物ヤクシヤを縦に切り裂いた。

　二つに断たれた魔物ヤクシヤは形を失い、煙けむりのように溶とけて消えた。

　女吸血鬼はそのまま空中で一回転、勢いをいなして地上に着地する。男吸血鬼は魔物ヤクシヤに嚙まれた腕を押さえたまま無様に肩かたから落下した。

「大丈夫か？」

「は、はあ……いえ、やっぱ駄だ目めです」

　女吸血鬼に訊かれた男吸血鬼が、衰すい弱じやくしきった表情でそう答えた。

　女吸血鬼が相手に手を貸そうとした瞬間──新たな魔物ヤクシヤが、彼女たちの頭上から襲いかかる。

「──ッ！」

　次の瞬間、その魔物ヤクシヤは横合いから放たれた炎ほのおに焼かれて消しよう滅めつした。

　見ると、近くの重層区画ビルの屋上にいる赤あか髪がみの女吸血鬼が、得意げな笑え顔がお──腹が立つくらいのドヤ顔で、こちらを見下ろしていた。

　女吸血鬼が舌打ちし、不快げに眉まゆをひそめて言う。

「『炎髪三千丈エンド・レツドサン』──さすがに凄すさまじいな、腹立たしい」




　それは、街の各所で展開されている光景だった。

　次々に舞まい降りる魔物ヤクシヤたちに対して、倍以上の吸血鬼が絶え間なく襲いかかる。

　魔物ヤクシヤたちは単純な本能によって動いているらしく、目に付いた人間や吸血鬼にまっすぐ襲いかかっていた。となれば位置の先読みも容易たやすく、狙い澄すました迎げい撃げきも可能。

　その反射速度や腕わん力りよく、鋭い牙は吸血鬼にとっても十分に驚異的だったが、複数で当たることでなんとか優位を保っていた。

　総力戦。

　その陣じん頭とう指し揮きを取るのは──アキラだった。

「七番の辺り、手て薄うすになってるみたい。フォローお願い！　くれぐれも慎しん重ちように、余計な被ひ害がいは出さないようにね！」

　辰たつ巳みの助けによって教団本部を脱だつ出しゆつしてから数時間が経たっている。

　アキラは街中を駆け回りながら、送られてくるデータを元に吸血鬼たちに指示を出していた。

「了りよう～解かい！　野や郎ろう共、あんな連中に縄なわ張ばりを渡わたすんじゃねえぞ！」

「おおよ！」

　アキラの馴な染じみの吸血鬼たちが怒ど声せいを上げながら、街中を飛ぶようにして駆けていった。

　……元来、吸血鬼は集団行動が不得手である。

　強さを尊び、強さこそを偉えらいとする原始的なシステムは集団行動を阻そ害がいするからだ。

　それをいま、しっかり集団として機能させているのは他ならぬアキラだった。

　大して強くもないアキラの言葉に皆みんなが従っている。

　それにはもちろん、日ひ頃ごろの顧こ客きやくに慕したわれている、という以外の理由があった。

「くそ、偉そうに──」

　アキラのそばにいた女吸血鬼──永春エイシユンが不満そうな表情を見せた。

　第三竜子ドラキユラが失しつ踪そうし教団本部が『岐クナト』に飲み込まれた今、教団傘さん下かの吸血鬼を指揮しているのは彼女だった。そんな彼女に、アキラが視線を向けた。

「なに、永春ちゃん。文句でもあるの？」

　そう言って胸むな元もとから取り出した小型の音声レコーダー、その再生ボタンを押す。

　流れてきたのは、録音された第三竜子ドラキユラの言葉。

『──あなたの条件を飲むわ。辰巳ちゃんが玖く曜ようへの非協力を約束してくれるなら、教団はあなたの理想に力を貸しましょう』

　……プツ。そこで音声を停止する。

　アキラが永春に対して、得意げな笑みを浮うかべる。

「ふっふーん。ということで、もしあんたらが逆らったら第三竜子ドラキユラ様に契けい約やく違い反はんの呪のろいが課せられるわよ？　屈くつ辱じよくよねえ、第三竜子ドラキユラ様ともあろうお方が、契約違反だなんて～」

「ぐっ……わかっている！　だからこうして、協力しているのだろう！」

　契約。今回のそれは単なる口約束であり、力ある契約──契ミ約ト術ラではなかったが、それでも永春ら教団の吸血鬼はそれに従っていた。

　実は完全なる契約社会であるこの街においても、特に契約を大事にしているのが教団にいるような昔ながらの吸血鬼たちなのである。彼らは総じてプライドが高く、また言こと霊だまなどの古風な観念も大切にするので人間相手の口約束でも簡単に反ほ故ごにはしなかった。

　そんな彼らの感覚を利用し、さらに第三竜子ドラキユラの不在という状じよう況きようにもつけ込むようにして、アキラは彼らを従えていた。

「さ、わかったらみーんな文句言わないで人間を守って戦いなさい！」

　アキラは周囲の吸血鬼たちにそう檄げきを飛ばしてから──ふと冷静になった様子で永春に問いかけた。




「……ところでこれってみんな、ちゃんと戦ってるわよね？　おふざけじゃなくて」




「当たり前だ、命がけで戦っている！」

「うーん……見た目だけで言うと、壮そう絶ぜつなエクササイズなのよねー、これ」

　そう、アキラの目には──『岐クナト』だの魔物ヤクシヤだのは、一いつ切さい見えていなかった。

　極きよく端たんな言い方をすれば、吸血鬼達がごっこ遊びをしているようにしか見えなかった。

　そしてそれは、街中の人間にとっても同じだった。

　誰だれも『岐クナト』や魔物ヤクシヤの存在に気づいていない。

『岐クナト』の出現した区域で何十人もの人間が倒たおれたり、あるいは魔物ヤクシヤに血を吸われた人間が次々に倒れたりしても、それらはすべて原因不明の事故とされていた。ガスや細さい菌きんなどが疑われ、人々はなにもわからないままとりあえず指定場所に避ひ難なんしているだけというのが現状である。

『岐クナト』や魔物ヤクシヤが見えるのは、吸血鬼だけ。

　それは不自然なことではあったが、あり得ない事ではなかった。

　そもそも、吸血鬼だって光学的には存在していない──映像や写真にはその姿が映らないのだ。人間にだけ見える存在なのである。

　それは吸血鬼が認にん識しき世界に存在しているから、という仮説がある。だから姿形を自由に変えられるし、住人に招かれなければ建物に入ることができないし、存在が維い持じできなくなれば灰となって宙に消える。実在しているわけではない、非実在存在。

　では──人間の認識上にしか存在しないものが吸血鬼なら、吸血鬼の認識上にしか存在しない魔物ヤクシヤたちとはいったい何者なのか。

　人間と吸血鬼の差異。

　吸血鬼だけが持っている特別な因子。

　それはすなわち──

「……『蛇へび』、ってことになるのかしらね」

　第三竜子ドラキユラの言葉を思い出す。

　──この街は、『蛇』の体内に作られている。『蛇』が目覚めたら、街に住む人々は残らず吸収されるでしょう。

　その言葉を証明するように魔物ヤクシヤたちは人間を、そして吸血鬼を襲っては血を奪うばっていた。

　どうやら魔物ヤクシヤ側からは、人間と吸血鬼は区別されないらしい。

　まったく、やっかいだ。再び頭を抱かかえそうになっていると、アキラの携けい帯たい電話が暴力的なギターサウンドを鳴らし始めた。同どう僚りようである黒人取立人、ケンさんからの電話だった。

　手にとって、通話ボタンを押す。

「──あ、ケンさん？　どう、そっちは」
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『どうもこうも、街中の血液銀行が不可視の敵に襲おそわれておるわ。バッカスも、敵の姿は見えぬままに──金庫が破は壊かいされておる。誠まこと、とてつもない力よ』

「そ。いまのところ血液金庫がエサになってるお陰かげで敵の動きが誘ゆう導どうしやすくなってるから、そっちはそのままでお願いね」

『はあ!?　そのままとは、お主、このままでは金庫が──』

「いまは人命優先よ。それより、社長とナギは？　なんかわかった？」

『ぐ……昨さく日じつ、会社を出てからの足取りは不明だ』

「なるほど。じゃあ引き続きよろしく」

『あ、おぬ──』

　プツ

　まだ何か言いたげだったケンさんとの通話を一方的に終しゆう了りようする。

「まったく……社長ってば、なにしてくれてんのよ」

　バッカス社長──黒髑髏どくろ。

　彼の秘書であるナギが実行犯だったのだ。この事態に黒髑髏が関かかわっているのは間ま違ちがいない。

　もしかしたら、『岐クナト』の内部に居るのかもしれないが──その『岐クナト』、近づけば魔物ヤクシヤに襲われるし、もし触ふれたとしても一方的に血を吸われ、影身アヴアターラも奪われてしまうのだという。

　近づけないし、触さわれもしれない。中に入ることも壊こわすことも出来ない。

「……あーもう、どうしたら……ふがいないなー、あたし」

　自分に対して激しい苛いら立だちを覚える。

　辰巳によってナギの襲しゆう撃げきから逃にがされてから数時間──敵が見えないながらになんとか状況を把は握あくし、可能な限りの吸きゆう血けつ鬼きを巻き込んで防衛線を敷しいてはみたものの──これ以上、どうすればいいのか。

　……駄だ目めだ、考えが纏まとまらない。

　歯がみするアキラの隣となりで、永春が愚ぐ痴ちを漏もらした。

「ドラキュラ様もいないこんなときに……万人殺しミリオン・キルズはなにをしているのだ」

「っ、知らないわよ！　もー」

　八つ当たりのように答えて、唇くちびるを尖とがらせる。

　本当に、ふがいない。辰巳のいない自分がこれほど頼たよりないものだったとは。

　思い出す。

　辰巳に会う前、自分はもともと──何も出来ない、落ちこぼれだったのだということを。

　襲撃の最中、アキラを逃がす辰巳は確かに、アキラに後を任せてくれたのに……

　思わず呟つぶやく。

「本当に、辰巳くん……いったい、どこにいるのよ」







「……ここは？」

　意識が覚かく醒せいする。

　目を開いた感覚はあるのだが、視界は真っ暗──いや、真っ黒だった。

　全方位を黒に覆おおわれた、隙すき間ま無い黒の世界。その中に辰巳は倒れていた。

　起き上がって肉体を確認すると、切断された右みぎ腕うでは再生しているものの体中に致ち命めい傷しようのような傷だらけ。体内の血を根こそぎ奪われたせいだろう、一向に再生する気配もない。

　そして、辰巳のすぐ隣には──

「──兄様！」

「キリ」

　そこにいた綺き理り恵えは、辰巳と違って怪け我がをしている様子はなかった。最後に見たときのまま、ただ表情に不安を貼はり付けた状態で辰巳のことを心配そうに覗のぞき込んでいた。

「キリ、怪我は？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、問題ありません。それより、兄様こそ怪我だらけで……大丈夫なのですか!?」

「ああ……まあ、なんとか大丈夫」

　ほとんど虚きよ勢せいに近い言葉を吐はいて立ち上がる。

　……右足の骨が特に、いかれているらしい。左足に体重を乗せてバランスを取った。

　光源がないのに奇き妙みように明るいその空間を改めて見回してみると、一面の黒にも多少の濃のう淡たんが見て取れた。

　どうやら、完全に閉じ込められているわけではないらしい。ある方向には、通路らしき奥行きがあるように見えた。

「……どうやら、ここはかなりの地下みたいだ」

「わかるのですか？」

「なんとなくね」

　──本当は、地下から響ひびく黄よ泉も津つの声。その近さを感じ取って、辰巳はここを地下だと判断していた。

　だが、これは綺理恵には聞こえないものだ。わざわざ言って不安がらせることもない。辰巳は誤ご魔ま化かすように笑った。

「とりあえず移動して、上を目指そう。出口があるかもしれない」

「はい。……あ、兄様」

「うん？」

　片足を引きずりながら歩き出そうとした辰巳に、綺理恵が遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「どうぞ、私の肩かたに摑つかまってください。なにせ──せっかくの、二人きりですし！」

「なにがせっかくなのかはわからないけれど……気持ちだけ貰もらっておくよ。ありがとう、キリ」

「……そうですか。無理はしないでくださいませね」

　辰巳に拒きよ否ひされた綺理恵は、少ししょんぼりしながらそう言った。

　それと同時に──辰巳の表情が凍こおる。

　これはなんだ。

　綺理恵の背後には、周囲の黒から湧わき上がった人型──魔物ヤクシヤが牙きばを剝むいていた。

「──キリッ！」

　叫さけび、動く。綺理恵を押しのけるようにして、前へ。

　振ふり下ろされた魔物ヤクシヤの爪つめに肩の肉を抉えぐられながら、辰巳は自分の身体からだから流れる血をワイヤー状にして、魔物ヤクシヤに巻き付けた。

　相手が影身アヴアターラならそのまま支配しようとしたが──やはり、無理か。この黒は、辰巳の支配を受け付けない。それどころか、相手に巻き付けた血のワイヤーのほうが徐じよ々じよに侵しん食しよくされていく──奪われていく。

「ぐっ……ぅぁあ！」

　ワイヤーを思い切り引き寄せ、その勢いを受け止めるように額を突つき出し頭突きする。

　輪りん郭かくはぼやけて見えるが、そこに肉体はきちんと存在しているらしい。重たい衝しよう撃げき、そして──頭突きをした辰巳の額が割れ、血が吹ふき出す。対して魔物ヤクシヤの方はびくともしない。平然とした様子で大口を開け、苦痛の表情を見せる辰巳に食らいつこうとしてきた。

　──いまだ。

　辰巳は額から流れた血をそのまま螺ら旋せん状のツノと化し、それを突き刺さすようにして再び頭突きを繰くり出した。果たしてツノは辰巳に食らいつこうとしていた魔物ヤクシヤの上うわ顎あごを貫つらぬき、その頭部の中へと潜もぐり込むと──ジャギン、と二本に分かれ、左右に広がった。内側から切断された魔物ヤクシヤの頭部が、ずるりと滑すべってズレ落ちる。

　魔物ヤクシヤの身体から力が抜ぬける。辰巳はワイヤー状になっていた血液を一本の杭くいと化すと、それを魔物ヤクシヤの心臓部に突き立てた。

　これで死ななかったら、どうするか──心配が頭をよぎったが、果たして心臓をつぶされた魔物ヤクシヤは吸血鬼と同じようにして、塵ちりとなって宙に消えた。

「は、はぁ……はぁ……ぐぅ……」

　辰巳は足あし下もとに膝ひざをつき、肩の傷口を押さえながら、なおも周囲を警けい戒かいした。

　さきほどの魔物ヤクシヤは、足下から湧き出るようにして現れた。どこから二体目が現れるかわからない。

「に、兄様！」

「大丈夫……大丈夫だ、キリ」

　この時点で綺理恵に魔物ヤクシヤは見えていなかったが、辰巳はそれに気づかない。

　心配そうに駆かけ寄ってくる綺理恵に手のひらを向け、そばに来ないよう押しとどめる。

　そんな辰巳を前に、綺理恵はじっ……となにかを考えこむ様子を見せた。

「…………兄様」

　呼ばれた辰巳が視線を向ける。

　綺理恵は決心を固めた表情で、きつく拳こぶしを握にぎりしめながら言ってきた。

「兄様……私の血を、吸ってください」

「──キリ」

　反射的に、辰巳の視線が鋭するどいものとなる。

　抑おさえきれない感情に、厳しい口調で短く告げる。

「二度と言うな」

　そんな辰巳の態度に綺理恵はかすかに怯ひるんだ様子で、しかしそれでも引き下がらない。

「で、ですが兄様、そんなにボロボロになって……せめて私の血を吸えれば」

「僕はお前の血は吸わない。そんなことはしない。絶対にだ」

「でも……兄様！」

　綺理恵が辰巳の腕をつかんできた。

　摑まれた辰巳が一いつ瞬しゆん、身体を引き離はなそうとする。

　その様子に気づいた綺理恵は悲しげな表情を見せた。

「……兄様、この際、言わせてください」

「キリ？」

「なぜ……なぜ兄様はいつまでも私に、触れてはくれないのですか？」

「それは……」

　答えに詰つまる。

　それは辰巳も自覚していることだった。

「兄様は、ひいに言われでもしない限り私に触れません。触れるのを避さけています」

「……わざとじゃない」

「でも、偶ぐう然ぜんでもないでしょう？」

「…………」

　答えられない。だが実は、その理由ははっきりしている。

　かつて、辰巳は綺理恵に触れることで──彼女を傷つけ、血を吸ってしまった。

　触れた者の血を強制的に奪うばい去るという万人殺しミリオン・キルズの呪のろわれた性質。

　吸血鬼の特性を劣れつ化かさせる契けい約やく違い反はんの呪いを受け、触れただけで相手を傷つけてしまうことのなくなった今になってもなお、かつての後悔、そして罪悪感が辰巳の胸に深く根付いていた。

　綺理恵に触れそうになると、それらが疼うずく。

　触れずにすむならそうしたいと、辰巳はいつもそう思ってしまう。

　だが──それについて綺理恵がどう思っているか、辰巳は考えたことがなかった。

　綺理恵は俯うつむきがちに、しかしはっきりとした口調で言ってきた。

「……兄様は私に優やさしい、けれど兄様は、私から遠い。どれだけ近づこうとしても、冗じよう談だん扱あつかいをして取り合ってはくれません」

「…………」

「兄様。なぜアキラさんの血は吸えて、私の血は吸えないのですか？」

「…………」

　問い詰められ、答えに窮きゆうする。

　第三竜子ドラキユラには見み透すかされていた。

『妹たちに対してはまだ壁かべがあるようだけど』

　……それを、他ほかならぬ綺理恵の前で認めてしまっていいものか。

　だが、説明するにはそれしか無い。

「僕は……」

　意を決し、告げようとする。

　だがそれより一瞬早く、綺理恵が言った。




「やはり、私には……女性的な魅み力りよくというか、に、肉付きが、足りないのですか!?」




「は？」

　予想外の言葉に、思わずきょとんとして聞き返す。

　それに対して綺理恵は顔を真っ赤にしながら、決死の様子で言ってきた。

「わ、私だって、平均に比べたら決して発育不全というわけではありませんし、将来性を評価していただいて──いえ、確かに母はスレンダーで、アキラさんのような豊満さはありませんでしたが、でも……遺伝子に負けぬよう、努力はしますから！」

「え、いや……別に血を吸える吸えないは好みの問題じゃないというか、そもそもキリはキリで、十分に魅力的だと思うし……？」

　軽く混乱しているせいか、滅めつ多たに言わない女性への褒ほめ言葉を口にする。

　するとそれを聞いた綺理恵が、表情をぱぁっと輝かがやかせた。

「ほ、本当ですか、兄様!?」

「え、ああ、まあ、うん」

「……やっぱり……私だって……ですよね、ふふ……」

　綺理恵は幸福そうに、辰巳の言葉を嚙かみしめていた。

　それからふと真顔に戻もどって、不可解そうに訊きいてきた。

「では……なぜ兄様は、私の血は吸えないままなのですか？　兄様に尽つくしたいという思いは私だって、むしろ私の方が──」

「それは……」

　さっきの話題でお茶を濁にごせればよかったのだが……やはり、言うべきか。

　辰巳は意を決し、慎しん重ちように言葉を選びながらその思いを口にし始めた。

「キリ、お前のその気持ちは……玖曜の洗脳によって植え付けられたものだ。僕を慕したうお前の気持ちは嬉うれしいと思う、でもそれは同時に僕の罪だ。それに任せてお前の血を奪うことなどできはしない。お前は僕の妹である前に……僕の被ひ害がい者しやなのだから」

　隠かくしてきた本心。綺理恵に対して築いていた心の壁。その正体。

　それを聞いた綺理恵は呆ぼう然ぜんとした様子を見せ、それから怒いかりの表情を見せた。

「に──」

　辰巳に対して綺理恵が何か言おうとした、その瞬間。




「──それが、いまだ血を吸えぬお前のトラウマか」




　聞き覚えのある男の声。

　どこから──聞こえてきた方向に視線を向けると同時に、周囲の空間が変質していく。

　真っ黒だった空間が、黒は黒のまま、しかし部屋の質感を整える。

　黄金比によって定められた、直方体の空間──既き視し感かんに襲おそわれる。

　その空間の奥にいるのは、ナギ。そしてその隣となりに立つ、黒い髑髏どくろの仮面をかぶった黒スーツの男──黒髑髏。

　アキラと辰巳の雇やとい主ぬしである血液銀行バッカスの社長は、辰巳と綺理恵を見下ろして言った。

「懐なつかしいものだ。この状じよう況きようを再現するのに五年かかった」

「再現……？」

　言われた瞬間、はっきりと認にん識しきできた。

　五年前、辰巳が罪を背負い、生まれ変わったあの場所。

　墓所──玖曜の屋や敷しきの最奥にあった儀ぎ式しき施し設せつ。

　白と黒の違ちがいこそあれ、確かにこの空間は墓所そのものだった。

　そして辰巳の眼前には、辰巳に血を捧ささげようとする綺理恵。

　それを見下ろす父の代わりに、黒髑髏。

　五年前の再現──辰巳がすべてを変えた、あの日、あの場所が再現されている。

　辰巳は苦痛を堪こらえて立ち上がり、黒髑髏に向き直った。

「……なぜ、こんなことを」

　問われた黒髑髏は平然と答えた。

「お前の為ためだ、咎とが野の辰巳。そう、俺はいつだって──お前のために行動している」

　言いながら、黒髑髏が仮面の上半分を外す。

　下した顎あご部分のみを残して顕あらわになったその顔は──

「……山さん河が」

「驚おどろかないな、タッツィー……当然か。初めから、お前に対して隠し通せるとは思っていない。そもそも、バッカスは芝しば原はらの企き業ぎよう。俺が黒髑髏をしていた理由の一つは、間違いなく家の事情だとも」

　綺理恵が辰巳の陰かげに隠れる。相変わらず、彼女は山河のことを嫌きらい、恐おそれている。

　だが、辰巳にとって山河は山河だった。

「確かに、君が黒髑髏かもしれないとは思っていた。そうして公私ともに、僕をサポートしてくれているのだと」

「そうはっきり言われると照れてしまうが、その通りだ」

「……山河には助けられた。君が債さい務む契けい約やくの呪いで縛しばり付けてくれなかったら、僕は妹に触ふれることさえできなかった。社会の中でまともに暮らすこともできなかった。それに……アキラを僕に差し向けてくれたことにも感謝している」

「だろう？　アキラはお前を立ち直らせるために用意した女だ。結果は期待以上だった」

「……それがなぜいま、こんなことを？」

　辰巳にも、現状が理解できているわけではない。

　だが、この状況が辰巳の周囲でのみ起こっている規模の出来事とは思えなかった。

　黄よ泉も津つ全体──あるいは世界全体に関かかわるような異常が起こっている。

　それは、山河の手によって。

　辰巳の問いかけに、山河はやはり平然と応こたえた。

「言っただろう。お前のためだ」

「僕の……？」

「そうとも、咎野辰巳。お前はやり直さなくてはならない。その為に俺は、再びお前に尽くしてきた。お前に生きる手段を与あたえ、平和な生活を送らせ、アキラによって生きる希望をすり込んだ。それらはすべて、お前に、やり直させるためだ」

　なにをやり直すのか、具体性を欠いた言葉。それでも辰巳には理解できた。

　山河の表情は──五年前、辰巳に刺さし貫つらぬかれたときと同じものだった。

「……山河。君はまだ、そんなことを思って──」

「お前こそ、まだわからないのか！　お前はあのとき妹の血を吸い尽くし、この世の王となるべきだった。そして、いまからでもそうするべきなのだ……ッ！」

　……再現。確かに山河の言う通り、これは再現だった。

　あのときと同じように、綺理恵を背後に庇かばう。

　守らなければという確信は、あのときからわずかにも薄うすれてはいない。

　辰巳は答えた。

「──断る。僕はもう、そんな生き方には見切りを付けた」

「兄様……」

　すっ、と──懐かしい感かん触しよく。

　背後から、綺理恵が辰巳の服の裾すそを摑つかんできた。

　辰巳が綺理恵の兄たるを決めた、あのときと同じく。

　見下ろす山河は、ひどくつまらなそうな──冷たい表情で言った。

「咎野辰巳。お前はわかっていない。あの時以来、お前の目は曇くもったままだ。俺はお前に、この世界の理ことわりを──ゴウリを思い出させるために、すべてを用意した」

　山河が左ひだり腕うでを身体からだの横に水平に持ち上げる。するとそこに、ナギが寄り添そった。

　ナギ──元は真っ白だった少女。その姿はいまや変容している。髪かみにも肌はだにもところどころに黒色が差し込まれ、背後には立ち上る炎ほのおのような濃のう密みつな影かげを背負っている。そして胸むな元もとには、五つの傷。どうやらいまだに第三竜子ドラキユラの指が埋うまったままらしいその傷口の周りには、まるで破産した吸きゆう血けつ鬼きのようなヒビ割れ模様が浮かび上がっている。──呪い。第三竜子ドラキユラの呪いが、目に見える強度で食い込んでいる。

「このナギは、玖曜の実験体──人造蛇へびの失敗作にして、万人殺しミリオン・キルズの出で来き損そこないだ。処分されるところを俺の警護役として払はらい下げて貰もらったのだが──数多あまたの血液、数多の契ミ約ト術ラ、さらに先の強ごう盗とう事件でお前が失った血液の全すべてを取り込み、いまやお前よりもだいぶマシなものになっている」

「ンー」

　少女は言葉の意味を理解していないらしい、猫ねこのように鳴きながら山河の手にすり寄っている。辰巳は思わず呟つぶやいた。

「……哀あわれな子だ」

「同感だ。だが強く、迷いがない。つまりはゴウリ的だ。……ナギ、辰巳を押さえろ」

「ンー！」

　ナギが、その手を辰巳に向けて持ち上げる。

　すると周囲の黒が盛り上がり、辰巳の身体を縛り付けてきた。

「がっ……！」

「兄様！」

　辰巳は両りよう膝ひざを地面に付き、両手を身体の脇わきに押さえつけられた状態で息を吐はいた。

　圧あつ倒とう的てきな力。外れない──どころか、指先一つ動かせない。

「山河……なにを」

「なにをするか、か？　教えてやろう。俺はいまからそこまでゆっくりと歩いて行き──ナイフでお前の妹を刺し殺す」

「な──」

「いやなら妹の血を吸い、ナギの拘こう束そくを破り、俺を止めて見せろ。かつてのお前なら──玖曜辰巳なら、雑作の無いことだ」

　そう言うと、山河は腰こし元もとから取り出した銀のナイフを見せつけるようにして、一歩。

　辰巳たちの方へと、歩み寄ってきた。

　一歩。また一歩。

「なにを──なにを、馬ば鹿かな！」

「難しいことは言っていない。かつてのゴウリ性をほんの少し取り戻せば良いだけだ。考えても見ろ。血を吸えない吸血鬼など、冗じよう談だんにもなりはしない」

「山河……！」

　山河は……山河は、かつての辰巳を取り戻せと言っている。

　残ざん酷こくでありながら、その自覚すらない略取の権化。第三竜子ドラキユラ曰いわく『奪うばい、殺すことしか知らない、吸血鬼よりも吸血鬼らしい略りやく奪だつ者』である辰巳を。

　妹の血を吸えなくなった時点で、辰巳は生まれ変わった。

　それをいま、やり直せと言っている。

「ぐ、ぐう……うううううあああああ!!」

　辰巳らしからぬ雄お叫たけびを上げて、身体に力を込こめる。

　だが……拘束は解けない。それどころか、ほとんど血を失って弱り切っている肉体はただ力を込めることにすら耐たえきれず、傷口を広げてしまっていた。

　瀕ひん死しの状態となった辰巳の前に──綺理恵が、腕を差し出してきた。

「兄様……血を吸ってください。あんな男に従うのは屈くつ辱じよくですが、でも……そのままでは兄様、死んでしまいます！」

「っ……」

　血を、吸う──それがこの場において正しい選せん択たくだということは、辰巳にも理解できた。

　なにも、綺理恵が死ぬまで血を吸おうというのではない。

　ほんの僅わずかな血でも辰巳の力が覚かく醒せいするということは、既すでに証明されている。

　一口。それだけでも状況を打開する要因にはなり得るだろう。

　必要悪を自じ称しようする辰巳には、それをやるべきだという覚かく悟ごもある。

　そう、妹の血を吸う……それは必要な、悪行なのだ。

　辰巳は牙きばを剝むき、綺理恵の腕に口元を寄せ始めた。

　綺理恵も自ら、腕を辰巳の口元へと近づける。

　やがて牙が綺理恵の柔やわらかい肌に触れ……だが。

「──駄だ目めだ、吸えない」

「兄様！」

　辰巳が顔を逸そらす。

　血を吸ってもいないのに、その青ざめた表情にはびっしりと汗あせが浮かんでいた。

「兄様、お願いです、血を──」

「キリ、僕は……恐ろしい」

　辰巳は、自分が血を吸えない理由をいま改めて自覚した。

　──恐ろしい。

「かつての自分に──多くの未来を奪いながらその罪悪にすら気付いていなかった、かつての自分と同じことをするのが、恐ろしいんだ」

「兄様……！　兄様は、決して──」

　綺理恵が何かを言おうとして、しかし。

　こつり、と。

　静かな足音が、眼前に止まる。

　宣言の通りにゆっくりと歩み寄ってきた山河が、綺理恵の前に立っていた。

「──咎野辰巳。これが善人などを目指すお前の結末だ。残酷になれない者に、救えるものなど何も無い」

　どっ……と地味な音を立て。

　山河は躊躇ためらうことなく、滑なめらかな動きで、十分な勢いを付けて、辰巳の目の前で。

　綺理恵の心臓の位置に、深々とナイフを突つき立てていた。

「──、キリッッッ!!」







　ざわ──

　街に、風が吹ふいた。

「……ん？　みんな、どうしたの？」

　アキラが問う。

　現在位置は、周囲を見み渡わたせる手て頃ごろな重層区画ビルの屋上。周囲では、魔物ヤクシヤと戦っていた吸血鬼たちが全員残らず一様に、ハッとした様子で『岐クナト』の方を向いていた。

　アキラには、ほんのちょっと風が吹いたくらいにしか感じなかったのだが……また、人間には見えないなにかが現れたのだろうか？

　不思議がるアキラに、隣となりにいた永春が答えた。

「……暴れ聖女。万人殺しミリオン・キルズは、あそこにいるぞ」

「あそこって……『岐クナト』ってとこ？　なんでそんなことわかるのよ、なんか見えたの？」

「いや。だが万人殺しミリオン・キルズを知っている者なら誰だれでもわかる。あそこでいま、万人殺しミリオン・キルズに──なにかがあった」

「なにかって、なによ？」

「知らん。なにかと言ったらなにかだ」

　永春は青ざめた表情でそう答えた。

　強気な彼女が激しく動どう揺ようしているように見える。

　ただの気配だけでそうさせてしまうほどの出来事が、辰巳の身に起こっているのか。

「……ふーむ？」

　腕を組み、見ることの出来ない『岐クナト』のあるという方向を眺ながめる。

　そこに、辰巳がいるという。

　しかもどうやら、ピンチらしい。

　翻ひるがえって──辰巳はやっぱり生きていたわけだ。

「……で、どうするのだ暴れ聖女？　そろそろ血液銀行の金庫も暴あばかれ、収拾が付かなくなってきている。もしプランが無いのなら、教団は独自に活動させて貰──」

「決めた！」

「は？」

　唐とう突とつに声を上げたアキラに、永春が目を丸くした。

「決めたとは、なにを……というか、なにかあったのか、貴様？」

「うん？　なにが？」

「いや、表情が急に……なにかこう、活いき活きと」

「そう？」

　言われてみれば、そうかも知れない。

　辰巳のことを考えたら、気分が一新していた。

　全身が軽くなって、その代わりに地に足が着いた感じ。

「いやー、実はね、なんかしっくり来てなかったのよ。目的が定まらないっていうか……ぶっちゃけ、無分別な人助けってあたしの仕事じゃない気がするのよね」

「ろくでもないな、貴様」

「だってしょうがないじゃない。あたしは警察になりたいわけじゃないのよ。ただ、世の中をよくしたいだけで」

　──だけ、という発言に永春が呆あきれたような視線を向けてきたが無視する。

「まあ人助けは大事だけど、これはあたしのやり方じゃあなかったわ。だから決めた。今後、私たちは人々を守りつつも、まず──辰巳くんを助けます」

「は……？　いや、万人殺しミリオン・キルズを救出するのはいいが、しかし……なぜいきなり」

「だって、辰巳くんはあの中にいるんでしょ？　誰も入れなくて困ってる『岐クナト』とやらの中に。なら、辰巳くんに中からぶっ壊こわして貰もらうのが手っ取り早いじゃない」

「ん……んん？　いや、それは……まあ、言われてみれば……だが、万人殺しミリオン・キルズの状じよう況きようもわからずに……そもそも中に入れないのにどうやって助けるというのだ!?」

「だ・か・ら」

　アキラはにやりと笑って、永春に言った。

「そこで、あたし本来のやり方が活きてくるのよ」

「本来の……やり方？」

「そ。つまり──辰巳くんに、血を貸し出す。辰巳くんってね、借金は絶望～的に得意なのよ？」







「キリッ！」

　辰巳が叫さけぶ、その目の前で……山河は綺理恵の胸元からナイフを引き離はなした。

　そうして、その銀色の切っ先を指で押し──引っ込めて見せた。

　かしゃかしゃと、ニセモノの刃はが柄えの中に出入りする。

「……それは」

「笑ってしまうくらい古典的だろう？　平常心であれば見み抜ぬけそうなものだがな」

　そう言って、山河がオモチャのナイフを辰巳の足元に放ほうり捨てた。

「……じゃあ、キリ？」

「っ……はぁ、はぁ……はぁ」

　綺理恵は刺さされる瞬しゆん間かんに思わず止めていたらしい呼吸を再開した。

　しばらく荒あらい呼吸をしてやがて落ち着くと、拘束されたままの辰巳の肩かたにもたれかかってきた。

「兄様……私は大だい丈じよう夫ぶです」

「……はぁ～」

　安あん堵どすると同時に辰巳も深く、深く息を吐はいた。

　だが、事態は解決していない。

　山河は冷たいままの表情で、辰巳を見下ろしていた。

「──後こう悔かいの味は覚えたか。次は本物を使う」

　辰巳が山河を見上げる。

　色の無い表情をした山河に向かって、言う。

「……山河。僕が憎にくいのか。お前の期待を裏切った、僕のことが」

　その言葉に──山河の表情が音を立てて軋きしんだ。

　不快。

　不快げに目を細め唇くちびるを強こわばらせ、否定してきた。

「違ちがう。馬ば鹿かを言うな、俺がお前を憎むものか」

　辰巳はその言葉に噓うそを感じなかったが、しかし──ただ静かに、思ったことを口にした。

「……僕を殺せ」

「…………」

　山河は黙だまっている。辰巳は続けた。

「僕が死ねば、お前の目的は無くなる。そうしたら、綺理恵には手を出すな」

「兄様……！」

　綺理恵が動揺した様子で辰巳を呼ぶ。

　そして──それ以上に動揺した様子で山河が一歩、辰巳に迫せまった。

「ふざけるな……俺がお前を殺すと思うか。俺の目的は、お前を取り戻もどすことだ。俺が仕えるべき、王たるべき玖曜辰巳を──」

「それは無理だ、諦あきらめてくれ」

「──っ！」




　ガッ




　鈍にぶい音が響ひびく。

　山河はその拳こぶしで辰巳を殴なぐり付けていた。

　次の瞬間──




　パシン




　勢いよく、隣にいた綺理恵が山河の頰ほおを張った。

「ンー？」

　山河の苦痛に、少し離れた位置に居るナギが反応する。

「……ナギ、構うな」

「……ンー」

　山河の言葉に、ナギがつまらなそうに肩の力を抜いた。

　綺理恵が、辰巳をかばうように立つ。その敵意を剝むき出しにした視線越ごしに、山河は辰巳を見つめてきた。

「……俺の目的を言おう」

　静かな──ひどく静かな口調で、山河が言った。

「俺は世界が正しい姿となり、救われるのが見たいと思う。そして、かつてのお前が──玖曜辰巳が取り戻されれば、それは叶かなうと信じている」

「…………」

「もしそれが叶わないのなら、世界は滅ほろんでも仕方が無い。これは極論などではない。リスクとリターンの釣つり合いを考えれば、それはそう……ゴウリ的な条件だ」

　山河は冷静な表情で──しかし隠かくしようのない熱っぽさをその瞳ひとみに滲にじませている。

「咎野辰巳。お前が俺を止めれば世界は救われる。でなければ、世界は滅びる。必要な代だい償しようは妹一人の命だけだ。思い出せ。かつてのお前は、命の勘かん定じようができていた」

「……山河」

　現状においての条件をはっきりさせる山河の言葉。

　それでもなお、それだからこそなお、辰巳は同じ言葉を繰くり返した。

「山河、僕を殺せ。それで全すべて、終わりにしろ」

「っ……!!」

　山河の目が見開かれる。

　彼は痺しびれるような感情を吐と息いきに乗せ、吐き捨てるように言ってきた。

「自らが死ぬ覚かく悟ごはあるのに、妹は殺せないと……ッ！　それほどまでに一人の妹が大事なのか、お前は！」

「……違う」

「何が違う！」

「…………」

　辰巳は一瞬、目の前に立って自分を庇かばう綺理恵の背中に視線を送り……それから眉み間けんに力を入れ、呼吸を整え、わざとらしい素っ気なさで言った。

「……綺理恵は僕の、妹などではない」







　黄よ泉も津つの各所にある公こう共きよう施し設せつには現在、付近の住人が避ひ難なんのために集まっていた。

　いまアキラたちが訪おとずれている体育館のようなホールには三千人余り。ざわざわと騒さわがしく、一向に落ち着かない。

　なにしろ、状況がさっぱりわからない。

　黄泉津という地下都市は、他ほかのあらゆる地上の都市に比べて遥はるかに死亡率の低い安全な街であると喧けん伝でんされていた。災害の心配も無く、治安も良く、衛生環かん境きようも随ずい一いちだと。

　吸きゆう血けつ鬼き犯罪を内包する黄泉津が実際にどうであったかはさておき、住民たちは程度の差はあれ、その一種の安全神話を信じていた。

　それがいま、原因不明の集団失神。わずかながら死人も出ているらしい。

　こうなると、地下都市という逃にげ場の無い環境が大きな不安を煽あおり立てた。

　きっと大丈夫、大丈夫だと思うけど、でも──

　ざわざわと、行き場のない会話がぎっしりと渦うず巻まいていた。




　人間の中にいることが落ち着かない様子の永春が、小声でアキラに言ってきた。

「……やはり無茶だ。人間に協力を求めるなど……吸血鬼の血だけで十分だ」

「駄だ目め、足りない」

「だが……吸血鬼たちが多くの血を差し出してきたし、血液銀行からだって相当量の血液を確保できただろう」

　永春が鞄かばんを叩たたく。

　その中にはびっしりと、血液の全権を依い託たくするという契けい約やく書しよが詰つめ込まれていた。辰巳がいないので便べん宜ぎ上じよう、契約者はアキラになっている。なので、いまやアキラはあらゆる企き業ぎようも含ふくめた中で、一番の血液所有者となっていた。

　だが足りない。

　アキラにはその確信があった。

「あたしは辰巳くんがそれなりに大規模に血を操あやつってるのも見たし、なんかわけわかんない状態になってドカーンって暴走するのも見てきたけどね。多分、桁けたが違う。もっともっと血を集めないと辰巳くんは助けられない」

「ぐ……だが、もっと他の手段が」

「あるかもね、でもあたしは知らない。出入り口の見張りと後の段取り、よろしくね」

「あ……おい！」

　永春を残し、アキラは血液銀行の制服を脱ぬいでブラウス姿になると……そのホールの正面、ステージ上に立った。

　邪じや魔まになる関係者は、可能な限り穏おん便びんに、力ちから尽ずくで排はい除じよしてある。

『おっほん。あーあー。みなさんどうもー』

　手にしたマイク越ごしに喋しやべってみる。

　周囲の群衆が、壇だん上じように立つアキラ──美少女に注目した。

　なんだ、あれ？　かわいいぞ。アイドルか？　歌うのか？　いやいや。

　様々な憶おく測そくを孕はらんだひそひそ話がホール中に拡ひろがっていく。

　じっと待つ。三十秒待っても騒がしいまま。

　それが、一分を数える頃ころにはすっかり静かになっていた。

　壇上に構えるアキラが何を言うのか、群衆の全てが耳を向けて待っている。

　十分な注目が得られたことを確かく認にんしたアキラは、元気良く言った。

『私はえーっと……対吸血鬼部隊の者です』

「ッ!?」

　舞ぶ台たい袖そでに控ひかえる永春が、いきなりの噓にぎょっとして吹ふき出すのが見えた。

　とはいえ、堂々としていれば意外と疑われないものだ。

　人々は皆みな、納なつ得とくの表情すら浮うかべてアキラの言葉を聞いていた。

　黄泉津の市民はよくわからないけど吸血鬼を疑う、その反動としてよくわからないけど対吸血鬼部隊のことを信しん頼らいしていた。その無責任な印象論を利用させて貰もらう。

　さて──本題だ。アキラは深く息を吸って、ゆっくりと言った。

『皆さん。今回の事故において何人もの人たちが解決に当たっていますが、特とく殊しゆな事情により血が必要になりました。Ａ型もＢ型もＯもＡＢもＲＨプラマイだろうと全部必要です。実際に血を抜く必要はないので、こちらで配る血液委い託たく書に署名してください。ご協力をお願いします』

　その言葉に合わせて、できるだけ公務員っぽいスーツ姿を装よそおった吸血鬼が会場内で血液委託書を配り始めた。

　ホールの空気は──正直、戸と惑まどいに満ちている。

　どういうことだ？　なんだこれ？　なんの意味があるんだ？

　……まあ、それはそうだろう。彼らにしてみれば『岐クナト』が聳そびえ、魔物ヤクシヤが襲おそってきているなんて知りようもないことで、なぜ血を供出させられるかさっぱりわからないに違ちがいない。

　……早くしないと、まずいんだけどなあ。

　辰巳のピンチ以前に、この避ひ難なん所じよがアキラ率いる吸血鬼たちにこっそり制圧されているというのは間もなくバレてしまうに違いない。大事になる前に引き上げて、更さらに別の避難所に向かいたいのだが……長引けば、本物の対吸血鬼部隊の連中が来てしまう。

　アキラが固かた唾ずを飲んで見守る中──何人かの人々が、受け取った契約書に署名をし始めた。数人が反応すれば、その周りの人間も流されるようにして、徐じよ々じよに、徐々に……

　……ほっ、と息を吐はく。

　さすがに警けい戒かいして署名しない人間も多いだろうが、それでもこれなら人数の限られた吸血鬼から寄せ集めるよりは遥かに多くの血液権利が手に入るに違いない。

　アキラは目線で、最初に署名をし始めた数人に頷うなずきかけてやって。気付いた向こうも、ほっとした様子で頷き返してくる──そう、彼らはサクラの吸血鬼だった。最初に流れを作るため、署名をする役としてこっそり群衆に紛まぎれ込んでいたのである。

『それじゃあ皆さん、順番にお願いしますねー』

　なんとかなった。安あん堵ど感かんにアキラが肩かたの力を抜ぬいた、そのとき……




「でも……血なんて、なんに使うんだよ？」

「さあ？　意外と、事態に当たってる奴やつってのが吸血鬼だったりして」

　──誰だれかの言った、その一言。




「……え？」

「吸血鬼……？」

　小さなざわめきが、連れん鎖さするようにして大きく拡がっていく。

　それはある意味で必然の反応。

　もともと不安な空気が満ちていたところに、疑ぎ心しん暗あん鬼きの種も十分に蒔まかれていた。

　そんな中で、吸血鬼という単語は十分なきっかけだった。

「おいおい……吸血鬼に任せてるのか？　街のことを？」

「やだ、吸血鬼に協力なんてしたらどうなるのよ!?」

「どうせこの事態だって絶対、吸血鬼のせいだろ」

「いや、対吸血鬼部隊がいるのに、なんで吸血鬼なんて話になるんだよ」

「……本当に対吸血鬼部隊なのか、あの娘こ？」

「まさか、あの娘も吸血鬼だったり……」

「やだ、怖こわい！」

　激しいざわめきは、ほんのわずかの間にパニックの一歩手前となっていた。

　もはや収拾はつきそうにない。

「ぐ……おい、暴れ聖女！　これはもう、撤てつ退たいするしか──」

　永春がそう呼びかける目の前で、追い詰められたアキラが──

　吼ほえた。

『──だーもー!!　そうよその通り、吸血鬼が戦ってるわよ！　街のみんなを守るために、自分たちを犠ぎ牲せいにしてね！　それを何よ、吸血鬼だからってやいのやいの……みんな元は人間だし、いまだって大して変わらないってーの！　あなたたちがそんなんだから、世の中に不幸が増えるのよ、ふがいないッ！　四の五の言わずに、血を差し出しなさい！』




　──ビタリ。




　水を打ったように静まりかえる。

　だが今度の沈ちん黙もくは、話を聞こうというような友好的なものではなかった。

　怯おびえと戸惑い。あるいは恐きよう怖ふと混乱。

　言いきったアキラは、そんな異様な空間を前に肩で息を吐いていた。

　……あっちゃー、とは思った。

「……ふ、ふざけるなよ、貴様！」

「ちょ、ちょっと──」

　怒いかり顔で駆かけ寄ってきた永春が、アキラの腕うでを摑つかんで舞台袖へと引っ張っていく。

　アキラが見えなくなって、一呼吸の間を置いて──




「……え、え、え!?」

「なに、なに、なに!?」

「おい誰か、警察呼べよ警察！」




　人々の激しいどよめきが巻き起こった。

　これではもう、血液うんぬんどころではない。

「ああ、もう、撤退だ、撤退！　まったく何を考えているんだこの女！」

「だって、だってさー」

　永春に責められて、アキラは気まずげに唇くちびるを尖とがらせた。

　だって……つい、言ってしまった。

　いや、あれは我ながら仕方がないわ、などと思ってしまうアキラの前で、永春は深々とため息をつき……そして言った。

「……まあ、多少はスカッとした。その点に関しては礼を言う、アキラ」

「え？」

　永春に、名前を呼ばれてしまった。……うふふん？

　思わずにやけるアキラに対して、永春はバツが悪そうに視線を逸そらした。

「だがな、やはり人間に頼たのもうなどというのがそもそもの間違いだったのだ。奴ら、真実を見ようとする目も持たず、ただ数が多いからと地表に蔓延はびこる家か畜ちくに過ぎん」

「……こっちはこっちで、すごい言い様ね」

　思わず呆あきれる。

　生きつ粋すいの吸きゆう血けつ鬼き原理主義者を前にしては、人間側ばかりも非難できない気がしてくる。

「事実だ。そして、ひとつ提案がある」

「あら嬉うれしい、なにかしら？」

「街の一部で、魔物ヤクシヤから人間を守るのをやめたらどうだ？」

「……は？」

「いまの人間どもは、我々吸血鬼に守られているというのにまるで自覚がない。いっそ大規模に襲われて死人が出れば、相手の姿が見えない人間どもでも流石さすがに危機を察するだろう。そうなれば、我々吸血鬼にも協力するに違いない」

「却きやつ下か。犠牲は無しよ。オーケー？」

「だが──！」

　永春は尚なおも食い下がろうとしたが──アキラの視線を正面から受けて、口をつぐんだ。

「……では、いっそ力尽くで行くべきだ。避難所を武力で制圧し、委託書を書かせればいい。強制であろうとも署名があれば、契ミ約ト術ラは発動する」

「力尽くって、それ完全に武装強ごう盗とうじゃない」

「現実的な手段だ、上う手まくやれば犠牲は出ない」

　どうも冗じよう談だんでは無いらしい。永春は真しん剣けんな表情で言っていた。

　……確かに、現実的ではある。無理矢理でもいいから契約を集め、用が済んだらすぐ破は棄きすればいいわけで──問題はあくまでそれが強盗という犯罪であること、ひいては相手の意思を無視して血を奪うばうという、恐おそらく辰巳が知ったらノイローゼになるレベルの暴挙であるということだ。

　しかし──自分たちは必要悪だと、かつてアキラは辰巳に言った。

　辰巳もまた、自分の性質や力を必要悪として利用すると言った。

　……みんなを助ける道は、他ほかには思い浮かばない。

「……しょうがない。力ちから尽ずく作戦で行くわよ」

「よし！　では私は──」

　活いき活きとした様子で早さつ速そく動き出そうとする永春を制するように、アキラは続けた。

「ただし！　吸血鬼はこの作戦に関かかわらないこと。そんなことしたら未来永えい劫ごう、遺い恨こんが残るわ。だからぜんぶ──あたしが一人でやる」

　永春が、啞あ然ぜんとした表情をアキラに向けた。

「一人で、って……なにを馬ば鹿かな！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ハッタリは得意技わざだから。それに会場もいい感じに混乱して、客席も温まってるしね。出入り口だけ塞ふさいどいてくれたらあとはあたし一人で、警察から拝借した銃じゆうでもぶっ放して『血を出せー！』ってな感じに上手くやる自信はあるから」

「だが……そんなことをしたら、お前は……！」

　吸血鬼であれば教団の庇ひ護ごの元、数十年も地下に潜もぐればなんとでもなることだ。

　だが、人間であるアキラがそれをしたら──彼女の人生はもう二度と、日の目を見ないかも知れない。少なくとも血液銀行の取立人などを続けられるわけがない。

　それだけの犠牲を払はらうことになると、わかっているのか……!?

　心配そうに見つめる永春に対して、アキラは口元を歪ゆがめて笑いかけると──

　ぽん、と肩を叩たたいて、言った。




「ま、あとよろしく」




　……ぞわぞわぞわ、と身体からだが震ふるえた。

　こんな感情は生まれて初めてだった。

　アキラは理解している。その行いが自らの人生に及およぼす影かげの濃こさを知っている。

　だが、行くという。

　これほど重たい覚かく悟ごを、これほど軽々しく人の肩に乗せて──

「…………」

　──この女を、このまま行かせていいのだろうか？

　それは……そんなことは……

「お……おい、待──」

　永春が思わずアキラを制止しようとする、そこに……




「あの～……さっきの、血を提供するというお話について、協力したいのだけど」




「……はい？」

　ほんわかとした声に振ふり向く。

　そこには、ホールに続く扉とびらを開いて入って来た、初老の女性が立っていた。

　彼女はアキラを見て、にっこりと微笑ほほえんだ。

「え、っと……いま、なんて？」

「血。ぜひ、提供したいのですけど」

「…………」

　アキラは驚おどろきに目を丸くして、同じ表情をしている永春と顔を見合わせた。

　……なんで？

　その疑問に対する答えは、やはりその女性の口からもたらされた。

「だって、血が必要な人って──この子の、お兄さんなんでしょう？」

「この子って……ひいちゃん!?」

「えへへー♪」

　女性の後ろに隠かくれていた陽ひ良らが、ひょこりと顔を出して輝かがやくような笑みを浮うかべた。

　しかし陽良は、教団本部を脱だつ出しゆつした後に馴な染じみの吸血鬼に預けてきたはずだ。それが、どうして……？

「あきらちゃん、おにいちゃんのために血を集めてるんでしょー？」

「え、ええ……そうだけど」

「だから、園長先生を連れてきたの♪」

「園長先生……？」

　アキラの視線の先で、女性──園長先生が優やさしげな雰ふん囲い気きで語り始めた。

「実は私、この子が去年まで通っていた幼よう稚ち園えんの園長をしてたのだけど……設備の問題で運営が危あやぶまれたときに、この子のお兄さんの寄付に助けられたことがあるのよ」

「辰巳くんの？」

　アキラがその名を出すと、園長先生はにっこりと微笑んだ。

「本人は隠してたけど、お金を直接届けたあとに様子を見てたり、園を訪たずねてきて不自然にお金の話をしたり──バレバレだったわ。彼が、困ってるんでしょう？　吸血鬼だとは知らなかったけど……恩返しをする機会を待ってたの。うちの先生方や、保護者にもお願いしてるから」

「…………あ、ありがとう、ございます」

　突とつ然ぜんの展開に、アキラは口を開けたままそう応こたえるのがやっとだった。
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　アキラの背後に立つ永春が、信じられないといった様子で呟つぶやく。

「人間が…………こんなことを」

　ついつい強盗の件がうやむやになってしまう程ほどの、驚きの展開だった。

　だがそれは、ほんの始まりに過ぎなかった。




　園長先生に続いて、スーツ姿の瘦やせた中年男性が現れた。

　彼もまた陽良に連れられてきた、辰巳に救われた人間の一人だった。

「や、この女の子に呼び出されて……ええ、匿とく名めいの出資のおかげで、うちの基金は多くの苦学生を助けて来られました。しかしこの子が用意した資料を見て驚きましたよ、ええ、まさか出資者が半吸血鬼の高校生だったとは……ええ、彼には感謝していますから、血の提供くらいは。ええ、いま、基金の関係者も尋ねて回ってます。援えん助じよを受けた学生はかなりの数になりますからね。ええ、協力できると思いますけど。ええ」

「え、ええ……それは、どうも」

　基金の人に頭を下げると、アキラの電話が鳴り出した。

　知らない番号だ。手に取り、通話ボタンを押す。

『あ。あの、血を出資するにはどうしたらいいんでしょう……？　昔、路上生活してたときに彼に世話になったものなのですが……さっき、妹さんから連れん絡らくがありまして』

「ろ、路上……!?　え、ええっと……じゃあ──」

　その電話は、なんとかバッカスで処理して貰もらうように渡わたりを付けて通話を切った。

　切った直後、また電話がかかってきた。

　また知らない番号、しかし電話に出たのは一応知ってる人だった。

『あ、伴ばんさん？　突然ごめんね、クラスメイトの佐さ沼ぬまです。あのー、妹さんから聞いたんだけど、咎野くんがなんか大変なんだって？　血が要いる、っていうのはよくわかんないけど……とりあえず学校にも彼に助けて貰ったことのある人って多いし、ちょっと回ってみるね。連れん絡らく先さきは、伴さんでいいのよね？』

「う、うん……」

　佐沼……誰だれ？　思い出せないが、なんとなく声には聞き覚えがあるから確かにクラスメイトなのだろう。契けい約やく書しよの受け渡しなどについて取り決めて、電話を切った。

　まだ終わらない。今度は周囲との連絡を任せていた吸血鬼が舞ぶ台たい袖そでに飛び込んできた。

「ア、アキラちゃん！　ネットから問い合わせが……なんか、感動したとかって！」

「は？」

　わけもわからぬまま、吸血鬼の差し出してきたノートパソコンの画面を見ると──これは恐らく、アキラや辰巳の知り合いである吸血鬼の詐さ欺ぎ師し、金かな石いし屋やの仕し業わざだろう。辰巳のことを『私財をなげうって人々を助けていた匿名の一いつ般ぱん人』として紹しよう介かいし、その彼がいま『病気だから』助けるために血の出資を募つのる……という文面が作られ、それがネット上で拡散されていた。

　病気という点については完全に詐欺だが、しかしそこに列挙されている辰巳の功績は紛まぎれもない本当のことである。だからこそ、それを読んだ多くの人々が心動かされ、血の出資を申し出ているようだった。

「まいったなー、契ミ約ト術ラはネット経由じゃあれだし……まあ、回れるだけ回ってみるけど。これ、かなりの量になるぜ？」

「う、うん、お願い。こっちでも手配してみるから……」

　ぎこちなく手を振って送り出す。

　……なんなんだろう、これは。

　アキラはいまだ呆ぼう然ぜんとしたまま、足あし下もとで笑う陽良を見た。

「ひいちゃん……これ全部、あなたが？」

「えへへー♪　ひいはね、ずっとおにいちゃんを見てきたんだよ。おにいちゃんはいい人で、いいことをしてきたの。おにいちゃんは気付いてなかったけど、それはとっても凄すごいことなんだって、ひいは知ってたから♪」

「…………ッ」

「あきらちゃん？」

「……ううん、なんでもない」

　自分でも意外なことに──ちょっと泣けた。

　だって……だって、辰巳は言っていたのだ。

　自分はいいことだけをしようとしてきた。

　でもそれは逃にげだった。

　自分がいいと思うことをどれだけ続けても、世の中はよくならなかった。

　どうしてみんな、いいことをしないのか……

　そんなことを、悲しそうに言っていた。

　でも……でも。

　辰巳の行こう為いは──無む駄だじゃなかった。

　無駄じゃあなかったじゃないの。

「あきらちゃん……？」

「だ、大丈夫大丈夫！　よし、じゃあ契約を取りに行かないと！」

　そう……早くこの血を、辰巳に届けなければ。

　辰巳に、伝えなければ。







「……私が兄様の妹ではない、というのは……」

　黒の世界、黒に拘こう束そくされたままの辰巳の前に、綺理恵が立っている。

　彼女は山河に背を向けるようにして辰巳の方へ向き直ると、真しん剣けんな眼まな差ざしで言ってきた。

「それは……さきほど兄様がお話しされた、私が被ひ害がい者しやだということですか？」

　……さすがに綺理恵は賢かしこい、と感心する。

　辰巳の言い分を先読みして、そんなことを言ってきた。

　辰巳はそれを肯こう定ていした。

「……そうだ、キリ。僕はずっと、血けつ縁えん関係があるとはいえど──お前は妹ではないと自分に言い聞かせてきた。もう一度言う……お前は僕の被害者だ」

「…………」

　辰巳の告白を、綺理恵は厳しい表情で聞いている。

　辰巳は頭の中が締しめ付けられるような苦しさを感じながら、それでも告白を続けた。

「キリ、お前の愛情は……玖曜の洗脳が植え付けたものだ、それは本当じゃあない。いずれ洗脳が解け、お前が僕を忘れる日が来るのを願っていた。……以前の僕が進んで死のうとしていた理由の一つは、それだ」

「兄さ──」

「お前の気持ちを嬉うれしく感じつつ、しかしそれは玖曜の──僕の忌いみ嫌きらう出自のもたらしたものだった。お前に慕したわれることに、僕は罪悪感を感じていた」

「……兄様」

「キリ──」

　すまない、と謝罪の言葉を口にしようとした辰巳の頰ほおを、




　──パシン




　生々しい音を立てて、綺理恵が感情任せにビンタした。

　背後で見ている山河が意外そうに眉まゆを傾かたむける。

　綺理恵は辰巳の頰を張った右手の平を左手で押さえながら言ってきた。

「ならば私も言わせていただきます。辰巳様、私は……」

　そこで、一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらって。

　それから綺理恵は、はっきりと告げた。

「私はあなたを、慕ってなどはいませんでした」

「……キリ？」

　理解できずに聞き返す。

　綺理恵は淡たん々たんと続けた。

「辰巳様に初めて会ったとき、私は思いました。ああ、この人が私の──主あるじなのだと」

　思い出す──思い出そうとするが、しかし辰巳は思い出せない。

　初めて綺理恵に会ったときの記き憶おく。不思議とそれを思い出すことができなかった。

「私は辰巳様に会って、礼れい儀ぎ正しく接しようと思いました。品行正しく振ふる舞まおうと思いました。ですが、私はあなたのことを──慕ってなどいませんでした。やがて兄様と呼びはすれど、兄だなどと思ってはいませんでした。すべてはあなたの、勘かん違ちがいです」

　綺理恵の言葉に、心の底から驚おどろいて……しかし、徐じよ々じよに納なつ得とくしていく。

「……そうか、そうだな。いくら血のつながりがあるとはいえ……自分を殺すべき男を、殺そうとした男を、心から兄と慕うはずがない。そうか……僕が悩なやむまでもなく、お前はもともと……僕の妹などではなかったのか」

　……それは、望んでいたことのはずだった。

　綺理恵が玖曜の洗脳に囚とらわれてはいないという証左。

　綺理恵の心が自由であることを喜ぼうとして……しかし、無理だった。

　想像もしなかった喪そう失しつ感かんに打ちのめされる辰巳に、綺理恵が続けて言ってきた。

「その通りです、兄様。私たちは兄きよう妹だいなどではありませんでした。私たちは……あのとき、兄妹になったのです」

「あのとき……？」

　辰巳が顔を上げる。

　綺理恵は、縛しばり上げられている辰巳の袖そでを摑つかんできた。

　それは、やはり懐なつかしい感覚だった。

「そう、兄様が、私の血を吸わなかったとき……あのとき、兄様への供く物もつとして育てられてきた私はすべての存在理由を失いました。どうしていいかわからず、ただただ立ち尽つくすだけだった私の前に、気がつけば──兄様がいました」

　覚えている。

　初めて会ったときのことは覚えていなくとも、あの日、あのときのことは忘れられない。すべてが鮮せん烈れつに記憶に焼き付いている。

「世界のすべてと敵対するようにして、私を守って立つ兄様の背中がそこにありました。あのとき私は──あなたが私の兄なのだということを、初めて理解したのです。そして、私はこの人の妹になる……妹になろうと、そう心に決めたのです」

「……キリ」

　覚えている。

　綺理恵を背後にかばい、父と対立した。

　あのとき辰巳もまた、自分が兄であることを、綺理恵が妹であることを初めて理解した。

　……同じだったのか。綺理恵もまた、あのときに……

「兄様。私はあなたの妹です。初めは確かに被害者だったのかも知れません、でもそれはあのときまでです。私は自らあなたの妹になりました。玖曜もなにも関係無く、血縁すらも根こん拠きよにせずに、ただ兄様が私の兄様だからこそ──私はあなたの妹になったのです」

　綺理恵は真剣な顔つきで、潤うるんだ瞳ひとみで訴うつたえてきた。

　辰巳は、第三竜子ドラキユラの言葉を思い出した。

『略りやく奪だつが吸きゆう血けつ鬼きの本質であり誇ほこり。けれど……それだけじゃあないのかも知れない』

　……おばあさま。あなたの言っていたそれ以外とは、これだったのですか。

　奪うばうことでは得られないもの。

　気づかぬうちに、それが辰巳の手の中にあった。

「キリ……僕は愚おろかだった」

「知っています」

　綺理恵が膝ひざをつき、辰巳と視線の高さを合わせた。

「お前は僕の妹だ。そこにもう、罪の意識はない」

「当たり前です、気づくのが遅おそすぎます」

　綺理恵が辰巳の肩かたに手をかけ、そっと頰を寄せてくる。

「キリ、いままで口に出して言わないようにしていたけど──僕はお前が大好きだ」

「……はい」

　辰巳の目の前には、綺理恵の白い首筋。

　牙きばを近づけ、確かめる──ああ、大だい丈じよう夫ぶ。

　かつての自分の恐おそろしいイメージが湧わいてくることはなかった。

　どろりとした重たい罪悪感が動きを止めることもなかった。

　辰巳を助けるために、綺理恵が血を差し出す。

　綺理恵を守るために、辰巳が血を受け取る。

　そこには何の悪あしきもなく、ただ互たがいを思い合う二人の心があるだけだった。

　だから、かつて第三竜子ドラキユラに教わった言葉を、辰巳は口にした。

「キリ──ありがとう」

「……こちらこそ、兄様」

　辰巳の牙が、綺理恵に触ふれる。

　血が──覚かく醒せいを促うながす血が、辰巳の中に流れ込んでくる。

　もはや拒きよ絶ぜつの反応はない。

　おびただしい熱量が身体からだの隅すみ々ずみにまで馴な染じんでいく。




　……気がつけば、身体を拘束する黒は砕くだけ散っていた。

　体中の怪け我がもすっかり治っている。

　脱だつ力りよくし、前のめりに倒たおれる綺理恵をゆっくりと床ゆかに横たえて。

　辰巳は、その場に立ち上がった。







　四　不敵の信託

　　　　truth trust







「──ようやく一歩前進だな」

　綺き理り恵えの血を吸い、立ち上がった辰たつ巳みに向かって山さん河ががそう言った。

　わずかに、ほんのわずかに、眉が上がり楽しげに見えた。

「山河……この状じよう況きようもまた、僕のために君が企くわだてたものなのかな」

「もちろん」

「じゃあ、本当に……感謝してもしたりない。だから──」

　辰巳は右手を握にぎりしめた。

　黒く光る血液、人ならざる禍まが々まがしいものの血をその手に纏まとわり付かせる。

「──できるだけ、平和的に済ませたい」

「平和的か。面めん倒どうだろう、邪じや魔まなら殺せ。それがお前だ」

「違ちがう」

「違わない。ナギ」

「ンー？」

　いつの間にやらだらしなく床に寝ね転ころがっていたナギが、山河の呼びかけに顔を向けた。

「なんだ、飽あきたのか？　出番だぞ、好きにやれ」

「ンー！」

　嬉しそうに応こたえて、飛ぶ。

　ナギは弾はじかれたかのように真上に飛び上がると、頭上の黒の中へと溶とけて隠かくれた。

　辰巳はじっと頭上を睨にらみ、そして──

「……そこか！」

　右手で攻こう撃げき。自らの──足あし下もとを。

　果たして、頭上に隠れたはずのナギは下にいた。

　床から上半身を覗のぞかせたナギが、辰巳の一撃を躱かわして斜ななめに跳ちよう躍やくする。

　直後、ナギに躱された辰巳の右みぎ腕うでは──それにまとわりつく黒い血は、足下の床に触れて一気に変容した。

　ニュィィイ──と異様な音を立て、足下の空間に穴が空いてレンズのように奇き妙みように歪ゆがむ。

　不定形歪わい曲きよく空間と化した一帯の向こう側に黄よ泉も津つ各地の光景が揺ゆらめき映り込んだかと思うと、空間の張力に引っ張られ穴は収縮──蒸発したエネルギーが黒い煙けむりとなって激しく周囲に吹ふき出した。

　つまりは、爆ばく発はつ。

「しま──」

　辰巳が咄とつ嗟さに綺理恵を庇かばう。ナギが逃にげ、山河が吹き飛ばされる。

　やがて爆発が収まると、クレーターと化した床がシュウシュウと煙を上げていた。

　……反省する。

　暴走こそしていないが、普ふ段だんの血を操あやつる感覚ではまったく加減が追いつかない。手の中で黒い血を転がし感覚を確かめながら、口の中で即そつ興きようの自意識制せい御ぎよ用よう構成詩を用意した。

「ゲホッ、ゲホ……まったく、妹の血を吸ったお前はいつも大おお雑ざつ把ぱで困る」

「申し訳ない、以後気をつける」

　床に転がっていた山河にそう応えた所で、直上からナギに襲おそわれた。

「ンー！」

「ぐ……」

　ナギの両りよう脚あしは煙のように溶けて拡ひろがり、身の丈たけほどもある上うわ顎あご・下顎と化して辰巳に襲いかかってきた。

　普通であれば認にん識しきがおいつかないような速度、しかしいまの辰巳は体内の血を操ることで体感時間さえ調整できた。

　ほぼ静止したミリ秒間に、上空のナギと目と目が合う。

「創造詩詠えい唱しよう──《牙》！」

　即興ながら、言葉の助けを借りて力の形を定める。辰巳自身が振ふり回されない程度に威い力りよくを抑おさえた黒い牙──直ちよく槍そうを右手から放つ。狙ねらいは上空から迫せまる顎あぎとの中央、関節部。ナギ本体に向かって真まっ直すぐに。

　届く。そう思った瞬しゆん間かん──




　ばくり、と食われた。ナギの両脚──巨きよ大だいな顎に。




「な──！」

　加減したとは言え、こんなこと──予想外のことに驚おどろきつつ、咄嗟に両手で頭を庇い、黒い血を膜まくとして纏まとい防ぼう御ぎよする。

　ナギの牙が、そこに食い込む。

「ぐ……ああ！」

　辰巳が力任せに腕を振るう。

　黒い血が暴れ、暴発したそれが天てん井じように当たると再び爆発を巻き起こした。

　だがそれはナギには当たっていない。彼女は素す早ばやく跳躍し、辰巳の三メートル前方に着地した。まったくの無傷である。

　対して辰巳は──ナギの攻撃を受け、両腕に深い傷を負っていた。

　すぐさま黒い血が傷口を覆おおい、再生する。元通り。

　だが……わずか二度の交こう錯さくで、辰巳は圧あつ倒とう的てきな劣れつ勢せいを認識させられていた。

　反応速度、移動速度、戦い方に攻守の質──全すべてにおいて、負けている。

　綺理恵の血で覚醒した状態だというのに、ここまで通用しないとは……どうするか。

　考える。

　辰巳は自分より強い相手と戦った経験がほとんど無かった。最強になるべく生まれ、育てられてきた。人質の有う無むや敵の人数などの条件によっては負けることもあったが、純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力で劣おとるということはありえなかったのだ。

　だが、ナギは辰巳よりも強い。

　どうすれば……考え、決める。

「創造詩詠唱、《舌》…………さあ、来い」

　辰巳は黒い血で作った刀を右手に構え、左手でナギを手招きした。

　時代錯さく誤ごな、正面からの斬きり合いの誘さそい。果たしてそれに、ナギは応えた。

「ンー！」

　ナギもまた黒い刀を作り出し、ぴょんぴょんと跳はねて見せた。

　辰巳が呼吸を整える。対して、ナギはぴょんぴょん跳ねた状態から──

　ごくごく無造作に、辰巳の眼前すれすれまで、ほぼ瞬間移動した。

「ンー」

「ぐ──ッッ！」

　ナギが刀を横よこ薙なぎに一いつ閃せん──辰巳は反撃は考えず、左腕を犠ぎ牲せいにする心づもりでそれを受けた。黒い血による防御は一瞬で突とつ破ぱされ、肉が切られ、骨まで断たれる。そうして左腕が切断され、そのまま刃はは辰巳の心臓めがけて進んでいき──

「──がああ！」

　辰巳は反撃を諦あきらめた時点で、右手の刀を自らの肩に突つき立てていた。ナギの刃を受け止めるための最適な一点。肉の内側、骨の傍そば──辰巳の体内で二本の刀が接せつ触しよくし、身体中にバラバラになりそうなほどの激しい衝しよう撃げきが響ひびき渡わたった。その勢いに吹き飛ばされそうになるのを、足下に黒い血で根を張って堪こらえる。

　時間にしたら千分の一秒以下の斬ざん撃げき。辰巳は──なんとかそれを、凌しのぎきった。

　このチャンスを、逃のがしてはならない。

「ぐ──創造詩詠唱、《筋》ッ！」

　辰巳の左ひだり肩かたの傷、たったいま斬りつけられた断面から黒い血が触しよく手しゆの如ごとく伸のび、ナギに迫る。縛しばり付け、捕とらえるように。

「ンーっ」

　ナギはその触手を視界に捉とらえると、いったん退いて距きよ離りを取ろうとした。

　辰巳の触手は速度が足りず、ナギにはぎりぎり届かない。

　だが──ナギを背後から、黒い刃が貫つらぬいた。

　ナギがそのあどけない表情に、素す直なおな驚きを滲にじませる。

　背後からナギを刺さした刃、それは辰巳の左腕──たったいまナギに切断され、回転しながら宙を舞まっている最中だった左腕の断面から伸びたものだった。

　切断される前に、辰巳は左腕の中に条件付けした黒い血を仕込んでいた。つまり──呼んだら戻もどって来い、という。

　果たして切断された左腕は見事に伏ふく兵へいとしての役割を果たし、ナギの急所を貫いた。

　辰巳は迷わず右手の刀を手放すと、代わりにナギを貫く刃を握った。その黒い血を改めて支配し、操る。結果、ナギを貫いた刃は傘かさの骨のような形状に大きく開いたかと思うと、そのすべての先せん端たんがナギの全身に突き刺さり、彼女のことをきつく、きつく締しめ上げた。




「……はぁ、はぁ……っ、げほッ、げほ」

　ナギを縛りつけ一息吐ついた辰巳は、咳せき込み口から血を吐はいた。

　ナギに斬りつけられた際に肋ろつ骨こつが数本折れ、そのうちの一本が肺を傷つけていた。

　限度を超こえた重傷に、再生が追いついていない。

「……はぁ……はぁ…………、ふぅ」

　それでも再生自体は行われている。辰巳はゆっくりと呼吸を整え、周囲を確かめた。

　倒たおれた綺理恵は無事。山河は──

「……やるじゃないか、咎とが野の辰巳」

「どうも」

　山河は、離はなれた位置に立って冷静に辰巳のことを見つめていた。

　その視線の落ち着きように胸がざわめく。

　その不安感をあえて無視して、辰巳は言った。

「山河……この事態を、終わらせて貰もらう」

「それはそれは、気が早いことだ」

「そうかな？」

「そうだとも。……ナギ」

　山河が倒れているナギに呼びかけた。

「好きにやれといったのは無しだ。──全力でやれ」

「……ンー」

　ナギが素っ気なく応える。

　それと同時に、彼女を縛り付ける黒い血の拘こう束そくが粉々に弾はじけ飛んだ。

「これは……!?」

　狼狽うろたえる辰巳に向かって、ナギは──すっと、人差し指を突きつけてきた。

「……ンー」

　そう言って、指を縦に振るう。

　すると。

　周囲の黒、黒の世界の全方位からまっすぐに伸びてきた槍やりが数十本、辰巳に向かって殺さつ到とうした。逃げられるような隙すき間まは無い。

「ぐぅ──！」

　最初の一本を防御しようとして、しかしそれすらも叶かなわずに──無数の槍が、辰巳の全身を貫いた。




「──お前はなぜ負けたと思う？」

「ぐ……ガハッ、げほ……」

　山河の問いかけに、辰巳は答えられない。

　貫かれたままでは再生は始まらず、ただ血を吐くことしか出来なかった。

　それでも構わず、山河は続けた。

「お前の過あやまちはこれだ──咎野辰巳」

　そう言って山河は足あし下もとに倒れていた綺理恵の腕を摑つかみ、引っ張り上げた。

　意識を失っている綺理恵が、苦しげに息を吐いた。

「まだ生きている。ヒゴウリだ、血が吸えるようになったのなら最後の一いつ滴てきまで搾しぼり取れ。この決断の甘さがお前の敗因だ」

「……やめろ。キリから、手を離せ」

「離して欲しいならここまで来い」

「ッ……」

　歯を食いしばり、身体からだを貫く槍から逃のがれようとする。

　だが、槍はびくともしない。黒い血も、上う手まく操あやつれない。

　もがく辰巳を悲しげに見つめながら、山河は言った。

「さっき言った通り、ナギの中にはかつてのお前の血の大半が入っている。そして良心を持たないナギは、その血を使いこなしている。いわば、ナギの力はゴウリ的だった頃ころのお前の──玖く曜よう辰巳の力だ。それに対して、そんな甘えた決断で勝てると思ったか」

「…………」

　辰巳はじっと山河を睨にらむ。動けずとも、逆転のきっかけを探さぐるために。

　そんな辰巳に山河が告げる。

「さあ、いまからでも妹の血を吸い尽つくせ。命と引き替かえの最後の一滴には、その他すべての血液の数十倍の力がある。それさえ吸えば、お前はナギに勝てるだろう。さあ」

　山河が、摑んだ綺理恵の腕を辰巳のほうに差し出してくる。

　辰巳は表情をわずかに歪ゆがめ、答えた。

「……断る」

「そうか。ならば……やはり、俺が手伝ってやるしかないのか」

「なに、を……ッ!?」

　山河は綺理恵の腕を摑んだまま、反対の腕で胸むな元もとからスラリと──刃は渡わたり三十センチほどの小刀を取りだして見せた。

　鞘さやから抜ぬき放たれたそれを注意深く観察するが、どう見ても本物。フェイクではない。

「生き血が必要だ、殺しはしない。が、助からない程度の傷はくれてやる。死にかけの妹ならば、血を吸い殺したところで罪悪感も湧わかないだろう？」

「なにを……！　山河！」

　山河は小刀を逆手に構え、綺理恵に向かって振ふりかぶった。

「山河!!」

　ぐちぐちぶち──と、辰巳の肉体が裂さける音。

　同時に、辰巳の身体を貫く槍の何本かにヒビが入る音も聞こえ始めた。

「ぐ……うぅうう」

「無理をするな。すぐに済む」

　山河は辰巳に一いち瞥べつをくれると、そのまま綺理恵に向かって小刀を振り下ろし──

「ぐ……がぁアアアッ!!」

　雄お叫たけび、足あ搔がく。

　肉が裂け、骨が砕くだけ、血管が千切れると同時に数本の槍が折れた。

　ぶちぐちゃごぎりと、歪いびつで不快な破は壊かい音の和音と共に辰巳は拘束を抜け出すと、山河に向かって直進した。

　そうして辰巳は、迷うことなく──意識のない綺理恵を胸の中に庇かばい、山河の振り下ろす刃を背に受けた。

「ぐ──っ、はぁ……はぁ……く……」

　拘束を逃れるために五体をぼろぼろにした辰巳が、綺理恵を抱かかえたまま床ゆかに転がる。

　再生は、さきほどまでよりなお遅おそい。

　山河は血まみれで転がる辰巳を──眉み間けんに皺しわを寄せ、苛いら立だたしげに見下ろした。

「……まただ。またお前は、俺を殺さなかった。俺を殺せばすべては解決するというのに。なぜだ、辰巳」

　……また。また殺さなかった、という。

　かつて山河を刺し貫いたことを思い出す。あのときも辰巳は山河を殺さなかった。その理由は決まっている。

　辰巳は床に転がったまま、山河を見て答えた。

「それは──君が、友達だからだ」

「…………っ」

　……ギリリリ、と音を立てるほどに、山河が奥歯を嚙かみ締めた。

　拳こぶしを震ふるえるほどに握にぎり締め、感情を露あらわにして言ってきた。

「友だと言うなら……なぜお前は俺を見捨てた」

「……山河。僕は君を、見捨てたことなんてない」

「咎野辰巳」

　山河が、辰巳の元へと歩み寄ってくる。

「これ以上、話すことはない。あの日お前から貰ったものに、利子を付けて返そう」

　そう言って山河は──小刀を、辰巳の心臓の上に突つき立てた。

「ぐぁ──ッ！」

　……即そく死しするような傷ではない。だが、血が流れ出す。

　小刀を抜かない限りこの血は流れ続け、やがて辰巳は死を迎むかえることになる。

「さあ、これで失うものの総量は見えた──妹の命を吸え。どうせ、このままお前が死ねば世界は滅ほろび、そうなれば妹も死ぬ。全すべてを失うか、妹一人の犠ぎ牲せいで全てを救うかだ。もはや問題にすらなっていない。だろう？　お前が生き残るための犠牲となるのなら、妹も本望に違ちがいない」

「…………」

　──本望。辰巳がかつて、手にかけた吸きゆう血けつ鬼きに対して使っていた言葉。自分が世界を導くための犠牲となるのなら、彼らも本望だろうと本気で考えていた。

　あの言葉を、いまいちど取り戻もどせと山河は言っている。

　だが、辰巳は……

「……兄、様」

「キリ？」

　腕うでの中、いつのまにか綺理恵が目を覚ましていた。

　どうやらここまでの話を聞いていたらしい。辰巳に対して言ってきた。

「どうぞ……私を貰ってください。あの日、兄様から頂いたものをお返しするときです」

「……キリ。兄が妹に贈おくったものだ、返して貰ういわれはない」

「でも……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、キリ」

　せめて安心させるように、微笑ほほえみかける。

　そんな辰巳の姿に、山河は再び声を荒あららげた。

「……そんな意地を張ってどうなる。いったいいまさら、何を期待するというのだ！」

　何を期待しているか──問われて初めて、辰巳はそれを自覚した。

　そう、自分は期待している。だからこそいま、苦痛に耐たえているのだ。

　何に期待しているのか。それは、そう──

「──アキラがいる」

「……なに？」

　山河に聞き返され、辰巳は言葉を続けた。

「アキラは、いまも絶対に諦あきらめないで現状をなんとかしようと懸けん命めいに動いている。僕は彼女の右腕だからね、先に諦めるわけにはいかない」




「……ハ……ハハハ、ハハハハハハハ！」




「ンー？」

　突とつ然ぜん笑い出した山河に、ナギが不思議そうに首を傾かしげた。

　山河は口元を押さえて笑いを堪こらえると、苛立ちを滲にじませる口調で語り始めた。

「……アキラ。伴ばんアキラか。お前がそこまで蒙もう昧まいになっているとはな、咎野辰巳」

「自分の部下に、ずいぶん酷ひどい言い様じゃないか」

「当たり前だ。あいつはただ理想を語るだけしか能の無い、役立たずだ。そういう女を見みい出だし、磨みがき上げた。無む為いに死を願っていたお前には、そういう女が必要だったからだ」

「……本当に、ありがたくって涙なみだが出るよ」

「上手くいっただろう？　だが──断言しよう。あいつに出来ることなどなにもない。最近の業績はすべてお前の助力あってのものだ。事実、お前と組む前の伴アキラは、それはひどいものだった。常に諦めず、理想を語りながら、しかし担当の吸血鬼をろくに世話も出来ずに殺してばかり。史上最低の取立人と呼ばれていたよ」

「…………」

　それは、辰巳の知らないアキラの姿。

　……いや、落ちこぼれの取立人だった、という話はアキラから聞いたことがある。多くの担当吸血鬼を助けられなかった、という話も。

　だが、山河の口から語られるそれらの話はまるで印象が違って聞こえた。そして恐おそらく、より現実的な評価は山河が伝える印象の方に違いない。

「理解できたか？　お前が隣となりにいない伴アキラに、できることなど何もないと」

「……確かに君の言う通りなのかも知れない」

　辰巳の言葉に、山河が勝ち誇ほこった表情で笑えみを浮うかべる。

　だが。

「でも僕は、アキラを信じるよ」

「……なぜだ」

　不可解さを露わにする山河に、辰巳は答えた。

「それは──アキラが決して、諦めないからだ」







　アキラは多くの吸血鬼から、そしてそれ以上に多くの人間から集めた血液委い託たく書を詰つめ込んだケースを手に、とある地下区画を進んでいた。

　目指すは、アキラと辰巳が共同で秘密裏に借りていた違い法ほうアパート、いわば隠かくれ家がだった。借用人の名義はアキラではなく、とある国家公務員のものになっている。

　誰だれも彼もがすっかり避ひ難なんし尽くした暗い地下通路。

　それでもどこから湧いてくるのか、たまに魔物ヤクシヤに出くわした。

　アキラには見えないそれらに、護衛として連れてきた吸血鬼たちが対処してくれた。

　途と中ちゆう、背後に付き従ううちの一人──永春エイシユンが、アキラに訊きいてきた。

「だが……本当にこんなところにあるのか？　お前の元に集まった血液を『岐クナト』の中にいる万人殺しミリオン・キルズに一気に譲じよう渡とするような、そんな一発逆転の方法が……いや、疑うわけではないのだが」

「疑わないなら訊かない。オーケー？」

「ぐ……」

　質問をばっさり切り捨て、そのまま直進する。

　やがて一同は、ちょっとしたホールに出た。地下道の分ぶん岐き地点にたまにある小空間。ここを抜ければ、目的地まではもうすぐだ。速度を落とさず内部に侵しん入にゆうする。

　と──




　バリバリバリバリバリ！




「きゃ、何!?」

　何かが砕け破れる音かと思った。

　が……振り返ると、そうではなかった。

　アキラの背後──いや、この小さな部屋の全方位が真っ白に覆おおわれ、出入り口も全てが塞ふさがれていた。

　天てん井じように設けられた人工の光をキラキラと反射する、氷の壁かべ。永春たちはこの氷の向こうか、あるいは氷の中に──

「……これってちょっとワンパターンじゃない？　ねえ」

　言いながら警棒を抜ぬき放ち、部屋の中央に向き直る。

　そこに立っていた小こ柄がらな少女──少女の姿をした吸血鬼は、アキラには見覚えのある相手だった。というより、忘れようも無い。アキラに、これまでの人生で最大の深手を──ほとんど致ち命めい傷しように近い一いち撃げきを与あたえてくれた相手である。

　ボディスーツに黒ジャケット、以前に会ったときよりよっぽど暗殺者らしい格好をして、手足の一箇か所しよずつに包帯を巻いている。なんというか、厄やつ介かいに場ば馴なれした印象があった。

「確か……八や宵よいとか言ったっけ？　どいてくれない？　あたし、いまから辰巳くんを助けに行くんだけど」

「……駄だ目めです」

　それまで俯うつむき加か減げんだった少女──八宵が、顔を上げる。

　前にあった時と何かが違う。よく見ると、片目だけが金色になっていた。

「辰巳さんに……手出しはさせません」

「は？　って、ちょ──」

　八宵は背負った鞘さや『一切一切りワンカツト・キル』から影身アヴアターラで出来た黒い刀身を抜き放つと、アキラに向かって直線的に斬きりかかってきた。
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　その光景に激しい既き視し感かんを覚える。前回は一方的に制圧されてしまったが──




　キィー……ン




　アキラの構えた多層ナノカーボン製特とく殊しゆ警棒と八宵の刀がぶつかり、涼すずやかな響ひびきが室内に反はん響きようする。

「ちょ交こう……渉しよう……の！　余地は……無い、わけッ!?」

　細かな回転で次々に切り返す八宵の連続攻こう撃げきをあるいは躱かわし、あるいは警棒で受けながらアキラが交渉を試みる。

　その言葉に、八宵はなんとも言えない困ったような表情を浮かべた。浮かべながら、しかし腕は容よう赦しやなく止まらない。

「って、いう！　か！　辰巳く、あなたの、こ、心配、て…………ん？」

　ぴたっと、八宵の動きが止まった。

「た……辰巳さんが？」

「え？　ああ、そうそう。あなたのこと、心配してたわよ」

「……ほ、ほんとですか？」

　立ち止まって、訊いてくる。

　アキラはなんとか息を整えながら──改めて自分の身体からだを見下ろすと、わずかな斬り合いの間に小さな傷がそこら中に出来ていて酷ひどい有様だった──ゆっくりと答えた。

「ほんとーよ。社長に訊いても、しかるべき所に送ったーとかしか言わないから、辰巳くん、ずっと心配してたのよ」

「あ……すみません、秘密の仕事をしてて……じ、実は、仕事中に何度か、辰巳さんやあなたにも遭そう遇ぐうしたんですが……正体を、明かせなくて」

「え、うそ!?　いつ……ってああ、もしかしてあのときの包帯剣けん士し!?」

　思い出す。辰巳と担当した国営血液銀行事件のときのあいつか。

　驚おどろくアキラに、八宵がさらに言ってきた。

「は、はい……あと、トカゲ剣士とか、メイド剣士とか……通りすがりのネコ剣士も」

「うっわー、じゃあもう刀使ってる奴やつはだいたいあんただったんじゃないの。……って、だとしたらまさか、あなた、あのときの──宇宙暗黒バッファロー大将軍も!?」

「そ、そそそ、その話はやめてくださいッ!!」

　アキラの口にした単語に、八宵が激しく反応する。

　ああそうか、あれも彼女だったのか……あのときの、あのあれが……

「……うわー」

「う、うわーとか言わないでください。だってあれは……し、仕方なく……ううう」

　どうやら宇宙暗黒バッファロー大将軍のことはよほどの黒歴史だったらしい、八宵は目に涙をためて落ち込み始めた。

　あまりに深刻なその反応を前にして、アキラの胸にもなにか罪悪感が湧わいてきた。

「あー……ごめんごめん。でもほら、あれはあれでかっこよかったわよ？　こう、一部分だけが異様に長かったり、かと思ったら裏側は完全に丸出しだったり、しかも見てて心配になるような凄すごい角度してたしさ……うん、辰巳くんもあれがあなただって知ったらきっと、こう、なんていうか……感心するわよ、絶対」

「……そう、ですか？」

「もちろん！」

　そう、間ま違ちがいなく感心はするに違いない。

　……よくやったなーあんなの、という意味で。

「……うーん」

　なんとなく少し、後ろめたさを感じてしまう……

　そんなアキラに、今度は八宵が躊躇ためらいがちに訊いてきた。

「あ、あの……私、強ごう盗とうのときは酷いことをしてしまって……辰巳さんに、嫌きらわれてるんじゃないでしょうか？」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。辰巳くんは、よっぽど他人の人権を蹂じゆう躙りんしたりしてなけりゃ、そいつがどんだけ悪いことしてても同情しかしないから。で、ところで……」

　会話のトーンを意図的に、真ま面じ目めな方向へと傾かたむける。

　いつ、攻撃が再開するとも分からない。

　全力で警けい戒かいしながら、アキラは質問を口にした。

「……あなた、あたしを殺す気あるの？　もしそうなら、最初に氷づけにして終わってた気がするんだけど」

「あ……い、いえ、今回は……あなたが戦せん闘とう不能になりさえすれば、辰巳さんはきっと……決断すると思いますから」

「決断……？　辰巳くんに何かを決断させるために、あなたは戦ってるの？」

「……黒髑髏どくろさんは、あなたのことを無視してましたけど……でも、私にはわかります。辰巳さんに一線を越こえさせるのに必要なのは──あなたの、排はい除じよだと」

「一線を越えるって……どういうこと？」

「…………」

　答えない。質問を変える。

「しかしあなた、いつの間にうちの社長の手下になってたの？　血銀強盗から、えらい転職だけど」

「……私は、別に、あの男の手下じゃありません。でも……すべては辰巳さんのためだという彼の言葉は、本心だと思いますし、それに……辰巳さんを王様にするというのには……私も、賛成ですから」

「は？　なにそれ……ああ、要するにあれ？　辰巳くんに対して、彼の実家がやってたみたいになんか、立派な支配者にしよう、みたいな？」

「そ、そういう……感じです」

　お互たがいに、なんとも曖あい昧まいな言い回し。

　だがそれでだいたい伝わった。

　なのでアキラは──表情を一変させ、厳しい目つきで八宵を睨にらみ付けた。

「……馬ば鹿かじゃないの。いまのこれも計画なわけ？　……被ひ害がい者しやが出てんのよ」

「それは……ぎ、犠ぎ牲せいは必要です。最小限に、抑おさえてますし……」

　視線を逸そらしながら答える八宵に向かって、アキラははっきりと言った。

「──ふがいない」

　びくりと、八宵の肩かたが震ふるえる。

「……あなたには、わからないです。辰巳さんに救ってもらった、私の気持ちは」

「なによそれ、あたしだって」

「──もう、いいです」

　八宵の視線が尖とがる。その眼光が、アキラを射い貫ぬく。

　戦闘再開、横よこ薙なぎの八宵の刀がアキラに迫せまる。

　殺す気は無いらしいが──無事に済ませる気もないらしい。

　確実に急所を狙ねらってくる刀を皮と肉で受け、傷だらけになりながら懸けん命めいに距きよ離りを取る。

　距離を取れば、攻撃をかわしやすいだけでなく相手の動きがぐっと見やすくなる。八宵の動き、刀の軌き道どう、それらに懸命に目を慣らす。

　だが、すぐに八宵が追ってくる。アキラの足あし下もとに深く踏ふみ込み、逆袈け裟さ斬ぎり。警棒で受けつつ身体を捻ひねるも、わずかにかすった刀身にアキラの制服が裂さけ、じわりと血が滲にじんだ。

　一いつ瞬しゆん、その怪け我がに意識が向いた。その隙すきを突ついて、八宵が一撃。

　咄とつ嗟さに警棒で受けるも、正面からの攻撃に勢いを殺しきれなくて吹ふき飛ばされる。そのまま上う手まく体勢を立て直せずに、背中から床ゆかに転がった。

「ッ……」

　わずか一分未満の攻こう防ぼう、だがその間にアキラの心身は大きく摩ま耗もうしていた。

　身体を支えようとする手に、思ったように力が入らない。

　そのタイムラグに、決着。

　八宵は刀の切っ先をアキラの喉のど元もとに突きつけてきた。

「……お、大人しく、してください。あなたさえリタイアすれば、辰巳さんは、きっと……正しい王様に、なってくれますから」

　ギリ、とアキラが歯がみする。

　八宵はそんなアキラを、冷たく見下ろしていた。







「……いまごろ、八宵はアキラと交戦しているらしい」

　携けい帯たい電話を手に八宵からの報告を確かく認にんした山河が、辰巳にそう告げてきた。

「そう、八宵さんが……元気にしてるといいけれど」

「悠ゆう長ちようだな。アキラに勝ち目はないぞ」

「そうかもね」

「…………」

　山河が不満げに目を細めた。

　辰巳は口では山河の考えを認めつつ、余よ裕ゆうの態度を崩くずさずにいる。

　それはもちろん、アキラを信じているからに他ほかならない。

　改めて、山河が訊きいてきた。

「……なぜそこまであの女を信じる」

　辰巳は微笑ほほえみを浮うかべつつ、それに答えた。

「彼女は──君が言うとおり、本当は弱いのかもしれない。今にして思えば、初めて会ったときの彼女には、確かにそういうところがあった気がする。でも──彼女が僕の前で、諦あきらめたことは一度もない。負けようとも、失敗しようとも、諦めることはなかった。君はそれを、自分がそう仕向けたことだからと言って、大したことではないと思ってるようだけど──世界を変えるのはきっと、彼女のような人間だ。だから僕は、彼女を信じる」

「……馬ば鹿か馬鹿しい」

　山河は吐はき捨てるようにそういった。

　実際、どう考えても納なつ得とくいかなかった。

「そんなことを言っている間に──お前はもう、死にかけている」

「……まあ、ね」

　辰巳の心臓から流れ出る血は、すっかり勢いを弱めている。

　もう、血が残っていないのだ。

　山河は指先で、小刀の刺ささったままの辰巳の傷口に触ふれた。

　辰巳の鼓こ動どうが弱まっていくのが感じられる。

「……俺とお前が、一つであればよかったのに」

「──それは無理だ、山河」

　鼓動が弱まり──ほとんど、消える。

「辰巳？」

　呼びかける。だが、辰巳はもはや答えなかった。

　山河は血のついた指先を眼前に見つめ、呟つぶやいた。

「──愚おろかな愚かな我が主あるじ。お前のいない世界は、せめて──この俺の手で、無へと帰そう」







「我ながら、ふがいないったら……うりゃ！」

「──ッ!?」

　予想外。

　それは、八宵にとって予想外の行動だった。

　黒い刀が自分の喉元に突き刺さるのも構わずに、アキラが反はん撃げきしてきたのである。

　咄嗟に冷静な判断が出来ず、思わず刀を引っ込め距離を取った。

　……立ち上がったアキラの胸むな元もとは深く切れ、夥おびただしい血を流している。

　そんな状態で、それでもアキラは……不敵に笑い、八宵を見ていた。

「……どうして」

「うん？」

「……どうして、そこまで……諦めないんですか？」

　思わず尋たずねる。それに対してアキラは迷いなく答えた。

「そんなの決まってるでしょう。辰巳くんが信じてくれてる──あたしは諦めないって、信じてくれてるの。なら、それに応こたえなくちゃあ駄だ目めでしょうが」

　答えになっていない答え。だが──

　……ぶわ、と八宵の全身に鳥とり肌はだが立つ。

　殺気に似た強い気き迫はく。

　アキラの全身から発せられるプレッシャーに肉体が反応していた。

　戸と惑まどう八宵の前で、アキラは言葉を続けた。

「昔のあたしは理想ばかり口にして、でも心のどこかで諦めてた。悲観的な吸きゆう血けつ鬼きを前に、はげます言葉も躊躇っちゃうくらいに……でもね」

　アキラは片手で首元の傷を押さえ、片手で警棒を構え、正面から八宵を見つめてきた。

「ある日、辰巳くんが現れた。そしてあたしを認めてくれた。それどころか信じてくれた。一点の噓うそもなく、心の底から信じてくれたのよ。嬉うれしくて、思わず彼にあたしの右みぎ腕うでになれって言ってたわ。……そのとき、あたしは決めた。辰巳くんが信じてくれる限り、あたしはもう絶対に諦めないって。この信しん頼らいに相応ふさわしい女になるために、辰巳くんに対して恥はずかしくないあたしであるために、なにがなんでも絶対に諦めないって決めたのよ」

「…………辰巳さんに、相応しい……」

「それにくらべて……馬鹿社長になにを吹き込まれたのか知らないけど、あなたたちのやってることは結局、痛いも辛つらいもぜーんぶ辰巳くんにおっかぶせようとしてるだけじゃあないの」

「そ、それは……」

「辰巳くんが凄すごいと思うなら、尊敬するっていうならねぇ、辰巳くんみたいに自分が世界を変えられるようになりなさい！　そんでもって、辰巳くんの隣となりに立つに相応しい自分でいられるようちゃんと自分で戦えってーのよッ！」

「──ッ!!」

　アキラが動く。

　先ほどまでに比べ、急激に素す早ばやく──もちろん、実際に速度が上がったわけではない。むしろダメージによって動きは遅おそくなっている。素早いという印象は、反応速度の緩かん急きゆうによるものだった。

　八宵が反応しようとすると速度を変え、タイミングを合わせない。

　それはアキラの類たぐい希まれな観察能力によるもの。彼女は目がいい、これまでの戦いで観察した八宵の動きを読み、絶ぜつ妙みようにタイミングと位置を外している。あれだけの怪我を負っているとは思えない足運び、それは迷いのない覚かく悟ごの成せる術わざか──

　対して、八宵は完全に集中が切れていた。

　思考が揺ゆらぎ、正しい対応を取り損そこねる。

　結果は必然、アキラが八宵の懐ふところに入り込む。

　──熱い。暑い。

　実際の体温はもちろん、それ以上の激しい熱量をアキラは放っていた。戦せん闘とう中の研とぎ澄すまされたセンスにだからこそ感じられる、炎ほのおの塊かたまりのような存在の圧力──




　ガッ──!!




　アキラが全身のバネを限界まで振ふり絞しぼり放った警棒が、八宵の胸を突く。

　八宵は吹き飛ばされ──すぐに踏み堪こたえた。

　もともと、破産や太陽の力を借りることなく人間が吸血鬼を倒たおせるわけがない。出血によってわずかに消しよう耗もうさせるのが精々、怪我らしい怪我を負わせることはほぼ不可能なのだ。

　だが──

「さあ……まだ続ける？　辰巳くんが、待ってるんだけど」

　不敵に笑うアキラを前に、八宵が──刀を納め、戦闘態勢を解除した。

　周囲の氷が砕くだけ、細かな結けつ晶しようとなって宙を舞まう。

「……私の、負けです」

「あ、そ？　オーケー、それじゃ、あ──っと」

　既すでに限界を超こえていたらしい。

　アキラの膝ひざから力が抜ぬけ落ち、前のめりに倒れ込む。

　それを、八宵が受け止めた。

「……このまま、連れて行きますから」

　そう言って、八宵がアキラに肩かたを貸す。

　アキラは無む邪じや気きに笑って礼を言った。

「あはは、ありがと。これでいっこ、借りね」

「……いえ。いつかのときは、す、すみませんでした。その…………刺してしまって」

「あー？　ああ……じゃあ、そうね。これで貸し借りなしで」

「と、とんでもないどんぶり勘かん定じようですね……あ、いえ……やっぱり、私の貸しです。貸しが一つありました」

「貸し？　なにそれ？」

「それは、辰巳さん…………い、言えません。あなたに対しては、絶対に」

「は？　あたしに言えないのに、なんであたしに貸しなのよ？」

「そ、それは、だから…………わ、私、嫌きらいです！　あなたのこと」

「そ？　あたしは意外と好きよ、あなたのこと」

「………………うう」

　八宵は、肩に支えるアキラから、ぷいと目をそらした。

　この女はずるい、とそう思った。







　アキラと八宵は、最後の通路を進んだ。

　八宵の氷から解放された永春たち他の吸血鬼は、出口を固めておいてくれと言って置いてきた。自分たちが残され八宵が同行するということについて彼女らは不満そうだったが、アキラはなんとなく八宵の肩が手放しがたかったのだ。

　やがて二人は、目的の地下室へと辿たどり着いた。

　そこには一人の男が縛しばられ、転がっていた。

「んむー、むー、ぶふふー」

　縛り付けられ、猿さるぐつわをされた男──為ため田た。

「……なんか妙みように似合ってるわね、縛られるの」

「むぐー!?　んむむんむふー！」

　アキラの素そ朴ぼくな感想に、為田が猿ぐつわごしに抗こう議ぎの声を上げてきた。

　とりあえず、八宵が為田を拘こう束そくする縄なわや猿ぐつわを切ってやる。

「──っぷはー、もー青あお薙なぎさん～、縛るなんてひどいじゃないですか！　っていうか伴さん、け、怪け我がだらけですけど、大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「大丈夫よ。っていうか為田さん、縛られただけで済んで良かったじゃない。殺されてるかと思ったのに」

「あ、いやあ……僕、死んだら幽ゆう霊れいになりそうって、よく言われるんですよ」

「……ふーん？」

　相変わらず、なんだか受け答えがズレている。

　その様子をアキラと同じような微び妙みような表情で眺ながめつつ、八宵が言った。

「為田さん……どれだけ脅おどしても、いったいなにを隠かくしているのか、教えてくれなくて」

「へー。さすが、意外と根こん性じようあるじゃない」

「いやあ、まあ……きっとこうなるだろうなーっては思ってましたから」

　引きつった笑え顔がおでのほほんと笑いながら、為田が言った。

　それを聞いた八宵は思わず表情をしかめた。

　みんな、お互たがいのことを信じている。辰巳もアキラも、為田でさえも。

　なのに自分だけ独りよがりで剣けんを振るって、なんて馬ば鹿かなんだろう、と自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　だが、為田は続けて言ってきた。

「だって、青薙さんは優やさしいですからね～」

「……え？」

「ちなみにうちのおばあちゃんも凄く優しかったんですよ」

「……はあ」

　……やっぱりこの人はズレている。

　ズレているけど……八宵は少しだけ、救われた思いがした。

「さてはともかく、例のブツを出してちょうだい、為田さん」

「あ、はいはい、お待ちを──っしょっと」

　アキラに促うながされた為田が床ゆかの一角を操作する。すると、床に溶とけ込んでいた隠し金庫の表面に契ミ約ト術ラの文様が浮うかび上がり、やがて解かい錠じようされた。

　思ったよりも浅いその穴の中には──書類が数枚？

「契けい約やく書しよ……ですか？」

「そ。いつかの社長を見習ってね、いざというときのための署名済み契約書を保管しておいたのよ。えっと、辰巳くんだけ署名済みのやつは──これか」

　なんの契約だろう……？

　街中から集めた血の委任状は、アキラ名義のものである。それらを辰巳に再委任するのだろうが……しかし、こんな事態を想定しての契約書なんていくらなんでも用意しているはずがない。じゃあ一体どうやって、アキラのものである血を辰巳に受け渡わたすのか？

　アキラの背後から契約書を覗のぞき込む。と、八宵は驚おどろきに目を見開いた。

「これ──こ、こ、婚こん姻いん、契約じゃ!?」

「そ。まあ辰巳くんまだ十六だし法律的には認められないことだけど、でも個人間の契約としてなら成立するのよ。契ミ約ト術ラは司ヴ法ア精ル霊ナのもとこれを認める、って奴やつ」

　違ちがう、そういう問題ではない。

「な、なんで辰巳さんの署名がしてあるんですか!?」

「え？　だから、前々からいざというときのためにって……」

「そんな、だ、だって……そ、そこに、愛はあるんですか!?」

「あ、愛!?　って……」

　八宵の質問にアキラは──顔を真っ赤にして唇くちびるを嚙かんで、恥ずかしそうにはにかんで。

「……いいでしょ、別に……必要だからやるの、以上！」

　と投げやりに言ってきた。

「で、でも……だって……！」

　なおも八宵は納なつ得とくできなかったが、しかし。

「えい」

「あー！　あーあーあー!!」

　悲鳴を上げる八宵の前で、アキラはあっさり署名をしてみせた。

　そうして、夫ふう婦ふの契ちぎりが交かわされた。

　夫婦とは──財産の共有を伴ともなう。

　アキラはなんともいえない笑顔で婚姻契約を見つめ、呟つぶやいた。




「さあ──あとは頼たのんだわよ、旦だん那な様」







　五　血の取立

　　　　extreme exaction







　──ドックン




「……兄、様？」

　まず、辰たつ巳みの隣となりに横たわったまま朦もう朧ろうとしていた綺き理り恵えがそれに気付いた。

　微かすかな鼓こ動どう。

　それは、心臓の止まったはずの辰巳から聞こえてきていた。




　──ドックン




　今度は、より大きな鼓動音。

　山さん河がが首を傾かしげつつ、辰巳を見下ろす。

「……辰巳？」

「…………」




　──ドックン……ドックン、ドックン




　激しい鼓動は、もはや辰巳からだけではない、もっと深い地の底から響ひびいてくるように感じられた。

　やがて辰巳が目を開き、立ち上がる。

　胸むな元もとに突つき刺ささる小刀は、自然に抜けて足元に落ちた。

「……なぜ、生きている」

「アキラのお陰かげだ」

「馬鹿な！」

　山河は辰巳の言葉を否定した。

　だが、事実として辰巳は起き上がっている。

　しかも、普ふ通つうの様子ではない。




　──ドッグン、ドッグン！　ドッグン！
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　いまや間違いようもない。巨きよ大だいな鼓動は周囲全体から聞こえてきていた。

　いつのまにか、黒の世界の足あし下もとを這はうように赤い血脈が侵しん食しよくし、鼓動に合わせて明めい滅めつしていた。鼓動を重ねる程ほどにそれは太くなり、そして数を増していく。

　動脈の行き着く先は他ほかでもない、辰巳。

　いまや辰巳の全身に、輝かがやく赤が纏まとわり付いていた。

　特に顕けん著ちよなのは山河が貫つらぬいた心臓の傷と、ナギとの戦いで失った左ひだり腕うでの断面。それぞれから燃え上がる炎ほのおのようにして、赤く輝く影かげが立ち上っていた。

　そう、それは血ではない。辰巳の元に集まっているのも実際の血液ではない。

　あくまでそれらは影──人間数万人分の血、そこに潜ひそむ命の輝きを凝ぎよう縮しゆくして初めて現れる生者の影だった。

　押さえがたい勢いで、赤い影が煌こう々こうと光り輝く。

　辰巳の頭とう髪はつもまた赤く輝き、そして目の奥が赫あかく煌きらめいた。




　──見たことが無い。こんな辰巳を、山河は見たことがなかった。

　かつての玖く曜よう辰巳の力を超こえ、バッカスの全血液を手にしたときよりなお遥はるかに、超ちよう常じようを極きわめたかのようなその異容。

　──納得しがたい。

　眼前の結果以外、そのすべてが信じがたかった。

　見ただけで分かる大量の血の力。

　それをどうやって集めたのか。それをどうやって辰巳に結びつけたのか。

　辰巳はこれをアキラのお陰だという。それは信じがたいことだった。

「……くっ」

　山河は携けい帯たい電話を取りだした。

　アキラと交戦しているはずの八や宵よいから話を聞くため、電話をかける。

　通話はすぐに繫つながった。

「八宵か。いったいなにが──」

『あ、社長？　一日ぶりね、久しぶり』

「……アキラ？」

　一いつ瞬しゆんだけ呆あつ気けにとられ──即そく座ざに納得する。

「……なるほど。お前が出るということは……八宵が裏切ったか」

　それはあり得ることだ。八宵も所しよ詮せんは第三者、仕方が無い──なんて思っていると。

『いいえ……負けたんです。私は、彼女に』

　今度は携帯から八宵の声が聞こえてきて、そんなことを言ってきた。

　唐とう突とつに、理解できなくなる。アキラが、八宵に、勝った？

「──伴ばんアキラ。お前はいったい何者だ。いったい、なにをした」

『何者もなにも、社長の知っての通りよ』

　あっけらかんとしたアキラの声。

　いつになく忌いま々いましく感じられるその声こわ音ねで、アキラは言った。

『あたしは取立人。いまもただ、取り立てをしただけよ』

「取り立て……取り立てだと……？」

『そ。いま集まっている血はほとんど全部、辰巳くんがみんなに貸してたもの──それに利子が付いて返ってきただけ。人から奪うばうだけの人間なんて、偉えらそうなこと言っても運用的にいえば失敗そのものよ。奪わず貸し出す、借りた資産もぜんぶ又また貸がしする、そっちのほうがよっぽど有能。──要するに、辰巳くんの運用勝ちよ』




「運用──だと」

　山河が辰巳を、ぎらりと睨にらんだ。

　その視線の先で、辰巳はきょとんとしてから──嬉うれしさに、胸が苦しくなった。

　ああ……自分はなんて愚おろかだったのだろう。

　無む駄だだと思っていた人々への善意が、手て探さぐりのままたどたどしく繰くり返してきた善行が、アキラを通していま、辰巳の下へと戻もどってきた。

　綺理恵に対してもそうだったように、この世界すべてに対してもまた──悲観的な辰巳の懸けん命めいさは、すべてを自分が何とかしなければならないという思い込みは……他人の優やさしさによってあっさりと否定されてしまった。それはとても、幸せなことに。

　更さらに、アキラが付け足し言った。

『でもって社長、さっきから一つ間違ってるわよ。あたしは伴アキラじゃなくて──いまはもう、咎とが野のアキラなの』

「ッ、貴様──」

　辰巳に血が届いたカラクリを黒髑髏どくろが理解する。

「婚こん姻いん契けい約やく──『血グのラ婚ハ姻ナ』か。ふざけた手を」

「ふざけてるつもりは、ないんだけどね」

　答える辰巳の隣では、

「に……兄様、婚姻とは、まさか……アキラさんと!?」

　綺理恵の大声が電話越ごしに聞こえたらしい、アキラが綺理恵に呼びかけた。

『あ、キリちゃんも無事？　じゃあこれからはあたしのこと、お義ね姉えさんと呼んでねー』

「ふ……ふざけないでくださいッ!!」

　ああ──綺理恵が、ここに捕とらわれてから一番の大声で異議申し立てた。

「く……兄様は、すべて知っていたのですか!?　アキラさんが、血を集めて婚姻契約を結ぶと……」

「いや全然……でも、ないか。なんとなく、こんな感じになるとは思っていたよ」

　そう言って、辰巳が笑う。

　綺理恵は目を見開き、そして改めて驚きよう愕がくした。

　綺理恵は、辰巳のために自らを捧ささげようとしていた。

　それに比べ、なんたる──理想主義の、御ご都つ合ごう主義。街中を巻き込んで、その上で誰だれ一人、自分自身さえも犠ぎ牲せいとはせずに解決してみせるこの力ちから業わざ……

　これを、辰巳は信じていたというのか。こんな、馬ば鹿かげた展開を──

「…………これだから敵かなわないんですよ、まったく」

　綺理恵は不ふ機き嫌げんそうな表情で、そう呟いた。




　赤を立ち上らせながら、辰巳は一歩、山河に歩み寄った。

「山河……君にはいくつも、謝らなければならないことがある」

「やめろ……それで勝ったつもりか。まだナギを倒たおしてもいないのに」

「もう戦う必要なんてない。だから、山河──」

「……やめろ、謝るな……咎野辰巳、俺をそんな風に……見るんじゃあないッ!!」

　山河は激げき昂こうした様子で、足下から拾い上げた小刀を振ふり回してきた。

　辰巳はあえてそれを避よけずに、ゆっくりと山河に近づいていく。

　身体からだは切られるそばから再生している。辰巳はただ直進し、山河の目の前に立つ。

　そして、そっと小刀を握にぎる山河の手に触ふれて──

「……すまない」

「ッッッ！」

　辰巳が謝ると同時、指先から辰巳に血を抜ぬかれ、山河は意識を失って倒れた。

　辰巳の身体の中に、山河の血が取り込まれる。

　綺理恵の血を吸えるようになってトラウマが消えたのか、身体は血を拒きよ絶ぜつしなかった。

　辰巳は罪悪感と悲しみと友情の入り混じった、自分でもよくわからない複雑な感情に襲おそわれながら──山河の血が、自分にとてもよく馴な染じむのを感じた。




「……しかし、この黒い空間はどうしたものかな」

　辰巳はゆっくりと周囲を見回した。

　山河が意識を失っても、この空間が消える様子はない。

　となると、残りの可能性はナギを倒すことだろうが……

　部屋の中にナギを探す。それは、容易たやすく見つかった。

　ナギはすたすたと何気ない足取りで、倒れた山河の元に歩み寄ってきていた。

　彼女は倒れた山河の表情をじっとのぞき込み始めた。

「ンー？」

　山河の頰ほおを突く。山河は目覚めない。

「……ンー」

　ナギは自分の頭に指を当て、なにかを思い出そうとしているようだった。

　やがて、思い出したらしい。

　ハッとした様子で──無表情に、宙を見つめた。

「……ナギ？」

　辰巳が声をかけた、瞬間。

「──ァァァァァァアアアアアアアアア」

「ッ!?」

　ナギが叫さけんだ。

　その咆ほう哮こうを皮切りに──

　ナギが飛んだ。辰巳に向かって、真まっ直すぐに。

　激しい振しん動どうは、黄よ泉も津つ自体の震ふるえ。

　ナギが右みぎ腕うでを振るう。それに伴ともない周囲を覆おおう『黒』が隆りゆう起きし、変異し、はぎ取られた。

　──腕。

　空間を構築する果てしない『黒』がナギの腕にまとわりついて巨大な一本の腕と化す。それは辰巳に向かって横よこ薙なぎに振るわれた。

　対する辰巳は、やはり相変わらず『黒』を支配することはできなかった。

　が、代わりに──街中の血が、人々が、辰巳の血管となっている。

　地を這う赤い血脈──血管たちは辰巳の背後に集まり、放射状の膜まくとなって辰巳の背に付き従った。それは雄ゆう大だいな大河に似た、マントの如ごとくに。

「創造詩詠えい唱しよう──《爪つめ》！」

　血脈から『赤』が注ぎ込まれた辰巳の左腕が、巨大な爪と化す。

　爪と爪、辰巳の左腕がナギの一振りを受け止める。

　辰巳の背に負う『赤』の血脈、その輝かがやきがナギと辰巳の爪つま先さきが切り結ぶただ一点に凝ぎよう縮しゆくし、火花に似た光と共にエネルギーの奔ほん流りゆうを生じさせた。爆ばく発はつのような衝しよう撃げきと振動が広がり、揺ゆり戻し、さらに共振する。

　それは一撃と一撃。正面からのただの殴なぐり合い。だがそれで周囲の壁かべが、天てん井じようが、次々と構造を保てなくなり落ちて来る。

　辰巳の纏まとう『赤』が翻ひるがえり、周囲の惨さん状じようから綺理恵を、そして──山河を庇かばう。

　対してナギの『黒』は明らかになにも、誰だれも気にしていなかった。その一撃は間ま違ちがいなく山河の無事さえも考こう慮りよしてはいなかった。

　それで、理解する。

　ナギのこの行こう為い、この戦せん闘とう。山河を守るためですらない、すべてを消し去ろうとするかのような戦い方、これは間違い無く──山河の命令なのだろう。




　──自分が倒れたら、すべてを滅ほろぼせ。




　そういうような命令に、ナギは従っているのだ。

「ナギ──やめるんだ。僕らが戦う理由はない！」

「……クァー」

　辰巳の呼びかけに対して、ナギは威い嚇かくするようにして喉のどを鳴らした。それから目をらんらんと輝かせ、辰巳に向かってさらなる攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。

　──駄だ目めか。

　ナギ。失敗作。玖曜の実験体。彼女と山河がどう交流していたのかはわからない。

　だが、ナギは山河と人格のある一面──破は滅めつ的な衝しよう動どうを共有しているように見えた。

　……倒さなくてはならない。

　辰巳は決意を固め、左腕をさらに大きく振りかぶった。

「創造詩詠唱──《骨》！」

　辰巳の左腕が節くれ立った、いびつな棍こんの形となる。

　ただ殴るための形状。その形状で、殴る。

　横に振るった腕に合わせて、周囲の壁が真っ二つに引き裂さかれた。

　それら瓦が礫れきの暴風を伴いながら、辰巳の拳こぶしがナギに迫せまり──

「ンー！」

　ナギが身構える。すると足あし下もとから蛇へびの頭部のような黒が持ち上がり、ナギをくわえ込むようにしてガードした。

　そのガードの上から、辰巳の一撃。

　ナギはこらえる、だがその直線上にある壁が、触れてもいない辰巳の一撃の威い力りよくによって一いつ斉せいにひしゃげて吹ふき飛んだ。

　辰巳の攻撃は終わっていない。

　巨きよ大だいな棍と化した左腕をぐるりと巡めぐらせ、大きく振るい──二撃目、三撃目、四撃目、そしてさらにさらに繰り返し繰り返し、殴り殴って、そして殴る。

　無骨な暴力。ただ規模が巨大なだけの工夫くふうの無い暴力に、ナギが耐たえる。縮尺を無視したかのような素す早ばやい切り返しに、反撃のタイミングが摑つかめない。

　十、二十と攻撃を重ねたとき──ナギより先に周囲の施し設せつが崩ほう壊かいした。

　黒をはぎ取られた黄泉津の地下区画、その構造体が粉ふん砕さいする。

　ナギは、そして辰巳は、瓦礫の流れに飲まれるようにしてさらなる下層へと滑すべり落ちていく。辰巳の『赤』が綺理恵と山河をその場に留とどめ、二人だけがさらなる下へ。

　その途と中ちゆうで、気づく。

　崩くずれ、舞まい落ちる無数の瓦礫。辰巳はそれに衝しよう突とつしないよう防ぼう御ぎよしながら落下していたが、しかしナギはただ無造作に落下しているように見えた。

　必然、瓦礫がナギにぶつかる。さらにぶつかる。さらに、さらにぶつかる。

　やがて辰巳とナギは下の階層、その床ゆかに着地した。

　……まず違い和わ感かんを覚えたのは、ナギにぶつかった瓦礫が固まったままその場に留まっているということ。そして次に、瓦礫が自らナギにぶつかりに行っていたように見えたことを思い出した。

　この違和感の正体は何か──答えがでるより前に、それは動き出していた。

「……これは」

　ナギを中心として集まった瓦礫の塊かたまり──無数の黄泉津の欠片かけらたち。

　気づけばそれが、全長十メートルを超こえる巨大な一いつ匹ぴきの蛇のごとき姿となって、金色の瞳ひとみで辰巳のことを睨にらみ付けていた。

「『蛇』……？　……いや」

　──ナギが黄泉津の瓦礫を吸収したのか。

『蛇の心しん冠かん』──『蛇』とつながるための体外臓アムシヤの力に違いない。黄泉津の欠片、すなわち『蛇』の肉を操あやつり吸収し、自らの肉とするとは……

「……創造詩詠唱、《牙きば》！」

　辰巳は左腕を巨大な剣けんと化して、眼前の塊──ナギに斬きりかかった。

　それに対して、瓦礫で作られた蛇が牙を剝むいた。辰巳の剣に嚙かみついてくる。

　辰巳は瓦礫蛇の頭部を真っ二つにするつもりで剣を振るう。

　だが──瓦礫蛇は、辰巳の剣を咥くわえ受け止めてみせた。

　刃はが進まない──これは、ナギが操る『黒』よりもさらに高い強度の──

『……グァッ！』

「!!」

　瓦礫蛇が吠ほえ、辰巳に向かって尻尾しつぽを振り下ろした。

　ちょっとした建物ほどもある尻尾が、壁のように辰巳の視界を塞ふさぐ。

「ぐっ……」

　咄とつ嗟さに『赤』を膜まく状じようにして防御するが、その防御ごと辰巳が叩たたきつぶされる。

　反撃しようにも、あまりの攻撃の重さに顔を上げることができない。

　そのうちにまた床が崩壊し、二人はさらなる下層へと落ちていった。

　──そこで繰くり広げられたのは、都市破は壊かい規模の力の応おう酬しゆうだった。

　瓦礫を足場に、重力を添そえ物に、辰巳と瓦礫蛇とが激しく食らい合う。

　赤と黒、爪と牙、二つの巨大な力が交こう錯さくするたびに辰巳の身体が削けずれ飛び、瓦礫蛇の身体がはじけ飛び、そしてお互たがい瞬しゆん時じに再生する。

　辰巳は一撃一撃の威力と精度を高めることで、耐たい久きゆう性せいの高い瓦礫蛇に対たい抗こうしていた。が、徐じよ々じよに辰巳の攻撃が効かなくなっていく。それは瓦礫蛇が戦闘によって崩壊する新たな瓦礫を次々に吸収し、どんどん巨大になっていくのに比例して、肉体強度までもが増していっているからだった。

　徐々に辰巳の肉体に、再生が追いつかないダメージが蓄ちく積せきされていく。

　瀬せ戸と際ぎわの攻こう防ぼうを繰り広げながら、何層もの地下区画を貫つらぬいて落下していく。

　そうしてやがて、特に堅かたく厚い床を貫いた直後──唐とう突とつに、一いつ切さいの手て応ごたえが消えた。

　周囲には、一切の建造物が見当たらなかった。

　広大な空間。そこは──黄泉津の、外だった。




　足下には、滾たぎるマグマが広がっていた。

　人間であれば存在自体が許されない、地圧と地熱の無む間げん地じ獄ごく。

　瓦礫蛇はとぐろを巻くようにして宙に浮く。

　辰巳は赤いマントを大きく広げ、風に舞うような姿勢で宙にとどまった。

『──シィィィィ！』

　瓦礫蛇が辰巳に向かって大きく口を開いた。

　その喉の奥、鋭するどく巨大な牙の向こうに──ナギの本体が、上半身を覗のぞかせていた。

　ナギが、辰巳を見上げる。……いや。

　ナギの視線は、辰巳よりさらに上を見ていた。

　遅おくれて、辰巳もそれに気づいた。

　上空──戦闘の最中にありながら、辰巳もナギも思わずそれに目を奪われた。

　その名を、黄泉津第七節・中央区という。いまや立ち入る者の無い封ふう印いん特区。外部から見上げたそれはハ虫類の蛇に似た、しかし禍まが々まがしい、あまりにも禍々しい──巨大な何者かの頭部であることが見て取れた。

　──『蛇』。

　頭上に見えるその存在に気け圧おされる。

　黄泉津という名で都市化された地下空くう洞どう、それがいかなる者の体内であったのか。

　それは地球上のものとは思われない。この宇宙のものかも疑わしい。

　神という名で呼ばれるべき存在──あるいは邪じや神しんというべき何者か。

　地下に眠ねむるそれの体内には数百万の人間と数千の吸きゆう血けつ鬼き、それらを結び合わせるいくつかの血液銀行によって複雑な血脈が築かれている。いまや街全体が一つの回路となって、『蛇』の体内を構成していた。

　その回路の末まつ端たんにして支配者である辰巳だからこそ、感じる。

『蛇』は、生きている。どころか、意識を持っている。

　見上げる先、巨大な『蛇』の眼球が──動いた。

　息をのむ、その瞬間──

「──ンンンァァァァァアアアア!!」

　ナギが咆ほう哮こうする。

　なにをしているのか咄嗟にはわからなかった。

　だが、すぐに理解する。

　胸の一部、皮ひ膚ふの下──『蛇の心冠』を輝かせながらナギが吠えるのに合わせて、頭上の黄よ泉も津つ外がい壁へき──『蛇』が、動き始めていた。振しん動どうし、目を輝かせ、呼吸に似た激しい気流の音を立て……

　ナギは、『蛇』を呼んでいた。

　その呼びかけに応じて、『蛇』が起きかけている。

　その恐きよう怖ふ──全身に感じる震ふるえ、悪お寒かん、冷たい温度。

　……これは、目覚めさせてはならない。

　確信を抱いだき、だから辰巳は咄嗟に──ナギに飛びかかっていた。

「創造詩詠えい唱しよう──《首》！」

　全身に『赤』を纏まとい、弾だん丸がんと化してナギに向かって直進する。

　その勢いと素早さに周囲の気流が圧縮され、目に見えるほどの衝しよう撃げき波はを発生させた。

　辰巳の前で熱気が裂ける。大気が激しく震しん動どうする。

　そうして辰巳が、ナギの眼前にまで迫った瞬間──

　どっ、という音と、唐突な減速感。

　辰巳は──横合いから伸びてきた瓦礫蛇の尻尾に、その胸を深々と貫かれていた。




「……ンー」

　ナギは尻尾を動かし、串くし刺ざしにされている辰巳を眼前に引き寄せた。

　……辰巳は、まだ死んでいない。

　奥歯を食いしばり、ナギを睨み付ける辰巳をじっと観察したナギは──

　牙を剝き、辰巳の首筋に嚙みついてきた。

「ぐぅ──」

　──ゾッとするような感覚。

　牙越ごしに伝わるナギの内面、その存在は──なにも無い、虚きよ無むに近かった。

　底の無い穴のようなナギに、どこまでもどこまでも、辰巳の中身が流れ込んでいくようなイメージに襲おそわれる。

　これが、奪うばう者……奪うことしか知らない、略りやく奪だつ者の力──

「やめ……ろ……ナギッ！」

　吼ほえ、全身から全力で赤い影かげを立ち上らせる。

　ナギは咄嗟に辰巳から距きよ離りを取った。口を離はなし、尻尾を抜ぬき去る。

　空中に放ほうり出された辰巳が顔を上げ、ナギを見る。

　──奪われた。

　辰巳は嚙まれている間、血を吸われないよう、力を支配されないよう懸けん命めいに抵てい抗こうしていたが、しかし……ほんのわずか、奪う者たるナギの力が上だったらしい。

　ナギの髪かみ──元は白、いまは黒いナギの髪の中にたった一ひと房ふさ、赤い髪が混ざっていた。

　辰巳の力を一口だけ奪ったのだ。

　量にすればほんのわずか。だが、これでナギも『蛇へび』の体内を巡る人々の血流、そこに繫つながったことになる。

　それはつまり、『蛇』の体内に血を巡らせる心臓としての力を得たということ。

　ナギが笑う。

　そして頭上の蛇に向かって、ゆっくりと口を開いていく。

　──呼ぼうとしている。『蛇』を。

　いまのナギが呼べば、『蛇』は蘇よみがえってしまうに違いない。

　そうなったら何が起きるかは分からない、だが危険であることは理解できた。

　駄だ目めだ、なんとか……なんとかしなければ……

「ぐ…………ッ!!」

　ナギに向かって接近し、必死に手を伸のばす。

　だが、間に合わない。ナギが息を吸い、大きな呼び声を発する──寸前。




　ぐちっ、という音。




　それは、ナギの胸むな元もとが抉えぐられる音だった。

　抉ったのは──手。

　手首から先だけの右手が、ナギの肉を摑つかみ取っていた。

　そして、その肉の中にチラリと赤い輝かがやきが見えた。

『蛇の心しん冠かん』──認にん識しきした瞬間、辰巳は身を乗り出してそれを摑み取っていた。

　その際、突とつ然ぜん現れたその右手に指が触ふれ、その感かん触しよくで理解できた。

　この手は、ナギの胸元に埋うまっていた指──おばあさまだ。

　第三竜子ドラキユラは死んではいなかった……どころか、ずっとここにいたのだ。

　吸血鬼の本体は心臓にある。頭を吹ふき飛ばされようが身体からだを細切れにされようが、心臓のある部位を元に再生を開始する。ナギに指を突つき立てたあの瞬間、第三竜子ドラキユラは五本の指に圧縮した心臓を詰つめ込んでいたのだ。いくら吸血鬼の肉体が仮かり初そめのものとはいえ、とんでもなく器用なことをする。

　しかも、脳がなくては思考が出来ない。その状態でも動けるよう、影身アヴアターラによるある種の条件付け──ナギが『蛇』の力を用いようとした瞬間に再生して抉り取る、というようなプログラムを仕込んでいたのだ。

　無論、いくら『蛇の心冠』を抉り出したとしてもそれだけでは文字通りただの小手先、単なる一時しのぎにしかならない。つまり第三竜子ドラキユラはこの場に辰巳がいることまでも見み越こしてこの罠わなを……

　ドラキュラと呼ばれる者の力はこれほどのものかと感心する辰巳の前で、肘ひじ近くまで再生した右手がぐっと親指を立ててきた。これもプログラムだろうが……ここまでするかと苦く笑しようする。




　苦笑しているうち、気がつけば握にぎり締しめた『蛇の心冠』は、手の平を通して辰巳の右みぎ腕うでに潜もぐり込んでいた。

　止められない、そのまま肩かたへ、さらに奥へと突き進み──辰巳の胸元に辿たどり着く。

　ナギや第三竜子ドラキユラのときのように、内側に隠かくれては居なかった。

　そう、隠れる必要は無いと『蛇の心冠』が理解したのか──

　辰巳の胸の中央に、心臓と完全に同化した、光り輝く赤い結けつ晶しようが浮うかび上がった。




　ド────グン────




　地じ震しんのように巨きよ大だいな心音に、辰巳の全身が弾はじけそうになる。

　これは……ああ……

　奇き妙みような落ち着きの中で、辰巳は目の前のナギを──

　なんてちっぽけな相手なんだろう、と見下ろした。

「ンンー！」

　ナギが叫さけび、瓦が礫れき蛇へびの牙きばを辰巳に向けてきた。

　その牙の一本一本が辰巳の身長を超こえる大きさ。

　顎あご全体であれば飛行機よりもなお巨大な塊かたまりが、覆おおい被かぶさるようにして迫せまってくる。

　速度は音速を超え、発生した衝撃波が大気を歪ゆがめる。

　その嚙かみつきに対して、辰巳は──右手を軽く突きだした。

　ひょいと、何気ない気軽さで。

　その手が瓦礫蛇の先せん端たんに触れた瞬間──

　ギャィン、と鋼鉄のひしゃげる音を数百回分重ねたような音を立て、ナギの──瓦礫蛇の頭部が瓦が解かいし、粉々になりながら辰巳の反対方向へと吹き飛んでいった。

　残った瓦礫蛇の首、その断面から突き出すようにして、ナギの姿が露あらわになった。

「……ンンンンアアアア！」

　今度は、瓦礫蛇の尾おの一撃。

　先ほどの牙より更さらに素す早ばやく重たい塊が辰巳めがけて振ふり回された。

　辰巳は──今度は、指先。軽く風を送るかのように、右手の指先をふわりと流した。

　ただそれだけで、瓦礫蛇の全体が爆散する。

　無色透とう明めいな衝しよう撃げきに天地が揺ゆれ、全すべてがバラバラに砕くだけ散り──あとにはただ生身のナギ一人だけが宙に浮いていた。

　辰巳は自分の指先を見つめた。

　何も特別なことはしていない。辰巳はただナギの攻こう撃げきを受け止めようとした、それだけなのに──手の先では、天文学的なエネルギーが吹き荒あれていた。

　頭上を見上げる。『蛇』がこちらを見ていた。

　辰巳の中に流れ込んできているこの異様な力は『蛇』のものに違ちがいなかった。

「……ンーッ！」

　その声に、前を向く。

　ナギはまだ諦あきらめていなかった。

　その全身に『黒』を纏い、自らを巨大な蛇の頭部のようなシルエットにして、辰巳に襲いかかってくる。そこには、吸きゆう血けつ鬼き数千人が束になっても敵かなわないような破は壊かいの力が籠こもっている。

　辰巳は手の甲こうで軽く、それを払はらった。

　ナギの纏まとう『黒』が風に散らされる煙けむりのように吹き飛ばされ、霧む散さんした。

　それどころか、ナギの全身に浮かんでいた黒い影も残らず全てが消し飛んで、あとにはただいつもの通り、全身が真っ白な少女一人。

「ナギ、君の負けだ」

「ン──」

　辰巳の言葉を認めない様子で、もはやすべての特別な力を失ったナギが、それでもなお牙を剝むこうとして──気がつけば、その背後。

　いつの間にかナギの背後には……『蛇』の頭部が移動してきていた。

　首を傾かたむけるようにして、小さな島ほどもある『蛇』の頭が斜ななめにナギを見た。

「やめ──」

　辰巳は咄とつ嗟さに止めようとしたが、間に合わない。

　ナギが振り向く。

　ナギと蛇の、目と目が合った。

　……『蛇』に睨にらまれるということは、ナギにとっても絶望と同義。

　蛇というよりも鯨くじらのような、その巨大な口が開き……閉じる。

　ただそれだけの動作で、ナギの身体からすべての血が吸い取られていた。

　──非接せつ触しよく、遠えん隔かくによる血液支配、そして吸血。

　まるで別次元の力。その力を使えば、世界中の人間の血を今すぐ、一いつ瞬しゆんで集めることさえ可能だろう。

　世界を滅ほろぼすなど、これにとっては単なる食事の仕方の一つに過ぎないのだ。

　……ナギが灰となって溶とけて消える。

　次に『蛇』は舌なめずりをして──辰巳を見た。







　いま、辰巳は『蛇』と繫がっている。

　辰巳こそが『蛇』の心臓となっている。

　だからこそ『蛇』の力を使えたし、『蛇』の考えを理解することができた。

　それは、こう思っていた。

　──血を取り立てる時が来た、と。

　数百万年前、こことは別のどこかから現れた『蛇』は、自らの心臓を砕いて人間に与あたえ、その進化を促うながした。

　それは自らの餌えさとして、人間を──人間の血液を、増やすためだった。

　中には先祖返りのようにして『蛇』の性質を手に入れる吸血鬼という者たちもいたが、彼らも『蛇』にとってはただの餌の一種に過ぎなかった。

　心臓を失った『蛇』は眠ねむりに就つき、血が増えるのを待った。

　そして目覚めた今──世界には予想よりも多くの血が満ちていた。




　さあ、取り立てのときだ。自らが貸した血を、返して貰もらう。




　……そんなことを思う『蛇へび』に向かって、辰巳は言った。

「悪いけど、こればっかりは踏ふみ倒たおさせて貰う」

　その言葉に、蛇が笑いに似た感情を返してきた。

　辰巳の意思など関係無い。これは遺伝子に刻まれた契けい約やくだ。『蛇』の支配を逃のがれることなどできはしない。新たな『蛇』の心臓となった辰巳だけは助けてやろう。そしてお前の選んだ何人かも残してやろう。だがそれ以外はすべて、奪うばわせて貰う。

　一方的な条件提示。

　辰巳は不服だったが、しかし『蛇』の力の無茶苦茶さは実感している。

　戦ってどうにかなる相手ではない。

　そしてまた、交こう渉しようできるような相手でもない。

　そう、つまり──辰巳に選べる選せん択たく肢しは、一つ。

　たった一つだけだった。

「……僕は幸せだった」

　辰巳が独白する。

　誰だれに聞かせるでも無く、ただこの世に残す最さい期ごの言葉として。

「誰かを愛したら、それ以上に愛して貰えた。人々を助けたら、より多くの人々に助けて貰えた。今日ほど、生きてきて良かったと思えたことはない。断言するよ。人生は素晴らしい」

　──だから、悔くいは無い。

『蛇』が震ふるえるのがわかった。辰巳が何をしようとしているか、理解したらしい。

　愚おろかな、愚かな、愚かな！　……非難するような呆あきれるような『蛇』の意思を感じたが、辰巳にとってはそんなもの、いつも言われ慣れていることだった。

　みんなのために。よき世界のために。至し極ごく前向きに──

　──死ねることを、幸福と思う。

「っ……」

　辰巳は、自らの右手を胸に突き立て、『蛇の心冠』と同化している心臓を握りしめた。

　……辰巳が死ねば、心臓を失った『蛇』は再び眠りに就くだろう。逆に、それ以外の方法で『蛇』を止めることは不可能に違いない。

　……アキラを未亡人にしてしまうなぁ、とふと思った。

　でも、アキラ。彼女がいるからこそ、辰巳は安心してこの決断をすることができるのだ。

　記き憶おくの中で、彼女が笑った。

　辰巳の口も、笑えみを描えがく。

　そのまま右手に最大の力を込こめて、辰巳は自らの心臓を消し去った。

　意識が薄うすらぎ、肉体が消しよう滅めつしていく。

　同時に、蛇が眠りに就くのも感じ取れた。

　……最期にもう一度思う。

　──人生は素晴らしい。







　…………もし。

　もし、借りたものは返すべきだというのなら。

　貸したものは返されるべきだというのなら。

　辰巳にはまだ、返して貰うべきものがある。







　……届いた。

　全身を包む幸福な感かん触しよくに、辰巳はゆっくりと目を開いた。

　……死んでは、いない？

「……迎むかえに来たわよ、旦だん那な様」

　耳元で囁ささやかれたその声に……これは夢か妄もう想そう、あるいは天国なんじゃないかと疑ってしまう。

　だがここは確かに『蛇』の眼下、マグマの上空だった。

　その現実の世界で、氷の皮ひ膜まくに防ぼう御ぎよされ、それでもなお強力な熱気に火傷やけどを負いながら──アキラが、辰巳を抱だき留めていた。

　はるか頭上、黄よ泉も津つの亀き裂れつから伸のびてきて背後からアキラを支えている長い、長い影身アヴアターラは、彼女のこれまでの果てしの無い積み立ての成果に違いなかった。ちなみにその中には、いまだ再生中の細い右みぎ腕うでもあった。

「……僕は……どうして？　だって僕は心臓を……」

　手を触ふれて確かく認にんすると……驚おどろくべき事に、確かに辰巳の心臓は止まっていた。

　だが、身体からだには鼓こ動どうを感じる。そして実際に、生きている。

　なぜ……混乱する辰巳に、アキラが答えた。
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「婚こん姻いん契けい約やくを嘗なめないでよね、辰巳くん。あらゆる財産を共有するなら、心臓だってまたしかりよ。それにほら、吸血鬼が『蛇』の心臓代わりになれるなら、人間が半吸血鬼の心臓代わりになれたっておかしくないでしょう？」

「そんな、無茶苦茶な……」

「んー……なら、こう言い直すわ。これはね、辰巳くん。──愛の奇き跡せきよ」

「……納なつ得とくした」

「よろしい」

　アキラが自分で言っておきながらちょっと照れくさそうに頷うなずいた。

　そう……愛の奇跡なら仕方が無い。

　実際は、契約関係にある血液なら体外にあっても操あやつれるという万人殺しミリオン・キルズの能力と、強力な『血グのラ婚ハ姻ナ』、更さらには辰巳が街全体の血液回路と繫つながっていたことも含ふくめての相そう互ご作用なのだろうが……そんな無ぶ粋すいな理り屈くつより、愛の一言のほうが納得できた。

「……あー、ところで辰巳くん。実は後ろのみんなも消しよう耗もうしてて、あたしたちを支えるので結構ギリギリみたいなのよね。だから上に戻もどるために、心臓が止まってるところ悪いんだけど、もうひとふんばり、お願い…………ほら、はい」

　アキラはそんなこと言って、首を傾けてきた。

　……ああ。

　最も幸福な、穏おだやかな温かみに埋うまるようにして、辰巳は背を丸めた。

　牙きばを、アキラの首筋に──




　頭上で再び眠りについている『蛇』が、ちらりとこちらを見た気がした。

　僕の契約相手はこっちなんだと、見せつけるように──辰巳とアキラは一つになった。







　エピローグ







「そうして世界は──驚くほど、変わらなかった。




　黄よ泉も津つからは『岐クナト』が消え、魔物ヤクシヤが消え、日常が戻った。

　だがそれに、人間達は気付いてすらいない。

　集団失神や衰すい弱じやくについては地磁気の影えい響きようであり、二度と起こらないと発表された。

　それだけ。

　それだけで、街はほとんど以前と同じ日常を取り戻してしまった。

　──更に理屈付けをするならば、結局の所、街が発達するのに必要なのは安全性ではない。治安でもない。経済の流入、それが街の発展を促す唯ゆい一いつの要素である。その点で、この街には世界中の経済が集まるように──多くの思おも惑わくの下もと、正しく統率されていた。




　世界は回る。一見、変化がないかのように。

　復活した第三竜子ドラキユラは、教団の連中を連れて再び姿を消した。だがあの事件以降、教団はより穏おん健けんな方針に移行し始めているらしい。

　そして血液銀行もまた、様々な変化を抱かかえつつも、同じようにありつづける。

　かつてのバッカス社長、黒髑髏どくろ。彼はいったい、どこへ行ったのだろうか……？」




「どこへ行ったのだろうか……って、ここにいるじゃないか」

　独り言なのか何なのか、通学路を歩きながら滔とう々とうとモノローグを語っていた山さん河がに、辰たつ巳みは遠えん慮りよがちにそうツッコんだ。

「ハッ、世迷いごとを、タッツィー。俺は芝しば原はら山河、単なる玖く曜ようの分家嫡ちやく男なん、お前のお目付役に過ぎない。それ以外の俺はナギと共に消えたのだと、そういうことにしたのだ」

「……まあ、きみがいいなら、それでいいけど。たとえどんな悪いことをしたとしても、改心したなら……きっとそれが一番いいことだ」

「──ふふふん」

　山河は笑い、そして──なんとも言えない、苦々しい笑顔を見せた。

「…………山河？」

「いや。俺は──『いいこと』とやらをするお前が嫌きらいだった。それがいま、悪くない気分だ。そう、悪くない。──お前は結局、王とならずして、単なる取立人として世界を救ってしまった。……想像もしていなかった結末だが、悪くない。これはこれで悪くない」

「……悪くないなら、それはきっと、いいことだと思うよ」

「ふん」

　山河は鼻を鳴らすと、胸むな元もとから白い宝石のペンダントを取り出して、曲状面照明スカイ・パネルの明かりに透すかし見た。

　その白い宝石は、元は『蛇へびの心しん冠かん』だったものである。辰巳の心臓が止まったときに輝かがやきと力を失い、なぜか真っ白になっていた。時間を経へて辰巳の心臓は再生を遂とげたが、『蛇の心冠』はそのままだった。辰巳はそれをナギの遺品として山河に譲ゆずっていた。

「……ああ、そうだ。いったん家に帰って、その黒髑髏のところに行かないと」

「そういえば今日、奴やつは早退していたな？」

「うん、取引があるとかで。『秘書』がいるから、僕は来なくていいって言われて……でも、離はなれてると心配だなあ。そろそろ、学校も辞やめどきかな」

「それはよくないぞ、タッツィー。人との繫がりは大事だ。人々の善意こそが、世界を変える力たりえるのだからな！」

「…………山河に言われると、腑ふに落ちない」

「だろうな、素す直なおに受け取られても困る。なにはともあれ、タッツィー。学校で困ったことがあれば、いままで通り俺がフォローしよう。それはもう、後ろから前から……だからまあ、気楽にやれ。……黒髑髏にも、そう伝えておいてくれ」

「了りよう解かい」







「おっほん……つまるところ、えーっと、なんだっけ？」

　血液銀行バッカスの社長室。

　豪ごう奢しやな椅い子すに鎮ちん座ざする黒髑髏は、自分の頭をかりかりとかいてから、首をひねって隣となりにいる副社長を仰あおぎみた。

「……主水もんどさん、この場合はどうするの？」

「書類だけ受け取って、お帰り願いましょう。急ぎの用件ではないはずです」

「なるほど。ということで、書類は受け取ります。対応は、また後日ね」

「は、はあ……」

　噂うわさと異なる雰ふん囲い気きの黒髑髏を前に、きょとんとした表情の役人たちが帰って行く。

　彼らがすっかり退室すると──黒髑髏は、マスクを外した。

「っぷはー……これってサイズ合ってんの？　なんか息苦しいし、蒸し暑いんだけど？」

「調整は十全です。前社長も、それを我が慢まんしていたのですよ」

「あー、そう思うとあいつも結構、大したもんね」

「そ、そんなところを評価されても……微び妙みようがると思いますけど」

　そうツッコみを入れたのは、スーツ姿に鞘さやを下げた八や宵よいだった。

　一応、社長秘書ということになっている。

「そういうとこくらいしか評価しようがないじゃん、あの変態。っと……思ったより早めに片付いたわね。じゃ、辰巳くんち行って休んで来ようかなー」

「ま、まだ他ほかの仕事が残ってます……！」

「あー、あとでやるから～」

「ちょ、ちょっと……もお……」

　仮面をそこらにほっぽりだして社長室を出て行こうとするアキラを、八宵が呆あきれた様子で睨にらみ付ける。

　と、アキラが振ふり返った。

「ほら、行くわよ」

「え？」

「八宵ちゃんも、辰巳くんち行くでしょ？　ほらほら」

「え、あ、あの……」

　アキラは八宵の手を引いて進み出した。

　八宵はその対応に戸と惑まどいながら言った。

「や、八宵ちゃんって……わ、私のほうが、結構、年上なんですけど……！」







「ただいま……えーっと、どういうこと？」

「お帰りなさいませ、兄様。そして出来れば、全員叩たたき出してくださいませ」

　綺き理り恵えが出で迎むかえる家の中、六ろく畳じよう半はん一間の中に──いつも通り、自宅であるかのようにくつろぐアキラと、そして酷ひどく居い心地ごこち悪そうに正座している八宵、ついでに何な故ぜか陽ひ良らと人形遊びをしている為ため田たが居た。──狭せまい。

「えっと、アキラはいいとして……八宵さん、いらっしゃい」

「あ、は、はい……すみません……」

「う、うん？　いや、別に謝られるようなことはないけど」

「は、はい……あ、あの、ちなみに、辰巳さん！」

「なに？」

　正座をしたままの八宵は、辰巳に向かって身を乗り出すようにして訊きいてきた。

「ふ……不ふ倫りんって、許されることだと思いますか？」

「え？　いやー……人を悲しませたり、騙だましたりするのは悪いことだと思うけど──でも、誰だれかを愛すること自体は、いつどこで、誰に対してであっても、いいことだと思うよ」

「で──ですよね！」

　八宵と辰巳の間に、綺理恵が割り込んできた。

「人のうちで、ドロドロしないでください。ひいも聞いているのですよ」

「あ、あう……ごめんなさい……」

　瞬しゆん時じに萎い縮しゆくする。相変わらず、八宵は綺理恵が苦手らしい。

　ちなみに陽良は、

「えー、ひい何にも聞いてなかったよ？　なんのお話ー？」

　と、きょとんとしていた。

「で、あとは……なんで、為田さんが？」

「え？　ああ、辰巳くん、お邪じや魔ましてます。あ、本当に邪魔だと思ったら言ってね？」

「はあ……？　いや、そもそも何か、用があって来たんじゃ？」

「あ、そうそう。実は、玖曜本家の──辰巳くんのお父さんのことで、報告があって」

「……父の？」

　辰巳の口調が一変する。

　場の空気が乾かわいていくのが感じられた……が、その空気が読めない為田は、変わらずのほほんとした調子で語り始めた。

「実は、玖曜が──この街を支配する玖曜が史上初、個人を『敵』とみなしてねぇ」

「敵……？」

「そう、敵として──アキラさんを」

「え、あたし？　辰巳くんじゃなくて？」

　机に突つっ伏ぷしてぐでーっとしていたアキラが、突とつ然ぜん名前を出されて顔を上げた。

「はあ。あらゆる手段を以もつて、排はい除じよをはかるとかって。なんか大事になってるんだよね」

「あらゆる手段で……？　なんでアキラが……」

　急な事態に、辰巳は深刻に悩なやみ始めた。

　だが、当のアキラは、

「ふーん？　……ふっふっふ」

　と、ちょっと不気味な感じに笑い始めた。

「……アキラ？」

「オーケー……おもしろくなってきたじゃない。辰巳くんのお父さん、つまりは義理のお父さんをぶっとばして、あたしの理想の実現を加速してやろうじゃないの！　嫁よめの怖こわさってもんを見せつけてやるわ！」

「なんとも壮そう大だいな家庭内暴力ですね。──まあ、あの男をぶっとばすという話は、なかなかに胸が躍おどりますが」

「……なんかこの義理の姉し妹まい、怖い……」

　ほくそ笑えむ二人を前に、辰巳は思わずそう呟つぶやいていた。

　と、アキラが勢いよく立ち上がった。

　そして、辰巳のほうを向いてくる。

「じゃ、いろいろ準備しないとね。あたしも間接的に、辰巳くんの実家には貸しがあるし──行くわよ、辰巳くん」

　そう言って、アキラが手を差し出してきた。

「──うん」

　応こたえて辰巳が、その手を握にぎる。

　この手が繫つながっていれば、大だい丈じよう夫ぶ。

　アキラは確信を持って高らかに告げた。




「さあ──取り立ててやろうじゃないの」







　あとがき




　というわけで、いわゆる『第一部・完』としてシリーズひと区切りとなる第二巻です。




　今回は主人公・辰たつ巳みと妹・綺き理り恵えの関係がお話の軸じくの一つとなっています。これについては当初からの予定通りなのですが、初めてこの展開を担当さんにお伝えした際には一つの苦言を呈ていされてしまいました。即すなわち、

「この展開……あらすじだけ読むと、完かんっ璧ぺきに綺理恵がメインヒロインになっちゃってるんですが？」

「あー……まあ、そうですねー……」

　実は、そういう指し摘てきをされるだろうなあとは思っていたのです。思ってはいたのですが、しかし罪の象しよう徴ちようとしての妹との決別とその後の展開は必ひつ須すの流れですし、過去の克こく服ふくというのは昔からお気に入りのテーマです。そこで自分は、恐おそる恐る言いました。

「まあ、あの……メインヒロインをこっそり交代しちゃうっていうのもアリかなと……」

「…………」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくの後、

「……小こ林ばやしさん」

「…………はい」

「……それは、駄だ目めですよ？」

「……………………で、ですよねー！　冗じよう談だんですよ、冗談！」

　と咄とつ嗟さに笑って誤ご魔ま化かしましたが、メインヒロインであるアキラを押しのけて妹と結ばれる禁断の展開になったら面白いなーと本気で思っていたのはここだけの秘密です。

　まあ最終的にはちゃんと、メインヒロインであるアキラが頑がん張ばってくれる展開になったのですが。




　また、一巻の後書きではページ数の都合上しっかりと述べられなかったのですが、イラストを描えがいてくださった有あり坂さかさんには最大級の感謝を捧ささげたいと思います。

　その素晴らしさは、夢の中に有坂さんの描いたキャラクターたちが登場するレベルでした。脳内再生余よ裕ゆうどころではありません。

　一巻が発売される前に有坂さんにご挨あい拶さつをする機会がありまして、いちおう事前に、

「キャラクターの見た目は好きに変えてください、本文の方を合わせますから」とか、

「モチーフになるようなキーアイテムとかが無くて本当にすみません」とか、

「有坂さんの描く、赤色系統の女の子っていいですよね」とかいろいろと言いたいことを用意して行ったのですが、実際に対面してみましたら有坂さんが、

「原げん稿こう、とても面白かったです！」

　という一言を皮切りに滔とう々とうとこちらを褒ほめてくださいまして、それらの言葉にすっかりいい気分になって「ウヘヘヘ」などとだらしない表情で喜んでいるうちに挨拶は終しゆう了りよう、

「……あ、用意してた話をひとつもできてない！」

　と気づいたのは家に帰り着いてからのことでした。なんと恐るべき有坂さんの褒め力ぢからでしょう。作品だけでなく性格まで素晴らしく、しかもこんなに褒めてくださるなんてもはや神様といっても過言ではありません。ありがたやありがたや。




　……しかし我ながら、会話文の多いあとがきですね。

　とりあえず担当さんとの会話にしろ有坂さんとの会話にしろ、自分の記き憶おくを元に多少なりとも脚きやく色しよくしておりますことはご容よう赦しやくださいませ。




　さて、最後になりましたが簡単に謝辞。

　まずはこの本に関わってくださったすべての皆みな様さま方に改めまして感謝を。

　そしてこの本を手にしてくださったすべての読者様に心からの御お礼れいを。

　できるだけ早く次の作品でお目にかかれるよう血けつ便べん血けつ尿によう血ち反へ吐どと血ち涙なみだまみれになりながら、血ち眼まなこになって血ち道みちを上げてあれやこれやとしておりますので、次回もまた是ぜ非ひに是非によろしくお願いいたします。以上。





小林 がる












ギルティブラック＆レッド２




1,000,001 Sin and Punishment








小こ林ばやしがる





[image: ]





平成25年9月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2013 Garu Kobayashi, Ako Arisaka/Fujimishobo





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ギルティブラック＆レッド２　1,000,001 Sin and Punishment』平成25年9月25日初版発行









[image: ]




item/image/p081.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
N yaNgs)
oTiFrLAB

[E+ZBT 75 IPREICH
WTHBIHZRH. [FEXFOR
BELERRADERE] SEHEINDZ
DIERIFLER TRUEIIFEE
8. BETHRRERELOIEKRIC=
DOERZMRIF UHRZEITATE,
[2EEESHES BN NS
BREYE—(I] ZIRDETIHLD
HICE<H. [RIROBHDHIC]
SHEEBICKEOIOVYAZR
[FRAFBCABRIEE LT L&
ROHTOHEAHNEESNDHFS /
ANERTH D EWND K SEARME K
MRSZEZZICBVIESRRICE &2
EFRYTENEVDIEERSSH
CODETY, . I7VIITKRE
HRIBEIFEEETI K.

ASAN I BRGT
HAN=FYA : Lightning





item/image/p237.jpg





item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p267.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		一……日々の積立 fighting funding



		二……過去の債務 dead debt



		三……善意の払戻 reborn repayment



		四……不敵の信託 truth trust



		五……血の取立 extreme exaction



		エピローグ



		あとがき



		奥付











item/image/p183.jpg





item/image/p139.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/p009.jpg
/ /,,

7

(

‘ r
_L






